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自治体職員のための政策情報誌［プラクティス］

【提言】

「自分らしく生きる
ための医療」へ
─中島徹 

医療法人北海道家庭医療学センター 
向陽台ファミリークリニック院長

【実例】

最後までこの町で
暮らしてほしい─
─本別町
【リレーインタビュー】 

自宅で最期を迎えたい 
家族に渡す命のバトン
─本間利和子 

一般社団法人ふるびら和み代表理事

市町村職員
フォトグラフ

﹇
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こ の 大 地 に 生 き て

「せたなの風」を受けてツーリング（せたな町太櫓海岸）

家路を急ぐ生活バス（せたな町良留石海岸）

旧国鉄瀬棚線を走ったＳＬ、Ｃ11 171号。今も道内観光列車として現役（函館本線大沼）

　物心がついたときから乗り物、特に鉄道やバスな
どの公共交通機関が好き。機械美と、どこか知らな
い世界に連れて行かれる、わくわく感がたまりませ
ん。地酒を片手に、車窓の絶景を肴に駅弁を頬張る
のは至福の極み。
　でも毎日当たり前に通っていた交通機関が、どん
どん消える近年。せたな町でも 30 数年前に国鉄瀬
棚線が廃止、昨年は奥尻航路が休止となりました。
　そんな中、エコな乗り物の自転車で訪れる人も増
えました。有志と町生涯学習センターに開設した
「瀬棚線資料室」とともに、環境と地域に優しい交
通の魅力を発信しています。

P
R
A
C
T
I
C
E

（かわはら・たいへい）昭和 47 年大阪府生まれの奈良県育ち。「好き
な鉄道を自分の手元に」と始めた中学生からの写真撮影。北海道に
憧れ、立ち寄ったせたな町の魅力にとりつかれ町職員に。現在は、
鉄道─地酒─食の魅力の発掘と発信がライフワーク。

せたな町財政課課長補佐　河原　泰平さん



多死社会がやって来る
　日本の年間死亡者数は２００３年に初めて１００万人を超え、ピークを
迎える２０４０年には１６８万人に達すると推計されている。戦後の第１
次ベビーブームで誕生した〝団塊の世代〟が人生の終わりを迎え、死亡者
数の増加により人口が急速に減少する〈多死社会〉が到来する。

　人生の最期をどう迎えるのか─。中高年を中心に終活ブームが盛り上が
りを見せている。少子化や核家族化に伴い、伝統的な家族の姿が様変わり
し、終末期の看取り、葬儀や埋葬、残された遺品をめぐる価値観も多様化
している。こうした住民ニーズの変化にどう応えていくのか。

　人口減少に伴う空き家の急増、認知症などで判断能力が低下した高齢者
に対する虐待や権利の侵害、独居高齢者の孤独死など、超高齢化社会の歪
みも顕在化している。日常化する死を社会全体でどのように受け止めてい
くのか。一人ひとりが自らの問題として取り組む必要がある。

　生と死は表裏一体だ。老いや死に真摯に向き合い、限りある生命を実感
しながら、残された時間を大切に使いたい。その意識はＱＯＬ（生活の
質）を高め、人間の尊厳を重んじることにつながる。多死社会の到来を前
に、私たちにどのようなサポートができるのか考えてみよう。

写真（上左から）
・終末期介護の質的向上が課題に
・�出棺を前に─核家族化に伴い少
人数の家族葬が増えている
・�家族が眠る墓─墓の在り方をめ
ぐる価値観も変化している
・�遺品はどこへ─草むらに不法投
棄された仏壇が物悲しい
・�冬の墓参─高齢化に伴い墓の管
理も重荷になりつつある
・�遺品整理の現場─残された家財
道具には人生が凝縮されている
（遺品整理士認定協会提供）
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提言

本誌名「プラクティス」の由来
「プラクティス」＝「実行」の意味。自治体職員が業務で直接活用
できる実践的な情報誌という趣旨で名づけました。
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■
意
思
確
認
で
本
人
の
希
望
を
叶
え
る

　

よ
り
良
い
最
期
を
迎
え
て
も
ら
え
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
、
こ
の
先
の
治
療
に
つ

い
て
、
患
者
や
家
族
の
意
向
を
確
認
す
る

「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
似
た
よ
う
な
病
状
で

も
、
以
前
に
入
院
で
大
変
な
思
い
を
し
た

経
験
の
あ
る
人
は
「
自
宅
で
頑
張
り
た

い
」
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
家
族

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
い
段
階
で

病
院
に
入
院
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
本
人
が
残
り
の
人
生
で
何
を
優

先
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
か
、
話
し
合
い

な
が
ら
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
生
か
す
医
療
」
で
は
な
く
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
の
医
療
」
を
提
供
す
る

た
め
に
も
、
意
思
確
認
は
重
要
で
す
。
患

者
本
人
の
治
療
に
対
す
る
意
向
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
場
合
、
延
命
措
置
を
施
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
急
に
呼
吸
や
心
臓
が

止
ま
っ
た
時
、
救
急
車
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
な
が
ら
病
院
に
運
び
、
意
識
が
無

く
て
も
栄
養
を
補
給
し
て
生
か
す
─
。
本

人
の
意
向
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
そ
う
い

う
選
択
肢
以
外
に
も
、
家
で
診
察
を
し
て

亡
く
な
る
こ
と
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
向
は
病
状
な
ど

に
応
じ
て
い
つ
で
も
撤
回
で
き
ま
す
。

医
療
と
介
護
、
行
政
と
の
連
携

■
患
者
に
寄
り
添
う
ケ
ア
に
向
け
て

　

医
療
と
介
護
の
連
携
は
、
在
宅
医
療
の

現
場
で
必
ず
出
て
く
る
問
題
で
す
。
平
成

26
年
に
千
歳
市
内
の
医
療
・
介
護
従
事
者

の
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
「
ち
と
せ
の
介

護
医
療
連
携
の
会
」
に
参
加
し
、
現
場
の

声
を
聞
く
と
、
在
宅
で
看
取
る
こ
と
に
地

域
全
体
が
慣
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
終
末
期
は
病
院
に
受
け
入
れ
て
も

ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
在
宅
で
最

期
ま
で
看
取
る
と
な
る
と
「
ど
の
よ
う
に

動
い
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
が
少
な
く
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

終
末
期
に
対
応
で
き
る
人
材
を
増
や
そ

う
と
、
昨
年
か
ら
同
会
が
開
催
し
て
い
る

勉
強
会
「
ち
と
せ
の
介
護
医
療
連
携
カ

レ
ッ
ジ
」
の
中
で
、
看
取
り
・
終
末
期
ケ

ア
を
テ
ー
マ
と
す
る
コ
ー
ス
を
新
た
に
開

講
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
手
探
り
の
部
分
は

あ
り
ま
す
が
、
看
取
り
を
勉
強
し
た
い
と

い
う
ニ
ー
ズ
は
と
て
も
高
く
、
毎
回
40
〜

50
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
在
宅
の
看
取
り
に
慣
れ
て

い
る
医
師
や
看
護
師
、
管
理
薬
剤
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度

や
遺
言
に
詳
し
い
弁
護
士
と
い
っ
た
、
多

様
な
職
種
の
方
が
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。
遺
族
が
感
じ

る
悲
し
み
（
グ
リ
ー
フ
）
を

ど
う
ケ
ア
す
べ
き
か
を
学
ぶ

た
め
、
グ
リ
ー
フ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
招
き
ま
し
た
。
カ

レ
ッ
ジ
の
目
的
は
経
験
の
共

有
で
す
。
当
院
で
は
年
間
20

人
程
度
を
看
取
り
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
状
況
が
違
い
、

予
想
外
の
こ
と
も
起
き
ま

す
。
こ
う
し
た
経
験
を
語
り

合
い
ま
す
。
介
護
や
看
護
な

ど
互
い
の
仕
事
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

■
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
情
報
を

　

私
が
こ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
地
域
と
し

て
、
旭
川
や
室
蘭
が
あ
り
ま
す
が
、
在
宅

診
療
で
の
訪
問
先
が
、
旭
川
で
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所
施
設
が
多
い
の
に

対
し
て
、
室
蘭
で
は
個
人
の
住
宅
が
中
心

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

に
よ
っ
て
生
活
様
式
や
課
題
が
異
な
り
ま

す
。
千
歳
で
は
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
介
護
タ
ク

シ
ー
に
対
応
し
て
い
る
事
業
所
が
少
な

く
、
な
か
な
か
手
配
で
き
な
い
と
い
う
問

題
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ご

と
に
最
適
な
答
え
を
見
付
け
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

在
宅
医
療
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
保
護
担

当
者
や
保
健
師
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
行
政

関
係
者
が
関
与
し
ま
す
。
例
え
ば
介
護
保

険
が
使
え
な
い
40
歳
未
満
の
若
い
人
に
対

す
る
在
宅
医
療
を
考
え
る
場
合
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
な
ど
、
対
応
に
迷
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
適
切
な
関
係
者
に
相
談
で
き

る
つ
な
が
り
を
よ
り
強
固
に
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

医
師
と
地
域
に
精
通
し
た
行
政
関
係
者

が
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
患
者
に

と
っ
て
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ちとせの介護医療連携カレッジの様子

看取りの経験を共有する話し合い
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か
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
し
、
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

地
域
づ
く
り
を
含
め
て
取
り
組
む
こ
と

も
、
医
師
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
独
り
で
死
ん
で
い
て
も
い
い
か
ら
、

こ
の
家
で
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
、
独
り

暮
ら
し
の
患
者
を
看
取
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
を

得
て
1
日
に
数
回
は
誰
か
が
訪
問
す
る
体

制
を
組
み
、
近
所
の
方
の
協
力
を
得
る
こ

と
な
ど
で
、
終
末
期
の
独
り
暮
ら
し
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

P r o f i l e

北見市出身。平成 21年札
幌医科大学医学部卒。23
年から医療法人北海道家
庭医療学センターに所属。
29年に千歳市に開業した
向陽台ファミリークリニッ
クの初代院長に就任した。
ＮＰＯ法人ちとせの介護医
療連携の会が開講するち
とせの介護医療連携カレッ
ジで看取り・終末期ケア学
部長を務める。35歳

中島　徹氏
（なかじま・とおる）

　
高
齢
化
社
会
か
ら
、
多
死
社
会
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
内
閣
府
が
ま
と
め
た
令
和

元
年
版
高
齢
社
会
白
書
に
よ
る
と
、
人
口
5
万
人
未
満
の
都
市
で
は
令
和
2
年
以
降
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
も
減
少
し
始
め
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
定

着
し
、
生
前
に
死
を
語
る
こ
と
も
タ
ブ
ー
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
家
庭
医
と
し
て
終

末
期
の
患
者
を
訪
問
し
て
診
療
す
る
中
島
院
長
は
、
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
在
宅
で
の

看
取
り
に
は
、
行
政
関
係
者
を
含
め
た
多
く
職
種
の
連
携
が
不
可
欠
と
唱
え
る
。

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
医
療
」へ

終
末
期
の
医
療
介
護
で
多
職
種
連
携
を

医
療
法
人
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン
タ
ー
　
向
陽
台
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
中
島
　
徹
氏

在
宅
医
療
へ
の
期
待
に
応
え
る

■
最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い

　

命
を
救
う
た
め
の
高
度
な
医
療
が
発
達

し
、
死
の
間
際
ま
で
病
院
で
治
療
を
続

け
、
8
割
く
ら
い
の
方
が
病
院
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
半
数
以

上
の
方
は
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
望

ん
で
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

終
活
が
広
く
認
知
さ
れ
、
自
分
の
死
に
つ

い
て
話
題
に
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
延
命
措
置
を
希

望
せ
ず
、
自
宅
で
で
き
る
範
囲
の
治
療

で
、
穏
や
か
に
人
生
の
終
わ
り
を
迎
え
た

い
と
い
う
患
者
の
意
志
が
明
確
に
な
り
、

在
宅
医
療
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
を
ケ
ア
す
る
家
庭
医

　

地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
健
康
問
題
に

幅
広
く
対
応
し
、
暮
ら
し
を
支
え
る
医
師

─
そ
れ
が
「
家
庭
医
」
で
す
。
も
し
、
患

者
さ
ん
が
在
宅
の
ま
ま
最
期
を
迎
え
る
と

決
め
た
場
合
に
は
、
定
期
的
に
訪
問
し
、

看
取
り
の
瞬
間
ま
で
付
き
合
い
ま
す
。
特

に
病
気
の
な
い
人
に
対
し
て
も
、
健
康
診

断
や
予
防
接
種
、
健
康
講
話
な
ど
に
よ
り

健
康
を
守
る
予
防
活
動
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
健
康
面
か
ら
ケ
ア

す
る
こ
と
は
、
家
庭
医
の
大
事
な
役
目
で

す
が
、
昔
は
医
師
個
人
の
経
験
や
頑
張
り

だ
け
で
支
え
ら
れ
て
い
た
部
分
で
し
た
。

そ
れ
を
理
論
的
に
体
系
化
し
、
若
い
医
師

で
も
実
践
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
今

の
家
庭
医
療
学
で
す
。

　

向
陽
台
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開

院
す
る
3
年
前
ま
で
、
千
歳
市
に
は
在
宅

医
療
を
メ
ー
ン
と
す
る
医
療
機
関
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
院
で
は
看
取
り
な
ど

24
時
間
の
往
診
に
対
応
す
る
た
め
、
医
師

2
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
期
の
時
を
ど
ん
な
姿
で
迎
え
る

こ
と
が
本
人
ら
し
か
っ
た
と
言
え
る
の

提
言 

特
集

終
活
─
超
高
齢
化
社
会
の
先
に
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死
後
事
務
委
任
契
約
と
は
？

　

多
角
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
の

権
利
擁
護
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
平
成
29
年
7
月
に
〈
死
後

事
務
委
任
契
約
事
業
〉
を
ス
タ
ー
ト
。
法

定
相
続
人
が
い
な
い
人
や
、
親
族
と
絶
縁

状
態
に
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
生
前
に

遺
体
の
引
き
取
り
や
葬
儀
、
火
葬
、
納
骨

の
ほ
か
、
賃
貸
物
件
の
解
約
や
退
去
手
続

き
、
医
療
費
や
公
共
料
金
な
ど
の
精
算
な

ど
を
代
行
す
る
委
任
契
約
を
結
び
、
本
人

の
希
望
を
尊
重
し
て
“
身
じ
ま
い
”
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
契
約
時
に
は
葬
儀
費
用
や

事
務
経
費
と
し
て
一
定
額
を
預
託
金
と
し

て
預
か
り
、
事
務
の
終
了
後
は
、
余
剰
金

を
事
前
に
定
め
た
引
渡
人
に
返
還
す
る
。

こ
れ
ま
で
4
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　

町
社
協
は
、
平
成
25
年
に
「
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
生
活
応
急
・
福
祉
資
金
な
ど

の
貸
し
付
け
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
し
た
。
成
年
後
見
や

認
知
症
見
守
り
な
ど
の
研
修
を
受
け
た
70

人
の
住
民
が
「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
害

者
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

　

町
社
協
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門
管
理

者
の
笹
川
和
哉
さ
ん
は
「
サ
ポ
ー
タ
ー
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
集
ま
り
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
後
の
境
遇
を
聞
き
『
本

人
が
望
む
最
期
だ
っ
た
の
か
』
と
感
じ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
開

始
し
た
法
人
後
見
業
務
と
併
せ
て
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

葬
儀
や
遺
品
整
理
の
サ
ー
ビ
ス
も

　

同
セ
ン
タ
ー
は
「
あ
ん
し
ん
す
ま
い
保

証
サ
ー
ビ
ス
」
も
提
供
し
て
い
る
。
二
つ

の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、「
見
ま
も
っ
Ｔ
Ｅ

Ｌ
プ
ラ
ス
」
は
、
月
額
利
用
料
が
１
５
０

０
〜
１
８
０
０
円
。
週
2
回
、
利
用
者
宅

に
自
動
音
声
で
電
話
し
、
反
応
が
有
っ
た

こ
と
を
電
子
メ
ー
ル
で
家
族
や
町
社
協
に

通
知
す
る
。
賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復
と
遺

品
整
理
費
用
（
上
限
１
０
０
万
円
）、
葬

儀
費
用
（
同
50
万
円
）
を
補
償
す
る
サ
ー

ビ
ス
も
利
用
で
き
る
。
89
歳
以
上
で
要
介

護
3
未
満
の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
「
費

用
補
償
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
月
額
利
用
料
４

千
円
。
死
亡
診
断
書
や
火
葬
許
可
証
の
発

行
手
続
き
を
経
て
、
遺
体
を
直
接
、
火
葬

場
に
運
ん
で
火
葬
す
る
「
直
葬
」
を
行
う

ほ
か
、
住
宅
の
遺
品
整
理
を
行
う
。

　

安
否
確
認
は
一
般
社
団
法
人
・
家
財
整

理
相
談
窓
口
（
東
京
）
が
、
家
財
・
遺
品

整
理
は
、
町
内
の
遺
品
整
理
業
・
株
式
会

社
野
田
組
が
担
当
し
て
い
る
。
利
用
者
の

容
態
急
変
時
や
、
死
亡
時
な
ど
の
自
宅
訪

問
は
社
協
職
員
が
行
う
。
笹
川
さ
ん
は

「
賃
貸
住
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
し
た
、
家
賃
の
支
払
い
や
安
否
確
認

な
ど
の
日
常
生
活
支
援
事
業
は
、
社
協
が

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
で
対
応
で
き
ま
す
が
、
死

後
の
遺
品
整
理
な
ど
の
業
務
は
、
社
協
単

独
で
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
居
住
支
援
協

議
会
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
連
携
し
て
い

る
事
業
者
と
協
力
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

さまざまなノウハウを持つ企業や団体との連携が大
切─と話す本別町社会福祉協議会の笹川和哉さん

本別町総合ケアセンターは、町の介護・福祉部門と社会福祉協議会を集約

⃝�高齢者などの居住環境を確保するため住み替え支
援に取り組む

⃝�社会的に孤立する高齢者を地域で見守り、死後に
対する不安を減らす

⃝�死後事務委任契約で葬儀や住宅の解約、医療費な
どの精算を代行

⃝�生前の安否確認や遺品整理など多角的な�
サービスを組み合わせる

⃝�町、社協、企業、団体などの連携�
により地域全体で高齢者をサポート

ここがポイント ！
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少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
伴
う
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
が
深
刻
な
問
題
と
な
る

中
で
、
生
前
に
葬
儀
の
代
行
や
家
賃
な
ど
の
債
務
整
理
、
家
財
道
具
の
処
分
に
関
す

る
契
約
を
結
ぶ
〈
死
後
事
務
委
任
契
約
〉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
平
成
29
年
に
独
居
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
安

否
確
認
や
賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復
な
ど
、
多
角
的
な
支
援
を
組
み
合
わ
せ
、
高
齢
者

や
生
活
困
窮
者
な
ど
の
権
利
擁
護
と
死
後
の
不
安
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
期
ま
で
こ
の
町
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い

協
働
の
先
進
地
に
学
ぶ
終
活
支
援

本
別
町

高
齢
者
の
住
環
境
改
善
が
課
題

　

本
別
町
は
平
成
26
年
、
増
加
を
続
け
る

空
き
家
の
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。
町

内
全
域
の
戸
建
て
住
宅
、
共
同
住
宅
、
店

舗
、
倉
庫
、
空
き
地
な
ど
３
２
６
７
件
を

調
べ
た
結
果
、
３
７
３
戸
が
空
き
家
に

な
っ
て
お
り
、
所
有
者
の
64
％
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
だ
っ
た
。
町
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
門
田
浩
史
・
高
齢
者
福
祉
担
当
主

査
は
「
空
き
家
の
内
部
を
確
認
す
る
と
、

大
半
は
家
財
道
具
が
残
っ
て
お
り
、
現
状

で
は
利
用
困
難
な
状
態
で
し
た
」
と
語
る
。

　

町
内
に
は
年
間
所
得
80
万
円
以
下
の
住

民
約
1
千
人
が
暮
ら
し
、
う
ち
60
人
が
生

活
保
護
受
給
者
だ
っ
た
。
門
田
主
査
は

「
ケ
ア
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
未
対
応
の
老
朽
化
し
た
住
宅
で
生

活
し
て
お
り
、
住
み
替
え
や
生
活
支
援
が

課
題
に
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

住
み
替
え
支
援
で
見
え
て
き
た
課
題

　

空
き
家
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
町
は

平
成
28
年
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
や
経
済

団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
「
居
住
支
援
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
低
所
得
者
や
障
害

者
な
ど
〈
住
宅
確
保
要
配
慮
者
〉
を
対
象

と
す
る
住
み
替
え
支
援
に
乗
り
出
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
へ
の
住
み
替
え
に
よ

る
居
住
環
境
の
向
上
や
、
空
き
家
物
件
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
維
持
管
理
費
用
の
負
担

軽
減
な
ど
目
的
と
し
た
取
組
で
、
町
や
社

協
が
関
わ
っ
た
ケ
ー
ス
は
11
件
あ
る
。
門

田
主
査
は
「
火
災
で
焼
け
出
さ
れ
た
人
の

住
宅
確
保
や
、
配
偶
者
に
よ
る
介
護
放
棄

な
ど
の
虐
待
を
確
認
し
た
り
、
屋
根
が
無

く
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
家
で
暮
ら
す

知
的
障
害
者
を
公
営
住
宅
に
移
し
た
り
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

取
組
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
課
題
が
あ

る
。
家
賃
が
安
く
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

も
対
応
し
た
住
宅
を
希
望
す
る
高
齢
者
が

多
く
、
住
み
替
え
先
の
選
択
肢
が
実
質
的

に
は
公
営
住
宅
に
限
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

こ
の
た
め
町
は
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮

者
支
援
に
質
の
高
い
居
住
環
境
と
日
常
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
共
生

型
共
同
住
宅
整
備
も
進
め
て
き
た
。
一
方

で
住
み
替
え
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

な
ど
の
多
く
は
、
親
族
が
お
ら
ず
、
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
も
乏
し
い
状
態
に
あ

り
、
金
銭
管
理
や
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
擁
護

を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

高齢者の住環境改善が課題─と語る町総合ケア
センターの門田浩史高齢者福祉担当主査

実
例
P
a
r
t 

●1

本別町� D A T A

面　積：392 ㎢
人　口：6,913 人（令和元年 11 月末現在）
世　帯：3,627 世帯（令和元年 11 月末現在）
職員数：133 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
https://www.town.honbetsu.hokkaido.jp/
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法
人
な
ど
が
行
う
法
人
後
見
の
実
施
は
見

送
り
、
後
見
活
動
の
支
援
を
中
心
に
す
べ

き
と
す
る
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
。

　

村
が
設
置
者
、
猿
払
村
社
協
が
運
営
を

担
う
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
は
平
成
29

年
6
月
に
開
所
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
か
ら

寸
劇
と
講
演
で
後
見
制
度
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
住
民
向
け
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、

年
1
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
全
戸
配
布
や
遺

言
や
相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど

の
取
組
を
進
め
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
の
集
会
に
出
向
き
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割

や
後
見
制
度
の
Ｐ
Ｒ
も
重
ね
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し

た
6
月
以
降
、
7
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
30
年
度
は
20
件
、
本
年
度
は
上
半
期

だ
け
で
19
件
に
上
る
。
山
田
係
長
は
「
普

及
啓
発
を
通
じ
て
、
後
見
制
度
に
対
す
る

介
護
福
祉
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ア
ン

テ
ナ
が
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近

は
金
融
機
関
か
ら
も
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
」
と
語
る
。
猿
払
村
の
よ
う
に
一
次
産

業
主
体
の
マ
チ
で
は
、
農
協
や
漁
協
に
口

座
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
今
後
は
金

融
機
関
が
制
度
の
利
用
を
促
す
ケ
ー
ス
も

増
え
て
く
る
と
予
測
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
が
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
で
実
務
を
担
当
す
る
の
は
村

社
協
書
記
の
鈴
木
恵
さ
ん
だ
。
平
成
26
年

度
か
ら
日
常
生
活
自
立
支
援
専
門
員
と
し

て
、
高
齢
者
の
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど

を
手
掛
け
な
が
ら
、
27
年
度
に
は
市
民
後

見
人
養
成
研
修
を
修
了
し
た
。
鈴
木
さ
ん

は
「
相
談
業
務
に
慣
れ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
一
人
ひ
と
り
事
情
が
違
う
の
で
、

以
前
の
経
験
が
役
立
つ
と
は
限
り
ま
せ

ん
」
と
、
対
応
の
難
し
さ
を
強
調
す
る
。

村
社
協
の
松
谷
厚
事
務
局
長
は
「
山
田
係

長
の
『
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
』
と
い
う

言
葉
が
な
け
れ
ば
、
引
き
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

セ
ン
タ
ー
の
対
応
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
が
、
猿
払
村

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

だ
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
後
見
実
施
機
関

設
立
準
備
委
員
会
の
委
員
経
験
者
。
会
長

は
佐
藤
教
授
が
務
め
、
引
き
続
き
セ
ン

タ
ー
運
営
を
見
守
っ
て
い
る
。
昨
年
10
月

に
開
か
れ
た
会
議
で
は
、
上
半
期
の
事
業

報
告
を
受
け
た
後
、
村
で
懸
案
と
な
っ
て

い
る
市
民
後
見
人
に
よ
る
後
見
活
動
の
展

開
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

市
民
後
見
人
の
不
安
解
消
が
課
題

　

村
は
平
成
25
年
度
に
初
め
て
の
市
民
後

見
人
養
成
研
修
を
開
催
。
50
時
間
を
超
え

る
研
修
を
経
て
20
人
の
市
民
後
見
人
が
誕

生
。
27
年
に
も
6
人
が
修
了
し
た
。
第
三

者
後
見
人
を
受
任
で
き
る
士
業
が
不
在
の

村
で
、
被
後
見
人
が
亡
く
な
る
ま
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
に
は
、
地
元
在
住
の
市
民
後

見
人
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま

で
セ
ン
タ
ー
が
扱
っ
た
任
意
後
見
や
法
定

後
見
は
、
全
て
村
外
の
専
門
職
が
後
見
人

を
務
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
小
さ
な
村
な

ら
で
は
の
事
情
も
あ
る
。「
昔
か
ら
顔
な

じ
み
の
人
た
ち
の
後
見
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

が
あ
る
」「
一
人
で
業
務
を
引

き
受
け
る
の
は
不
安
」
と
の
声
が
根
強
い
。

　

運
営
協
議
会
の
委
員
か
ら
「
普
段
は
社

会
福
祉
士
な
ど
の
後
押
し
で
市
民
後
見
人

が
単
独
で
活
動
し
、
本
人
が
亡
く
な
っ
た

後
の
財
産
処
理
な
ど
は
弁
護
士
に
依
頼
す

る
形
が
良
い
」
と
助
言
を
受
け
、
セ
ン

タ
ー
は
、
修
了
者
の
知
識
向
上
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
を
図
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
事
業
と
し
て
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
の
意

見
交
換
会
を
計
画
す
る
。
佐
藤
会
長
は

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
か
ら
、
受
任

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
に
進
む
時
期
に
来
て

い
ま
す
。
市
民
後
見
人
の
不
安
を
取
り
除

く
た
め
の
取
組
が
必
要
」
と
指
摘
す
る
。

センターの運営を担う猿払村社協の松谷事
務局長（右）と鈴木書記

専門家で組織する運営協議会が職員の悩み
に具体的なアドバイスを行う

⃝�地域の成年後見ニーズを把握
⃝�できる範囲で後見支援を検討
⃝�後見実施機関や制度の周知を
図る
⃝�有識者や経験者の意見を聞け
る環境づくり
⃝�市民後見人を後押し�
する支援体制

ここがポイント ！
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認
知
症
に
な
っ
て
も
権
利
や
財
産
が
守
ら
れ
、
安
心
し
て
年
老
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
村
に
し
よ
う
─
。
猿
払
村
は
平
成
29
年
6
月
、
市
民
後
見
人
の
活
動
を
支
援

す
る
「
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
後
見
人
の
養
成
と
と
も
に
、
成

年
後
見
制
度
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
き
た
結
果
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
金

銭
管
理
や
契
約
に
関
す
る
相
談
件
数
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。
一
方
で
業
務
へ
の
不

安
か
ら
、
市
民
後
見
人
に
よ
る
後
見
活
動
が
進
ま
な
い
課
題
も
あ
り
、
き
め
細
か
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
権
利
擁
護
の
ま
ち
」を
目
指
し
て

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

猿
払
村

市
民
後
見
人
の
養
成
に
取
り
組
む

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど

で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
契
約
行
為

や
財
産
管
理
を
支
援
す
る
「
成
年
後
見
制

度
」
は
、
平
成
12
年
の
民
法
改
正
で
制
度

化
さ
れ
た
。
高
齢
化
に
伴
う
需
要
の
増
加

や
終
活
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
あ
り
、

弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
担
い
手
と
な
る
第
三
者
後
見

人
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
後
見
人

の
不
足
を
補
う
た
め
「
市
民
後
見
人
」
の

養
成
も
道
内
各
地
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

猿
払
村
は
、
平
成
24
年
に
成
年
後
見
制

度
利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
を
制
定
。
25

年
度
に
市
民
後
見
人
養
成
研
修
を
初
め
て

実
施
し
た
。
26
年
度
は
、
市
町
村
が
設
置

す
る
後
見
実
施
機
関
の
必
要
性
を
見
極
め

よ
う
と
、
住
民
約
６
０
０
人
を
対
象
に
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。
調
査

を
通
じ
て
「
請
求
書
の
支
払
い
が
で
き
な

い
」「
預
貯
金
の
出
し
入
れ
が
で
き
な
く

な
っ
た
」
な
ど
、
問
題
を
抱
え
る
高
齢
者

が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
他
に
も
親
族

が
亡
く
な
っ
た
後
に
残
さ
れ
る
知
的
障
害

者
の
将
来
を
心
配
す
る
声
も
あ
っ
た
。

　

猿
払
村
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
を
担
っ
た
の
は
、
旭
川
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
19
年
間
勤
務
し
た
後
、
平
成

26
年
に
猿
払
村
の
社
会
福
祉
士
と
し
て
採

用
さ
れ
た
山
田
竜
一
さ
ん
だ
。
現
在
は
村

直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
業
務

係
長
を
務
め
て
い
る
。「
住
み
慣
れ
た
家

で
老
い
を
重
ね
、
死
ん
で
い
き
た
い
と
願

う
人
が
数
多
く
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
願
い
を

か
な
え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
の
設
立
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

平
成
28
年
2
月
に
猿
払
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
事
務
局
を
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
庶
務
を
担
当
す
る
「
猿
払
村
後
見

実
施
機
関
設
立
準
備
委
員
会
」
が
発
足
。

後
見
活
動
に
携
わ
る
「
士
業
」
の
人
材
が

村
に
は
い
な
い
た
め
、
村
外
の
学
識
経
験

者
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
に
委
員
を

委
嘱
し
た
。
委
員
長
に
は
、
権
利
擁
護
が

専
門
の
佐
藤
み
ゆ
き
名
寄
市
立
大
学
教
授

が
就
任
し
た
。

　

準
備
委
は
、
猿
払
に
ふ
さ
わ
し
い
後
見

実
施
機
関
の
役
割
に
つ
い
て
①
普
及
啓
発

②
相
談
対
応
③
申
立
支
援
④
市
民
後
見
人

養
成
─
に
機
能
を
絞
り
込
み
、
社
会
福
祉

権利擁護があってこそ「安心して最期
まで暮し続けられる」と話す山田係長

実
例
P
a
r
t 

●2

猿払村� D A T A

面　積：590.0 ㎢
人　口：2,769 人（令和元年 12 月現在）
世　帯：1,287 世帯（令和元年 12 月現在）
職員数：80 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
http://www.vill.sarufutsu.hokkaido.jp

特
集

終
活
─
超
高
齢
化
社
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の
先
に
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る
た
め
だ
。
市
高
齢
者
福
祉
課
介
護
認
定

係
の
那
須
原
幸
子
主
査
は
「
ま
だ
介
護
を

受
け
た
り
、
施
設
に
入
所
し
た
り
す
る
状

態
に
な
い
高
齢
者
も
、
将
来
に
不
安
を
感

じ
て
い
ま
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

記
載
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
の
か
明
確
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
意
思
に
基
づ
き
、
家

族
と
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
活
用
術

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
す
る
上

で
の
心
構
え
と
は
─
。
那
須
原
主
査
に
解

説
し
て
も
ら
っ
た
。「
最
初
か
ら
全
て
の

内
容
を
埋
め
よ
う
と
せ
ず
、
書
け
る
と
こ

ろ
、
書
き
た
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
」。
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
い
て

も
、
手
付
か
ず
の
状
態
で
し
ま
い
込
ん
で

い
る
人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。
ま
ず
は

書
き
始
め
る
こ
と
が
第
一
歩
だ
。
少
し
ず

つ
書
き
始
め
る
こ
と
で
、
自
分
の
人
生
を

再
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

ノ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
役
立
て
れ
ば
い

い
の
か
。「
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
人
は
、
ノ
ー
ト
に
記
載
し
た
内
容
を
思

い
起
こ
し
、
お
盆
や
お
正
月
に
会
っ
た
時

に
は
、
介
護
や
終
末
期
医
療
、
葬
儀
の
こ

と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。
近
年
は

在
宅
介
護
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
自
宅

で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
が

増
え
て
い
る
が
、
家
族
に
負
担
を
掛
け
た

く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
自
分
で
は
言
い

出
し
に
く
い
と
感
じ
て
い
る
高
齢
者
も
多

い
。「
ま
ず
は
自
分
の
思
い
を
き
ち
ん
と

整
理
す
る
こ
と
が
大
切
。
家
族
と
の
話
し

合
い
も
進
め
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
」

　

遺
言
書
と
違
い
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
に
記
さ
れ
た
内
容
に
法
的
な
効
力
は
無

い
。
だ
が
、
死
後
の
相
続
や
埋
葬
に
対
す

る
自
分
の
意
思
を
家
族
な
ど
に
伝
え
る
役

割
が
あ
る
。
年
金
や
保
険
の
解
約
、
本
人

し
か
知
ら
な
い
預
貯
金
な
ど
の
金
融
資
産

の
確
認
作
業
は
、
相
続
の
手
続
き
を
進
め

る
遺
族
の
大
き
な
負
担
に
な
る
。
那
須
原

主
査
は
「
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
年
金
な

ど
の
情
報
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
家
族

の
負
担
は
減
り
ま
す
」
と
話
す
。
最
近
は

葬
儀
や
埋
葬
に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
。
核
家
族
化
の
影
響
で
簡

易
な
家
族
葬
も
人
気
だ
。
埋
葬
の
方
法

も
、
先
祖
代
々
の
墓
に
入
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
住
ま
い
に
近
い
納
骨
堂
や
合

同
墓
の
利
用
、
樹
木
葬
や
海
洋
散
骨
な
ど

選
択
肢
も
拡
が
っ
て
い
る
。「
生
前
に
自

分
の
意
思
を
確
か
め
、
家
族
な
ど
に
伝
え

る
こ
と
で
、
希
望
に
沿
っ
た
葬
儀
や
埋
葬

を
か
な
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
、
高
齢
者
自

身
に
よ
る
〈
気
付
き
〉
を
促
す
役
割
も
大

き
い
。
那
須
原
主
査
は
「
高
齢
者
が
集
ま

る
町
内
会
や
サ
ロ
ン
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
話
題
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
が

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
ど
う
過
ご
し
た
い
の
か
を
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
『
も
っ
と
元
気
に
暮

ら
し
た
い
』
と
い
う
意
識
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
市
内
で

は
独
居
高
齢
者
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
う

し
た
会
話
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
、
日
常
生
活
あ
る
い
は
災
害
時

の
助
け
合
い
─
共
助
─
に
つ
な
が
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
。
死
を
迎
え
る
場
面
を
思

い
浮
か
べ
る
だ
け
で
は
な
く
「
こ
れ
か
ら

も
地
域
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
く
た
め
に

ノ
ー
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
」（
那
須
原
主
査
）
だ
。

もしもの時に必要な情報を分かり
やすく整理する

まずは「書けるところから書く」こと
がポイント

⃝�自分の意思を正確に伝えるためには、記載内
容は必要最小限にする

⃝�目的や活用のイメージを理解してもらうため�
利用者に直接説明を

⃝�死後の準備だけでなく、豊かな暮らしを続け
るために問題を整理する

⃝�残された人生に向き合い、健康に�
対する意識を高めてもらう

⃝�悩みや問題を共有することで�
住民同士の助け合いに結び付ける

ここがポイント ！
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家
族
へ
の
思
い
や
自
分
の
意
思
を
生
前
に
書
き
残
す
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
室
蘭
市
は
昨
年
1
月
か
ら
、
介
護
予
防
教
室
に
参
加
す
る
高
齢
者

を
対
象
に
配
布
を
始
め
た
。
葬
儀
や
埋
葬
の
方
法
な
ど
、
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
準

備
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
現
在
の
暮
ら
し
や
健
康
の
状

態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
問
題
を
具
体
的
に
整
理
し
て
い
く
作
業
は
、
地
域
で

豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
取
組
だ
。

死
後
の
準
備
だ
け
じ
ゃ
な
い

エ
ン
ディ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
役
割
と
は

室
蘭
市

15
〜
69
歳
の
9
割
が
「
必
要
」

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
高
齢
化
や

長
寿
命
化
に
伴
う
終
活
ブ
ー
ム
の
影
響
で

存
在
が
広
く
知
ら
れ
た
。
特
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
国
境
な
き
医
師
団
日
本
（
東
京
）
が

平
成
28
年
に
15
〜
69
歳
の
男
女
1
千
人
を

対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
9
割
の
人
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。
特
に
近
年

は
多
様
な
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
の
ノ
ー
ト
も

市
販
さ
れ
て
い
る
。
札
幌
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
葬
送
を
考
え
る

市
民
の
会
（
澤
知
里
代
表
理
事
）
が
11
年

に
初
め
て
発
行
し
た
「
旅
立
ち
ノ
ー
ト
」

は
、
こ
れ
ま
で
4
回
の
改
訂
を
重
ね
た
。

昨
年
7
月
に
発
行
し
た
ノ
ー
ト
は
Ａ
５
判

で
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
付
き
。
バ
ッ
ク
に
入

れ
て
持
ち
歩
け
る
デ
ザ
イ
ン
が
女
性
を
中

心
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。

介
護
予
防
教
室
の
参
加
者
に
手
渡
し

　

室
蘭
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
30
年
12

月
末
で
37
・
1
％
と
、
10
年
前
に
比
べ
10

ポ
イ
ン
ト
近
く
上
昇
し
て
い
る
。
市
高
齢

福
祉
課
に
は
、
介
護
に
関
す
る
家
族
か
ら

の
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
が
、
本
人

の
意
志
を
把
握
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
在
宅
介
護
あ
る
い
は
施
設
入
所

な
ど
、
本
人
の
希
望
に
沿
う
対
応
を
進
め

る
こ
と
で
、
高
齢
者
本
人
や
家
族
の
終
活

を
後
押
し
し
よ
う
と
平
成
31
年
か
ら
、
介

護
予
防
教
室
の
参
加
者
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。
独
自

で
作
成
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
広
告
料
で

発
行
経
費
を
賄
う
九
州
の
業
者
の
提
案
を

採
用
し
、
２
９
０
０
部
を
作
成
し
た
。

　

ノ
ー
ト
は
Ａ
４
判
の
18
㌻
。
7
章
立
て

で
、
生
年
月
日
や
本
籍
、
住
所
な
ど
の
基

本
情
報
か
ら
記
載
を
ス
タ
ー
ト
。
若
い
頃

の
思
い
出
や
趣
味
、
健
康
状
態
、
が
ん
な

ど
の
病
気
に
関
す
る
告
知
や
延
命
治
療
の

有
無
、
葬
儀
の
規
模
、
墓
や
埋
葬
に
関
す

る
希
望
を
記
入
す
る
。
財
産
の
内
容
や
家

族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
す
る
欄
も
あ

る
。
亡
く
な
っ
た
と
き
や
、
意
識
や
判
断

能
力
を
失
っ
た
と
き
に
、
家
族
な
ど
に
伝

え
た
い
必
要
最
小
限
の
内
容
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ノ
ー
ト
は
市
役
所
の
窓
口
な
ど
で
は
配

布
せ
ず
、
市
内
の
27
会
場
で
開
催
し
て
い

る
介
護
予
防
教
室
「
え
み
な
メ
イ
ト
」
の

参
加
者
に
手
渡
す
。
記
入
の
イ
メ
ー
ジ
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
上

で
大
切
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
直
接
伝
え

家族やペットへの思い出をノートに込める
エンディングノート

実
例
P
a
r
t 

●3

室蘭市� D A T A

面　積：80.88 ㎢
人　口：83,100 人（令和元年 11 月現在）
世　帯：45,609 世帯（令和元年 11 月現在）
職員数：540 人（普通会計ベース）
ＨＰアドレス：
https://www.city.muroran.lg.jp

特
集

終
活
─
超
高
齢
化
社
会
の
先
に
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5
年
間
で
４
４
９
柱
を
埋
葬

　

市
は
埋
葬
さ
れ
る
人
ま
た
は
埋
葬
し
た

い
焼
骨
を
持
つ
人
が
①
市
内
に
住
所
ま
た

は
本
籍
が
あ
る
②
過
去
に
住
所
ま
た
は
本

籍
が
あ
っ
た
─
こ
と
を
利
用
の
条
件
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
霊
園
内
に
あ
る

一
般
墓
地
を
使
用
し
て
お
り
、
市
に
墓
地

を
返
還
し
て
、
埋
葬
し
て
い
る
遺
骨
を
慰

霊
堂
に
改
葬
し
た
い
人
も
対
象
と
し
て
い

る
。
合
葬
室
の
利
用
は
、
生
前
予
約
も
受

け
付
け
て
お
り
、
原
則
と
し
て
同
居
親
族

が
い
な
い
65
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
と
し

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た
人
の

遺
骨
を
慰
霊
堂
に
納
め
る
“
祭
祀
の
主
宰

者
”
を
申
請
前
に
定
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
火
葬
済
み
の
遺
骨
を
骨
つ
ぼ

か
ら
取
り
出
し
、
他
の
遺
骨
と
一
緒
に
埋

葬
す
る
た
め
、
遺
骨
を
取
り
出
し
、
別
の

墓
に
改
葬
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

合
葬
室
に
納
め
ら
れ
た
遺
骨
は
、
昨
年

11
月
末
現
在
で
４
４
９
柱
に
上
る
。
年
度

別
に
見
る
と
、
平
成
27
年
度
79
柱
、
28
年

度
１
１
５
柱
、
29
年
度
99
柱
、
30
年
度
63

柱
、
本
年
度
が
93
柱
で
、
想
定
内
の
年
間

１
０
０
柱
の
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
る
。

　

生
前
予
約
は
59
人
で
、
受
付
を
開
始
し

た
27
年
度
が
29
人
と
最
も
多
く
、
28
年
度

19
人
、
29
年
度
9
人
で
、
30
年
度
と
本
年

度
は
い
ず
れ
も
1
人
だ
。
同
課
は
「
当
初

は
枠
が
埋
ま
る
前
に
申
し
込
ん
だ
方
が
良

い
と
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
現
在
は
使
用
枠
に
余
裕
が
あ
る
と

伝
え
て
お
り
、
件
数
が
落
ち
着
い
た
状
態

に
あ
り
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

3
年
ご
と
に
生
前
予
約
の
意
思
確
認

　

合
葬
墓
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
埋
葬

さ
れ
る
本
人
と
親
族
の
合
意
形
成
が
欠
か

せ
な
い
。
本
人
が
生
前
に
合
葬
墓
の
利
用

を
希
望
し
て
も
、
意
思
が
明
確
に
確
認
で

き
な
い
場
合
、
親
族
か
ら
「
独
立
し
た
墓

に
埋
葬
し
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
、
本

人
の
意
向
に
反
し
て
納
骨
が
難
し
く
な
る

場
合
も
あ
る
。
同
課
は
「
遺
言
や
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
で
意
志
を
書
き
残

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と
指
摘
す
る
。

　

石
狩
管
内
で
は
、
昭
和
41
年
度
に
札
幌

市
が
無
縁
墓
を
兼
ね
た
合
同
納
骨
塚
を
平

岸
霊
園
内
に
設
置
。
核
家
族
化
な
ど
墓
事

情
の
変
化
に
対
応
し
て
、
平
成
27
年
度
に

は
北
広
島
、
江
別
、
千
歳
、
恵
庭
の
4
市

が
、
相
次
い
で
合
葬
墓
を
整
備
。
昨
年
10

月
に
は
、
石
狩
市
も
親
船
墓
地
に
合
同
納

骨
塚
を
設
け
た
。
整
備
時
点
の
納
骨
規
模

は
合
計
約
3
万
２
５
０
０
柱
に
上
る
。

　

こ
の
う
ち
北
広
島
・
恵
庭
の
2
市
が
生

前
予
約
に
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
転

居
に
よ
り
利
用
の
意
思
確
認
が
困
難
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
将
来
的
に
受
け
入
れ

る
遺
骨
が
増
加
し
、
収
容
余
力
が
逼
迫
す

れ
ば
「
生
前
予
約
を
し
た
人
と
、
直
近
に

親
族
が
亡
く
な
り
、
納
骨
を
希
望
す
る
人

と
の
調
整
が
難
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
」（
同
課
）。
こ
の
た
め
北
広
島
市
は

生
前
予
約
を
し
た
人
を
対
象
に
、
本
籍
情

報
を
基
に
生
存
状
況
を
確
認
し
、
死
亡
後

3
年
以
内
に
埋
葬
の
申
し
出
が
な
け
れ

ば
、
予
約
の
権
利
を
取
り
消
す
こ
と
を

ル
ー
ル
化
し
て
い
る
。
現
在
は
予
約
の
人

数
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
意
向
確
認
に
要

す
る
事
務
負
担
は
重
く
な
い
が
、
阿
部
泰

洋
環
境
課
長
は
「
将
来
的
な
利
用
者
の
増

加
を
見
据
え
て
、
生
前
受
付
を
実
施
す
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

霊園を管理する市環境課の阿部泰洋課長（左）
と土居裕之主査

遺族が骨つぼから遺骨を出して納骨する

⃝�高齢化や核家族化に伴う無縁墓や墓じまいで�
合葬墓のニーズは高まる

⃝�既に墓がある人が合葬墓への改葬を希望する�
など潜在的ニーズもある

⃝�エンディングノートなどで合葬墓への埋葬を�
希望する遺志を明確に

⃝�死亡後3年以内に申し出なければ�
予約の権利を取り消し

⃝�生前予約は、将来のニーズや事務�
負担を視野に入れて制度化する

ここがポイント ！
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少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
る
家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
い

無
縁
墓
の
増
加
が
問
題
化
し
て
い
る
。
今
後
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
死
者
数
の
増

加
は
、
都
市
圏
を
中
心
に
墓
地
不
足
を
引
き
起
こ
す
懸
念
も
あ
る
。
墓
を
め
ぐ
る
環

境
が
変
化
す
る
中
、
道
内
で
も
、
複
数
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
葬
す
る
公
営
の
合
葬
墓

が
増
加
し
て
い
る
。
北
広
島
市
は
平
成
27
年
に
市
営
霊
園
に
合
葬
墓
を
設
置
。
生
前

予
約
に
も
対
応
す
る
な
ど
、
変
化
す
る
現
在
の
“
お
墓
事
情
”
に
対
応
し
て
い
る
。

超
高
齢
化
時
代
の
お
墓
事
情

道
内
で
も
拡
大
す
る
公
営
合
葬
墓

北
広
島
市

合
葬
墓
─
住
民
の
7
割
が
「
必
要
」

　

平
成
24
年
に
北
広
島
市
が
実
施
し
た
墓

地
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
─
対
象
は

20
歳
以
上
の
住
民
1
千
人
で
、
４
７
８
人

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
回
答
者
の
半
数
以

上
が
60
歳
以
上
で
、
墓
や
埋
葬
に
関
す
る

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

回
答
者
の
5
割
は
墓
地
や
納
骨
堂
を
確

保
済
み
で
、
70
代
は
76
％
と
、
他
の
世
代

よ
り
高
い
割
合
を
示
し
た
。
墓
を
持
た
な

い
回
答
者
に
今
後
の
予
定
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
6
割
が
墓
を
準
備
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
お
ら
ず
、
墓
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
低

下
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
の
上
で
多
数

の
遺
骨
を
納
め
る
合
葬
墓
を
整
備
す
る
必

要
性
を
尋
ね
る
と
「
必
要
」
が
70
％
に
達

し
、「
必
要
無
い
」
は
9
％
だ
っ
た
。

　

回
答
者
か
ら
は
「
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い

な
い
の
で
助
か
る
」「
市
外
に
住
む
子
ど

も
の
負
担
に
な
ら
な
い
合
葬
墓
を
希
望
す

る
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
既
に
墓
を
所
有

す
る
人
か
ら
も
「
早
く
に
合
葬
墓
が
あ
れ

ば
お
世
話
に
な
り
た
か
っ
た
」「
公
園
型

墓
地
を
所
有
し
て
い
る
が
将
来
は
合
葬
墓

に
移
り
た
い
」
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

2
千
柱
を
納
め
る
合
葬
墓
を
整
備

　

市
内
の
高
台
町
に
住
む
70
代
の
女
性
は

3
年
前
に
夫
を
亡
く
し
、
個
人
で
墓
を
建

て
た
が
「
孫
世
代
に
な
る
と
遠
く
か
ら
墓

参
り
に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
墓
の
管
理
を

し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
の
は
申
し
訳
な
い

と
思
う
」
と
打
ち
明
け
る
。
多
く
の
遺
骨

を
納
め
る
合
葬
墓
に
対
し
て
は
「
私
は
お

父
さ
ん
と
一
緒
な
ら
寂
し
く
な
い
で
す

ね
。
将
来
は
合
葬
墓
に
移
る
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
と
話
し
合
い
た
い
」
と
語
る
。
少

子
化
や
核
家
族
化
で
、
実
家
の
墓
を
維
持

で
き
な
い
世
帯
も
多
い
。
自
宅
近
く
に
墓

を
移
し
た
り
、
合
葬
墓
に
納
骨
し
直
し
た

り
す
る
〈
墓
じ
ま
い
〉
へ
の
関
心
は
高
い
。

　

こ
う
し
た
住
民
の
意
向
を
受
け
て
市
は

合
葬
墓
の
整
備
事
業
に
着
手
。
市
営
北
広

島
霊
園
に
あ
る
身
寄
り
の
無
い
人
の
遺
骨

を
安
置
す
る
慰
霊
堂
を
活
用
し
て
、
年
間

１
０
０
柱
、
20
年
間
で
2
千
柱
の
遺
骨
を

納
め
ら
れ
る
合
葬
室
を
整
備
し
、
平
成
27

年
9
月
に
納
骨
の
受
付
を
始
め
た
。
永
代

使
用
料
と
永
代
管
理
料
は
2
万
7
千
円

（
15
歳
未
満
は
2
万
3
千
円
）。
道
内
の
市

町
村
が
管
理
す
る
屋
外
墓
地
の
使
用
料
は

1
万
円
前
後
が
相
場
だ
が
「
屋
内
納
骨
の

墓
地
を
持
つ
他
市
町
村
の
料
金
を
参
考
に

し
て
設
定
し
ま
し
た
」（
市
環
境
課
）。

北広島霊園にある慰霊堂（中央）

実
例
P
a
r
t 
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北広島市� D A T A

面　積：119.05 ㎢
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が
あ
り
、
登
録
者
数
は
伸
び
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
新
制
度
発
足
後
の
1
年
半
で
登

録
者
は
30
人
に
増
加
し
た
。
事
業
を
担
当

す
る
市
健
康
福
祉
総
務
課
お
ひ
と
り
さ
ま

支
援
係
の
増
山
博
丈
さ
ん
は
「
高
齢
の
聴

覚
障
害
者
の
方
が
相
談
に
来
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
手
話
が
で
き
る
職
員
に
来
て
も

ら
い
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
が
で
き
ま
し
た
。

終
活
支
援
は
複
数
の
機
関
の
連
携
が
必
要

で
す
が
、
組
織
力
が
あ
る
行
政
が
橋
渡
し

役
を
務
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支
援
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
語
る
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
預
か
り
ま
す

　

市
は
昨
年
3
月
、
財
産
や
延
命
治
療
の

可
否
、
葬
儀
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
生
前
に

書
き
残
し
て
お
く
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

６
千
冊
の
配
布
を
開
始
し
た
。
市
は
ノ
ー

ト
の
書
き
方
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
普
及
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
一

方
、
本
人
の
意
思
を
確
実
に
伝
え
る
た

め
、
市
が
記
入
済
み
の
ノ
ー
ト
を
保
管
す

る
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
親
族
が
遠
方

に
住
ん
で
い
る
た
め
、
ノ
ー
ト
の
保
管
場

所
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
本
人
の
意
思
が

伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
親
族
の

同
意
を
条
件
に
ノ
ー
ト
を
預
か
る
と
い
う
。

　

増
山
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
で
被
災
地
支
援
に
派
遣
さ
れ
た
経
験
を

持
つ
。「
災
害
で
家
族
を
失
っ
た
支
援
先

の
職
員
か
ら
『
も
っ
と
家
族
の
こ
と
が
知

り
た
か
っ
た
』『
突
然
家
族
が
い
な
く
な

り
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
』
と
い

う
話
を
聞
き
、
普
段
か
ら
終
活
に
取
り
組

む
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
力
説
す
る
。

ご
遺
族
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

　

大
和
市
は
平
成
30
年
10
月
、
保
険
や
年

金
、
納
税
な
ど
死
亡
に
関
す
る
手
続
き
を

一
括
し
て
説
明
す
る
「
ご
遺
族
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
は
庁
舎

1
階
に
あ
る
市
民
相
談
課
の
一
角
に
あ

り
、
窓
口
に
は
専
任
の
「
ご
遺
族
支
援
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
配
置
。
親
族
な
ど
の

死
亡
時
に
必
要
な
手
続
き
は
、
国
民
健
康

保
険
な
ど
の
被
保
険
者
資
格
喪
失
手
続
き

や
葬
祭
費
の
請
求
（
保
険
年
金
課
）、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
の
返
納
（
介
護
保
険

課
）、
障
害
者
手
帳
の
返
還
（
障
が
い
福

祉
課
）
な
ど
、
担
当
も
多
岐
に
わ
た
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
事
前
予
約
制
で
、
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
関
係
課
と
調
整
し
、
あ
ら

か
じ
め
必
要
な
書
類
な
ど
を
準
備
。
必
要

な
書
類
の
作
成
を
補
助
し
た
り
、
必
要
に

応
じ
て
専
任
職
員
が
付
き
添
い
、
担
当
課

の
窓
口
を
案
内
し
た
り
す
る
。
手
続
き
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
遺
族
の
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
事
務
手
続
き

を
進
め
る
狙
い
も
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て

弁
護
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
な
ど
に
よ
る
専
門
相
談
も
紹
介
す
る
。

　

健
康
福
祉
総
務
課
と
の
両
輪
で
、
終
活

や
死
亡
後
の
諸
手
続
に
関
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
平
成
30
年
10
月

以
降
、
1
年
間
の
利
用
実
績
は
、
電
話
に

よ
る
問
い
合
せ
が
２
０
３
２
件
、
実
際
に

コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
、
支
援
を
利
用
し
た
の

は
７
５
３
人
に
上
る
。
常
盤
幹
雄
市
民
相

談
課
長
は
「
こ
れ
ま
で
死
後
の
各
種
手
続

き
は
、
職
員
に
と
っ
て
も
時
間
と
事
務
量

が
多
か
っ
た
。
親
族
が
亡
く
な
り
大
和
市

を
初
め
て
訪
れ
る
人
も
い
て
、
ど
こ
に
何

を
問
い
合
わ
せ
て
い
い
の
か
も
分
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
る
段

階
で
関
係
課
と
の
事
前
調
整
を
済
ま
せ
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
遺
族
に
付
き
添
い
、

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
で
『
同
行
し
て
も

ら
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
進
め
ら
れ

た
』『
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
無
け
れ
ば
必
要

な
手
続
き
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
助
か
っ

た
』
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

行政が橋渡し役を務めること
が大切─と語る健康福祉総務
課の増山博丈さん

死亡時の事務手続きに対応する
「ご遺族支援コーナー」

⃝�生前に葬儀などの契約と支払いを行い、死後
に対する不安を軽減する

⃝�葬祭事業者や法律の専門家と連携してサポー
ト体制を構築する

⃝�エンディングノートを市が保管して、本人の�
意思を遺族に伝える

⃝�ご遺族支援コーナーを設置し、死亡時�
の諸手続を総合案内

⃝�遺族の負担軽減と効率的な事務�
処理で担当課の事務効率をアップ

ここがポイント ！
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　「
私
が
死
ん
だ
ら
誰
が
弔
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
」。
死
後
の
葬
儀
や
納
骨
な
ど
に

不
安
を
抱
え
る
独
居
高
齢
者
は
少
な
く
な
い
。「
夫
が
亡
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
手
続

き
が
必
要
な
の
？
」。
死
亡
に
伴
う
諸
手
続
は
数
が
多
く
て
複
雑
だ
。
こ
う
し
た
住

民
の
不
安
に
応
え
よ
う
と
、
神
奈
川
県
大や
ま

和と

市
は
、
葬
儀
な
ど
の
生
前
契
約
や
死
亡

時
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
充
実
し
た
終
活
支
援
を
展
開
。
超
高
齢
化
に
伴

う
多
死
社
会
の
到
来
を
前
に
、
そ
の
取
組
が
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

あ
な
た
の
旅
立
ち
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

葬
儀
や
納
骨
の
生
前
契
約
を
支
援

神
奈
川
県
大
和
市

独
り
暮
ら
し
の
終
活
を
支
え
る

　

神
奈
川
県
の
中
央
に
位
置
す
る
大
和
市

─
。
横
浜
市
や
東
京
の
新
宿
や
渋
谷
に
1

時
間
以
内
で
行
け
る
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も

あ
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
若
年
層
の

人
気
を
集
め
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
24
％

で
全
国
平
均
を
や
や
下
回
る
が
、
将
来
の

高
齢
化
を
見
据
え
、
独
居
高
齢
者
に
重
点

を
置
い
た
終
活
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
6
月
に
開
始
し
た
「
お
ひ
と

り
様
な
ど
の
終
活
支
援
事
業
」
は
、
市
と

協
力
葬
祭
事
業
者
、
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
専
門
家
、
遺
品
整
理
業
者
な
ど
に
よ
る

支
援
を
リ
ン
ク
。
死
後
の
葬
儀
や
納
骨
、

遺
品
や
支
払
い
の
整
理
、
携
帯
電
話
な
ど

各
種
契
約
の
解
除
と
い
っ
た
手
続
き
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
独
り
暮
ら
し
の
住
民

や
、
高
齢
者
夫
婦
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る

世
帯
な
ど
が
対
象
だ
。
専
門
相
談
員
で
あ

る
「
わ
た
し
の
終
活
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

が
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
っ
て
い
る
。

私
が
死
亡
し
た
ら
こ
こ
に
連
絡
を

　

登
録
希
望
者
は
、
市
が
情
報
提
供
す
る

葬
祭
事
業
者
や
法
律
専
門
家
と
葬
儀
や
遺

品
な
ど
の
整
理
に
つ
い
て
、
本
人
の
意
向

や
経
済
状
態
に
応
じ
た
プ
ラ
ン
で
契
約
と

費
用
の
支
払
い
を
済
ま
せ
る
。
市
は
契
約

後
に
登
録
カ
ー
ド
を
交
付
し
、
定
期
的
に

安
否
確
認
を
行
う
。
登
録
者
の
死
後
、
葬

祭
事
業
者
と
法
律
専
門
家
は
、
生
前
の
契

約
に
基
づ
い
て
葬
儀
や
遺
品
整
理
な
ど
を

行
う
。
市
は
希
望
に
応
じ
て
親
族
な
ど
に

登
録
者
の
死
亡
や
墓
地
な
ど
の
情
報
を
連

絡
す
る
。
生
前
の
安
否
確
認
と
死
後
の
対

応
を
セ
ッ
ト
に
し
た
支
援
が
特
色
だ
。

　

登
録
カ
ー
ド
は
普
段
か
ら
持
ち
歩
き
が

可
能
な
名
刺
型
と
自
宅
掲
示
用
の
2
種
類

を
用
意
。
氏
名
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報

は
記
載
せ
ず
、
本
人
の
登
録
番
号
以
外
は

市
と
葬
祭
事
業
者
の
電
話
番
号
だ
け
を
記

載
。
登
録
者
の
死
亡
を
確
認
し
た
医
師
や

警
察
官
、
住
宅
の
管
理
者
な
ど
に
向
け
た

「
私
が
死
亡
し
た
時
に
は
次
の
連
絡
先
に

登
録
番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示
し
て
い
る
。

　

前
身
と
な
っ
た
葬
儀
生
前
契
約
支
援
事

業
は
、
預
貯
金
や
収
入
な
ど
経
済
的
要
件

⑥情報連携
⑨市は履行を確認

①相
談、
④登
録申
し込
み

同意
書提
出

⑦生前契約履行
②相
談支
援、
⑤登
録カ
ード
発行 ③生前に契約を締結

⑧
登
録
者
の
死
後
、
情
報
提
供

葬祭事業者
法律専門家大和市役所

登録者（市民）登録者の知人など

「おひとり様などの終活支援事業」の仕組み

実
例
P
a
r
t 
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Relay Interview‹
帰
っ
た
の
が
悪
か
っ
た
の
で
は
」
と
悔
や

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ご
臨
終

を
迎
え
た
後
の
ご
家
族
の
様
子
か
ら
、
ど

う
言
葉
を
掛
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
言
葉

を
掛
け
ず
に
見
守
る
の
か
、
瞬
時
に
判
断

す
る
こ
と
も
私
た
ち
の
大
事
な
仕
事
で
す
。

─
ど
の
よ
う
に
声
を
掛
け
ま
し
た
か

　
「
お
父
さ
ん
は
家
に
帰
る
ま
で
頑
張
っ

た
ん
で
す
ね
」
と
一
言
だ
け
声
を
掛
け
ま

し
た
。
そ
の
瞬
間
、
安
堵
さ
れ
た
表
情
の

息
子
さ
ん
が
力
強
く
う
な
ず
か
れ
ま
し

た
。
お
父
様
か
ら
の
命
の
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
遺

体
を
囲
ん
で
泣
い
て
い
る
お
孫
さ
ん
た
ち

に
も
「
死
は
怖
い
も
の
で
は
な
く
終
わ
り

で
も
な
い
ん
だ
よ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
心

は
生
き
続
け
て
い
て
、
い
つ
も
見
守
っ
て

く
れ
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が
と
う

と
伝
え
て
あ
げ
て
」
と
お
話
し
ま
し
た
。

尊
厳
あ
る
生
き
方
を
考
え
る

─
在
宅
看
取
り
に
携
わ
る
き
っ
か
け
は

　

以
前
は
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
勤

め
、
独
立
前
は
、
地
元
の
薬
局
が
開
設
す

る
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
、
認
知
症
介
護
の
研
修
や
実
習
を
通

じ
て
「
尊
厳
あ
る
ケ
ア
」
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
利
用
者
が
う
ま
く
話
せ
な

く
て
も
、
ご
本
人
に
選
ん
で
も
ら
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
で
「
人
が
最
期

ま
で
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
は
何
か
」
を
考
え
た
と
き
、
私
が

や
り
た
い
こ
と
は
「
看
取
り
ま
で
寄
り
添

う
」
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

─
独
立
を
決
心
し
た
決
め
手
は

　

手
続
き
を
一
つ
ひ
と
つ
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
気
持

ち
が
追
い
付
き
ま
せ
ん
。
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た

気
持
ち
を
抱
え
て
い
た
と
き
、
日
本
看
取

り
士
協
会
会
長
の
柴
田
久
美
子
さ
ん
の
講

演
が
余
市
町
で
あ
り
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん

は
当
時
、
島
根
県
で
活
動
し
て
お
り
、
会

い
に
行
く
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
て
も
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
こ
れ
か
ら

の
在
宅
介
護
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
法
人
設
立
の
た

め
に
動
き
出
そ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

看
取
り
を
担
う
医
師
の
確
保
を

─
現
在
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

　

私
を
含
め
た
6
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
無
償
で
ご
本
人
や
ご
家
族
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
31
人
の
「
見
守
り
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ー
ム
な
ご
み
た
い
」
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に
は
3
人
の
町

職
員
も
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
看
取

り
を
終
え
た
家
族
の
皆
さ
ん
の
ケ
ア
に
取

り
組
む
「
つ
む
ぎ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
日
和
」
も
運

営
し
て
い
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
町
の
委

託
を
受
け
て
「
認
知
症
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
在
宅
看
取

り
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
町
の
支
援

を
受
け
、
山
梨
県
甲
府
市
で
在
宅
ホ
ス
ピ

ス
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
藤
い
ず
み

医
師
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
看
取
り
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

─
医
師
の
確
保
も
大
き
な
課
題
で
す

　

在
宅
看
取
り
に
は
、
医
師
の
往
診
に
よ

る
死
亡
確
認
が
必
要
で
す
。
自
宅
で
亡
く

な
っ
た
場
合
、
24
時
間
以
内
に
死
亡
診
断

書
が
発
行
さ
れ
な
け
れ
ば
「
変
死
」
の
扱

い
に
な
り
ま
す
。
医
師
に
よ
る
検
視
を
行

う
た
め
、
ご
遺
体
を
警
察
署
な
ど
の
施
設

に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
数

が
少
な
い
町
内
の
医
師
は
、
急
変
に
備
え

て
24
時
間
の
体
制
で
往
診
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
す
が
、
幸
い
余
市
町
の
開

業
医
が
「
夜
間
で
も
連
絡
を
く
れ
た
ら
行

き
ま
す
よ
」
と
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
や
は
り
医
師
の
確
保
は
大
き
な
課
題

で
す
。
高
齢
化
で
在
宅
看
取
り
の
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
で
在

宅
看
取
り
に
対
応
で
き
る
医
療
体
制
が
実

現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

取材メモから

　厚生労働省によると、1951年には 82.5％の人が自宅で死を迎えた。だが、数
値は 70年代後半を境に逆転し、2009 年は 78.4％の人が病院で亡くなった。終末
期には自宅での療養を希望する人の割合は 08年現在で 63％に達したが、このう
ち6割以上の人は、介護の負担や急変時への不安から「自宅で最期まで療養す
ることは困難」との考えを示している。多死社会の到来とともに看取りをめぐ
る価値観も多様化が進んでいる。高齢化の進行に伴い政府は、在宅医療の推進
にかじを切り、在宅での緩和医療や看取りのニーズも高まっている。だが、医
療過疎に悩む市町村にとって、医師の確保はより一層困難になっている。都市
と地方の間で「死」や「看取り」にまで格差が生じることは許されない。

コミュニティカフェでは、お年寄りな
どに月2回、季節の日替わりメニュー
で食事を提供

17 No.31   PRACTICE

　
一
般
社
団
法
人
ふ
る
び
ら
和
み�

�

代
表
理
事
の
本
間
利
和
子
さ
ん
は
、
平
成

23
年
か
ら
人
口
約
3
千
人
の
古
平
町
で
在

宅
看
取
り
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

少
子
化
や
核
家
族
化
で
「
死
」
を
め
ぐ
る

価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
人
間
の
尊

厳
や
家
族
の
思
い
を
大
切
に
す
る
看
取
り

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
―
。

在
宅
看
取
り
の
現
場
か
ら

─
在
宅
看
取
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　

余
命
宣
告
を
受
け
た
方
の
「
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
い
う
思

い
に
寄
り
添
い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪

問
看
護
師
、
医
師
な
ど
が
協
力
し
、
ご
本

人
の
旅
立
ち
と
ご
家
族
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。
依
頼
は
1
年
間
に
1
〜
2
件
程

度
で
す
が
、
平
成
23
年
の
開
所
か
ら
10
人

の
看
取
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

看
取
り
の
瞬
間
、
ご
本
人
の
表
情
が
み

る
み
る
穏
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
満

足
そ
う
な
表
情
に
接
す
る
と
、
命
と
向
き

合
い
、
命
の
尊
さ
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご

本
人
と
ご
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

─
看
取
り
士
が
果
た
す
役
割
と
は

　

病
院
や
施
設
で
終
末
期
を
迎
え
た
患
者

さ
ん
は
、
家
族
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
を

心
配
し
て
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
言
い
出

せ
な
い
。
ご
家
族
も
医
療
設
備
の
無
い
自

宅
で
最
期
を
看
取
る
こ
と
に
不
安
を
抱
え

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
ご
本
人
の
希
望
を

か
な
え
、
見
送
る
ご
家
族
に
も
寄
り
添
い

な
が
ら
、
や
り
直
し
の
き
か
な
い
大
切
な

時
間
を
迎
え
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が

看
取
り
士
の
大
き
な
役
割
で
す
。

命
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
た
め
に

─
在
宅
で
看
取
る
こ
と
の
意
味
と
は

　

在
宅
看
取
り
の
本
質
は
、
人
間
の
死
を

特
別
な
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
延
長
線
上
に
あ
る
出
来
事
と
捉

え
、
ご
本
人
に
と
っ
て
、
最
も
大
切
な
場

所
で
あ
る
自
宅
で
〈
命
の
バ
ト
ン
〉
を
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
最
期

を
迎
え
る
場
所
を
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
─
。
こ
の
こ
と
が
人
間
の
尊
厳
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
人
生
の
最

期
を
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
迎
え
る
の
か

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
向
き
合
う
こ
と

が
私
た
ち
の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は

　

あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
患
者
さ
ん
が
病
院

か
ら
自
宅
に
帰
っ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
息

を
引
き
取
り
ま
し
た
。
ぼ
う
然
と
し
た
息

子
さ
ん
の
表
情
を
見
て
「
病
院
に
居
た
方

が
良
か
っ
た
の
で
は
」「
や
は
り
連
れ
て

PROFILE
本間利和子（ほんま・りかこ）さん
古平町出身。平成 17 年から認知症
グループホームの介護員、18 年か
ら居宅介護支援事業所のケアマネ
ジャーとして勤務。在宅看取りのサ
ポートに取り組むため、23 年2月
に一般社団法人ふるびら和みを設
立。訪問介護や居宅介護支援事業を
展開しながら、多世代がつながり、
支え合う地域社会を目指してコミュ
ニティカフェ事業も展開している。
52 歳。

在宅看取りは「命のバトン」を受け継ぐ
場であってほしい─と語る本間さん（右）

自宅で最期を迎えたい
家族に渡す命のバトン

一般社団法人ふるびら和み　代表理事　 
　看取り士　本間　利和子さん

1

胆振東部
　地震に学ぶ

災害対策

【リレーインタビュー】

多死社会
現場からの

声
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Relay Interview‹‹
ど
住
み
慣
れ
た
環
境
で
最
期
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
臨
終
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
、
そ
の
願
い
が
か
な
わ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

─
自
宅
に
帰
り
た
い
人
も
多
い
の
で
は

　

最
期
を
迎
え
る
場
所
が
、
自
宅
か
病
院

か
、
あ
る
い
は
介
護
施
設
か
と
い
う
問
題

で
は
な
く
、
そ
の
時
に
誰
が
そ
ば
に
い
る

か
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

親
し
い
人
た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
旅
立
っ
て
い
く
と
い
う
点
か
ら
言

え
ば
、
施
設
で
亡
く
な
る
こ
と
も
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

─
ス
タ
ッ
フ
は
身
近
な
存
在
で
す
ね

　

終
末
期
に
限
ら
ず
、
ス
タ
ッ
フ
と
深
く

関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
る
意
欲
が
高

ま
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
終
末

期
を
迎
え
た
利
用
者
の
方
も
、
痛
み
が
軽

減
さ
れ
、
日
常
を
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と

で
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
寿
命
が
延
び
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
関
わ
り
の

大
切
さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。
施
設

で
亡
く
な
る
場
合
は
、
入
所
さ
れ
て
い
る

他
の
利
用
者
さ
ん
も
看
取
り
の
場
面
に
接

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
身
近
に
い
た

人
の
死
を
静
か
に
受
容
し
な
が
ら
、
命
の

終
焉
の
時
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

─
利
用
者
を
見
送
る
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
は

　

お
見
送
り
し
た
直
後
は
、
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
喪
失
感
と
、
看
取
り
を
や
り
遂

げ
た
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
少
し
時

間
が
経
つ
と
、
自
ら
の
死
を
も
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

た
利
用
者
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
ケ
ア
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

介
護
人
材
の
確
保
は
「
技
術
」
か
ら

─
施
設
長
に
就
任
し
た
き
っ
か
け
は

　

昭
和
57
年
に
和
寒
町
に
入
り
、
建
設
課

や
社
会
課
、
議
会
事
務
局
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
職
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
事
務
職
が

長
い
の
で
す
が
、
社
会
課
の
戸
籍
年
金
係

に
い
た
と
き
、
上
司
が
高
齢
者
へ
の
接
し

方
を
見
て
「
老
人
ホ
ー
ム
の
仕
事
に
向
い

て
い
る
」
と
目
に
留
ま
り
、
保
健
福
祉
分

野
の
仕
事
へ
移
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
平
成
10
年
に
芳
生
苑
の
管
理
係
に

異
動
に
な
り
ま
し
た
。
17
年
か
ら
介
護
支

援
専
門
員
兼
生
活
相
談
員
と
し
て
勤
務
し

た
後
、
23
年
に
町
に
戻
り
ま
し
た
が
、
28

年
度
に
施
設
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
施
設
は
20
年
度
に
社
会

福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者
に
な
り
ま
し

た
が
、
若
い
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
が

低
下
し
て
お
り
、
町
が
あ
ら
た
め
て
職
員

を
派
遣
し
て
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

判
断
で
し
た
。

─
介
護
人
材
の
確
保
も
課
題
で
す
ね

　

都
市
部
に
比
べ
て
地
方
の
現
実
は
非
常

に
厳
し
い
で
す
ね
。
専
門
学
校
な
ど
の
新

卒
者
は
絶
対
数
が
少
な
く
、
中
途
採
用
を

含
め
て
、
施
設
の
特
色
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル

し
て
採
用
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
が
課
題

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
介

護
技
術
講
座
や
先
輩
職
員
の
日
常
の
様
子

を
公
開
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
取
組
に
興

味
を
持
っ
た
若
者
が
「
ぜ
ひ
一
緒
に
働
い

て
み
た
い
」
と
訪
ね
て
き
ま
す
。

─
若
者
が
興
味
を
持
つ
取
組
と
は

　

認
知
症
ケ
ア
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
は

じ
め
全
て
の
ケ
ア
に
つ
な
が
る
「
動
き
出

し
は
ご
本
人
か
ら
」
を
基
本
に
し
た
介
護

技
術
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
日
本
医
療
大

の
大
堀
具
視
教
授
の
指
導
を
受
け
「
利
用

者
の
思
い
に
気
付
く
。
力
を
活
か
す
」
と

い
う
利
用
者
本
位
の
介
護
を
全
員
が
理
解

し
、
共
有
し
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
だ
っ

た
利
用
者
さ
ん
が
「
動
き
出
し
」
の
介
護

に
よ
り
、
歩
行
器
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

に
関
心
を
持
っ
た
人
材
が
私
た
ち
の
施
設

に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

取材メモから

　平成 25年に全国で亡くなった人の数は約１2７ 万人。最期を迎えた場所は病
院 96万人、自宅 １6万人、介護老人保健施設や老人ホームは9万人だった。だ
が、病院で亡くなった人の割合は5年前より4.2 ポイント減少したのに対し、
介護施設などで亡くなった人の割合は 4.4 ポイント増加した。一方で近年は医
師や介護スタッフが極度に不足した民間施設で高齢者が「孤独死」する事態も
相次いでいる。「たくさんのことを私たちに教えてくれた利用者さんに感謝して
います」と語る田中さん。若いスタッフの先頭に立ち、笑顔を絶やさず、お年
寄りに接している。終末期介護の担い手としての役割が高まる中で、高齢者の
思いに寄り添った施設づくりは職員一人ひとりの情熱によって支えられている。

施設内に模擬のラーメン店を設け、外食気
分を楽しむ
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超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
、
高
齢
者
の

介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
人
生

の
最
期
を
迎
え
る
場
と
し
て
、
介
護
保
険

施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
の
役
割
が
増
し
て
い

る
。「
和
寒
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳

生
苑
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で
利
用
者

の
食
事
や
外
出
な
ど
の
希
望
を
か
な
え
、

残
さ
れ
た
時
間
の
価
値
を
高
め
、
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
施
設
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
先
頭

に
立
ち
、
高
齢
者
と
向
き
合
い
続
け
る
施

設
長
の
田
中
美
貴
さ
ん
に
聞
い
た
。

希
望
を
尊
重
す
る
チ
ー
ム
ケ
ア

─
施
設
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

昭
和
51
年
開
設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
芳
生
苑
（
定
員
１
０
０
人
）
と
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
芳
生
苑
、
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
健
楽
苑
が
あ
り
ま
す
。
芳
生

苑
は
多
床
室
の
古
い
施
設
で
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
人
数
の
生
活

単
位
で
、
家
庭
的
な
環
境
を
大
切
に
す
る

個
別
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

─
終
末
期
に
あ
る
利
用
者
の
介
護
は

　

芳
生
苑
は
、
介
護
保
険
制
度
の
看
取
り

介
護
加
算
が
適
用
さ
れ
る
取
組
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
末
期
が
ん
や
加
齢
に
よ
る

身
体
機
能
の
低
下
な
ど
、
終
末
期
の
利
用

者
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
看
取
り
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
利
用
者
ご
本
人
や
ご
家
族
の

思
い
を
大
切
に
し
て
、
で
き
る
範
囲
ま
で

関
わ
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
プ
ラ
ン
を

検
討
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

そ
し
て
、
最
期
ま
で
チ
ー
ム
ケ
ア
で
ご
本

人
本
位
の
生
活
継
続
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
プ
ラ
ン
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

─
利
用
者
の
希
望
を
か
な
え
る
工
夫
は

　

平
成
30
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
想
い

を
く
み
取
り
、
希
望
を
叶
え
る
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ン
」
は
、
ご
本
人
の
「
外
出
が
し
た

い
」「
買
い
物
が
し
た
い
」
と
い
う
希
望

を
実
現
す
る
た
め
、
担
当
職
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
、
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね
て
買
い
物
に

出
掛
け
て
み
た
り
、
食
事
の
面
で
も

「
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た
い
」
と
い
う
希
望

が
あ
れ
ば
、
施
設
内
に
模
擬
の
ラ
ー
メ
ン

屋
さ
ん
を
開
店
し
た
り
、
食
事
が
う
ま
く

取
れ
な
い
方
に
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で

誕
生
日
ケ
ー
キ
を
作
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
実
践
し
、
担
当
職
員
は
「
こ
れ

が
最
期
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

思
い
を
秘
め
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
利
用
者
に
学
ん
だ
こ
と

─
利
用
者
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か

　

亡
く
な
っ
た
利
用
者
ご
自
身
の
思
い
を

聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
静
か
で
安

ら
か
な
最
期
を
迎
え
た
様
子
や
ご
家
族
か

ら
の
感
謝
の
言
葉
を
通
じ
、
ス
タ
ッ
フ
の

関
わ
り
が
、
利
用
者
の
人
生
の
終
わ
り
に

少
し
は
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
な

スマイルプランではドライブ
を兼ねた買い物も

【リレーインタビュー】

多死社会
現場からの
声

PROFILE
田中美貴（たなか・みき）さん
和寒町出身。昭和 57 年一般行政職と
して和寒町採用。建設課や議会事務
局など経て、平成 10 年特別養護老人
ホーム芳生苑管理係。介護支援専門
員や社会福祉士などの資格を取得し
て生活相談員として勤務。23 年保健
福祉課に異動。介護保険事務を担当
しながら、地域包括支援センターの
社会福祉士として高齢者の在宅支援
を担当。28 年から現職。57 歳。

その時に誰がそばにいるかということが大切─と語る田中さん

安らかな最期に向き合う介護
利用者本位の施設づくりを

和寒町特別養護老人ホーム芳生苑　施設長（和寒町保健福祉課参事） 
田中　美貴さん
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Relay Interview‹‹‹
ま
し
た
。
遺
品
整
理
業
を
名
乗
る
企
業
が

全
国
各
地
で
事
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
不

当
に
高
い
料
金
を
請
求
す
る
な
ど
の
問
題

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
カ
ネ
の
臭
い
に

群
が
っ
た
暴
力
団
な
ど
反
社
会
的
勢
力
の

関
与
が
疑
わ
れ
る
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

遺
族
に
寄
り
添
う
遺
品
整
理
を

─
遺
品
整
理
士
認
定
協
会
と
は

　

平
成
23
年
に
遺
品
整
理
士
認
定
協
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
遺
族
に
寄
り
添
っ
た
遺

品
整
理
と
業
界
の
健
全
化
を
目
指
し
「
遺

品
整
理
士
」
と
い
う
民
間
の
資
格
を
独
自

に
設
け
ま
し
た
。
作
業
に
当
た
る
整
理
士

は
、
依
頼
者
の
信
頼
を
最
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
作
業
前
は
仏
壇
に
お
参
り
し
、

料
金
や
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
お
互
い

納
得
し
た
上
で
、
大
切
な
惜
別
の
瞬
間
に

寄
り
添
い
ま
す
。
協
会
は
整
理
士
資
格
を

持
つ
個
人
会
員
と
会
員
の
所
属
企
業
で
組

織
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
3
万
人
の
個
人
会
員
と
、
7
千
社

の
企
業
会
員
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

─
協
会
を
設
立
し
た
き
っ
か
け
は

　

平
成
22
年
に
父
を
亡
く
し
、
四
十
九
日

を
過
ぎ
て
片
付
け
を
始
め
ま
し
た
。
家
族

だ
け
で
は
難
し
い
の
で
、
地
元
の
便
利
屋

に
頼
み
ま
し
た
が
、
作
業
員
の
態
度
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
機
械
的
に
「
い
り
ま
す

か
」「
い
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
わ
れ
、
返

事
を
す
る
と
躊
躇
無
く
廃
棄
処
分
に
し
ま

す
。
い
た
た
ま
れ
な
く
な
り
、
作
業
を
中

止
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
三
者
に
と
っ

て
は
価
値
の
無
い
ガ
ラ
ク
タ
で
も
、
遺
族

に
と
っ
て
は
掛
け
替
え
の
な
い
思
い
出
が

詰
ま
っ
て
い
る
大
切
な
遺
品
で
す
。

信
頼
で
き
る
業
者
を
選
ん
で
ほ
し
い

─
業
界
の
健
全
化
に
向
け
た
取
組
は

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
が

重
視
さ
れ
る
時
代
で
す
。
法
的
な
問
題
の

有
無
を
含
め
、
厳
し
い
審
査
を
パ
ス
し
た

企
業
会
社
を
「
優
良
会
員
」
に
認
定
し
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
12
月
末
現
在
で
全
国

約
1
千
社
、
道
内
は
約
１
０
０
社
で
す
。

信
用
調
査
会
社
に
よ
る
調
査
や
抜
き
打
ち

で
の
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
利
用
者
や

消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

る
と
契
約
内
容
を
審
査
し
、
不
適
切
と
判

断
し
た
場
合
は
除
名
処
分
に
し
ま
す
。
優

良
会
員
の
中
に
は
、
遺
品
整
理
業
専
門
の

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
を
取
得
し

た
企
業
も
あ
り
、
道
内
で
は
帯
広
市
と
幕

別
町
に
許
可
業
者
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

─
慎
重
な
業
者
選
定
が
必
要
で
す
ね

　

市
町
村
が
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
な
ど

の
許
可
を
持
た
な
い
業
者
、
反
社
会
的
勢

力
と
関
わ
り
が
あ
る
業
者
に
遺
品
整
理
を

委
託
す
れ
ば
大
問
題
に
な
り
ま
す
。
遺
族

に
無
断
で
遺
品
の
金
品
を
処
分
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
後
で
訴
訟
に
発
展
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
遺
品
整
理
業
者
の

選
定
に
は
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
で
す
。

多
死
社
会
へ
の
備
え
が
必
要

─
市
町
村
の
負
担
も
拡
が
っ
て
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
多
死
社
会
が
到
来

し
ま
す
。
既
に
公
営
住
宅
は
独
居
高
齢
者

が
増
加
し
、
毎
月
の
よ
う
に
孤
独
死
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
孤
独
死
や
遺
品
整
理
を

め
ぐ
る
問
題
は
、
公
営
住
宅
の
適
正
管
理

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
権
利
や
尊
厳
を

守
る
上
で
重
要
な
意
味
が
あ
り
、
遺
品
整

理
業
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私

の
会
社
は
、
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
か

ら
遺
品
整
理
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
人
口
規
模
に
関
係
無
く
、
市
町

村
が
専
門
業
者
に
遺
品
整
理
を
委
託
す
る

こ
と
が
一
般
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
協
会

は
Ｕ
Ｒ
や
不
動
産
会
社
と
提
携
し
、
遺
品

管
理
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
公
営
住
宅
を
管
理
す
る
市

町
村
は
、
早
く
か
ら
入
居
者
や
親
族
を
対

象
に
し
た
情
報
提
供
に
取
り
組
み
、
安
心

し
て
“
そ
の
時
”
を
迎
え
て
も
ら
う
こ
と

が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

取材メモから

　ニッセイ基礎研究所（東京）は平成 22 年時点で、65 歳以上の孤独死者数は全
国で年間約3万人に達すると推計。高齢化の進行に伴い、令和 12 年には7世帯に
1世帯が高齢単身世帯になると予測し、孤独死のさらなる増加に警鐘を鳴らして
いる。高齢者の社会的孤独の防止対策は急務だが、多死社会の到来による孤独死
急増への備えも急がれる。だが、公営住宅に残された遺品の整理をめぐっては財
産権の壁があり、無断で処分することはできない。引き取り手の無い遺品を処分
できず、長年放置を余儀なくされるケースが全国で問題化している。相続人の確
認には時間と費用がかかる。身寄りの無い高齢者が残した現金の扱いに苦慮する
市町村も多い。法律のはざまで行き場の無い遺品がさまよっている。

遺品整理士の資格取得後も勉強会
で事例研究を重ねている
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時
間
が
止
ま
っ
た
薄
暗
い
室
内
に
残
さ

れ
た
遺
体
は
何
を
語
り
、
引
き
取
り
手
の

無
い
遺
品
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
─
。
多
死

社
会
の
到
来
に
伴
い
、
独
居
高
齢
者
の
孤

独
死
が
日
常
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
財
産
権

が
複
雑
に
絡
み
合
う
遺
品
の
取
り
扱
い
を

め
ぐ
る
問
題
に
多
く
の
市
町
村
が
苦
慮
し

て
い
る
。
故
人
の
尊
厳
を
守
り
、
遺
族
の

思
い
に
寄
り
添
う
遺
品
整
理
と
は
。
本
道

を
中
心
に
活
動
す
る
遺
品
整
理
士
認
定
協

会
理
事
長
の
木
村
榮
治
さ
ん
に
実
務
面
の

課
題
や
業
界
の
実
情
を
聞
い
た
。

孤
独
死
と
遺
品
整
理
の
現
場
か
ら

─
最
近
は
孤
独
死
が
増
え
て
い
ま
す

　

公
営
住
宅
で
は
生
活
保
護
受
給
者
の
孤

独
死
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
室
内
は
足
の

踏
み
場
も
無
い
「
ゴ
ミ
屋
敷
」
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
公

営
住
宅
や
共
同
住
宅
で
の
作
業
は
、
市
町

村
や
警
察
な
ど
か
ら
、
時
間
を
問
わ
ず
に

連
絡
が
入
り
ま
す
。
発
見
が
遅
れ
た
場
合

の
原
状
回
復
は
厳
し
い
作
業
で
す
。
体
液

や
肉
片
の
除
去
、
ハ
エ
や
ウ
ジ
な
ど
の
駆

除
、
消
臭
な
ど
は
特
殊
清
掃
の
仕
事
に
な

り
ま
す
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
ペ
ッ
ト

の
死
骸
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
現
場
の
環
境
は
非
常
に
過
酷
で
す
ね

　

こ
う
な
る
と
作
業
に
は
、
防
じ
ん
・
防

毒
マ
ス
ク
や
感
染
症
を
防
ぐ
防
護
衣
も
必

要
で
す
。
普
通
の
遺
品
整
理
は
、
費
用
が

25
〜
35
万
円
程
度
、
特
殊
清
掃
は
室
内
の

状
態
に
応
じ
て
50
万
円
〜
１
０
０
万
円
に

跳
ね
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
公

営
住
宅
で
の
作
業
は
、
住
民
へ
の
配
慮
か

ら
、
短
時
間
で
済
ま
せ
て
欲
し
い
と
い
う

依
頼
が
多
い
の
で
す
が
、
保
証
人
の
了
解

を
得
ず
に
作
業
を
開
始
で
き
ま
せ
ん
。
市

町
村
が
す
ぐ
に
保
証
人
や
親
族
と
連
絡
が

取
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
お
互

い
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
遺
品
整
理
業
者
は
大
丈
夫
？

─
遺
品
整
理
業
が
登
場
し
た
時
期
は

　

四
十
九
日
や
一
周
忌
な
ど
の
節
目
に
故

人
の
思
い
出
を
語
り
合
い
、
子
ど
も
た
ち

や
親
族
が
形
見
分
け
を
し
な
が
ら
遺
品
を

片
付
け
る
─
。
こ
れ
が
本
来
の
遺
品
整
理

の
姿
で
し
た
。
何
ら
か
の
事
情
で
身
内
が

整
理
で
き
な
い
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
便

利
屋
が
請
け
負
っ
て
き
ま
し
た
。
遺
品
整

理
業
と
し
て
形
に
な
っ
た
の
は
、
核
家
族

化
が
進
ん
だ
20
年
ほ
ど
前
で
す
。
本
来
は

古
物
商
や
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
の
許
可

が
必
要
で
す
が
、
無
許
可
で
作
業
を
請
け

負
い
、
遺
品
を
山
林
や
海
岸
に
不
法
投
棄

す
る
悪
質
な
業
者
も
い
ま
し
た
ね
。

─
遺
品
整
理
業
界
の
暗
部
で
す
ね

　

現
場
で
見
付
け
た
貴
金
属
な
ど
を
、
遺

族
に
無
断
で
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

に
持
ち
込
み
、
換
金
し
て
い
る
業
者
も
い

遺品整理の現場は過酷な状況になることも

【リレーインタビュー】

多死社会
現場からの
声

PROFILE
木村　榮治（きむら・えいじ）さん
小樽市出身。北星学園大学社会福祉学部
卒。平成 13 年に不登校の子どもたちを
サポートするインターネットシステム開
発やニート・引きこもりの人たちの就労
支援などを手掛ける株式会社シンクプロ
ジェクトを創業。21 年には遺品整理業に
進出した。23 年一般社団法人遺品整理士
認定協会を設立した。55 歳。

依頼者に信頼されるプロの育成
が急務─と語る木村理事長

急増する孤独死と遺品整理
孤独な旅立ちに寄り添う
一般社団法人遺品整理士認定協会　理事長　木村　榮治さん
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Relay Interview‹‹‹‹
た
め
、
行
政
に
よ
る
働
き
か
け
に
も
限
界

が
あ
る
。
空
き
家
対
策
の
対
応
が
後
手
に

回
っ
て
し
ま
う
大
き
な
要
因
と
い
え
ま
す
。

空
家
空
室
対
策
士
が
橋
渡
し
役
に

─
空
家
空
室
対
策
推
進
協
会
と
は

　

空
家
空
室
対
策
推
進
協
会
は
、
平
成
28

年
に
東
京
で
発
足
し
ま
し
た
。
士
業
の
皆

さ
ん
や
不
動
産
会
社
が
会
員
と
な
り
、
古

民
家
再
生
や
空
き
家
の
利
活
用
を
支
援
す

る
な
ど
、
空
き
家
問
題
の
総
合
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
29

年
に
は
北
海
道
支
部
を
設
立
し
ま
し
た
。

─
「
空
家
空
室
対
策
士
」
と
は

　

協
会
が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
す
。
年

4
回
・
各
3
日
間
の
講
義
で
基
礎
知
識
の

ほ
か
、
不
動
産
の
登
記
や
活
用
方
法
、
地

域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
学
び
、
認
定
試
験
を
行
い
ま
す
。
不
動

産
業
者
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
ほ
か
、
市
町
村
の
空
き
家
関
連
部

署
に
所
属
し
て
い
る
受
講
者
も
い
ま
す
。

─
対
策
士
の
具
体
的
な
役
割
と
は

　

法
務
や
税
務
、
さ
ら
に
地
域
の
事
情
に

も
精
通
し
、
所
有
者
と
地
域
社
会
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
空
き
家
を
資
産
と
し
て
見
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
づ
く
り
と
い
う
側
面
か
ら

利
活
用
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
町
村
は
ど
う
関
わ
る
べ
き
か

─
行
政
が
で
き
る
具
体
的
な
支
援
と
は

　

相
続
が
発
生
す
る
前
か
ら
情
報
を
整

理
・
共
有
し
て
、
責
任
あ
る
所
有
者
や
利

用
者
へ
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生

前
に
公
正
証
書
の
形
で
不
動
産
の
処
分
方

法
を
取
り
決
め
、
所
有
者
の
死
後
に
相
続

人
と
な
る
子
ど
も
な
ど
が
財
産
の
処
分
に

当
た
る
家
族
信
託
（
民
事
信
託
）
も
、
遺

言
書
や
成
年
後
見
制
度
に
替
わ
る
取
組
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
終
活
に
関
す

る
制
度
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
、
住
ま
い

の
終
活
が
進
む
よ
う
、
住
民
の
背
中
を
押

す
こ
と
も
行
政
の
役
割
と
言
え
ま
す
。

─
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
い
ま
す

　

増
加
し
て
い
る
の
が
空
き
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
定
期
的
に
換
気
や
掃
除
を
し

て
建
物
の
延
命
を
図
り
ま
す
。
外
観
や
室

内
の
写
真
を
遠
隔
地
の
家
族
に
送
り
、
状

態
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。
特
に
後
継

者
が
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
効
率

的
で
す
。
今
後
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大

し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
放
置
す
れ

ば
倒
壊
な
ど
の
危
険
が
大
き
い
「
特
定
空

き
家
」
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
支
援
の
検
討
も
必
要
で
す
。

─
市
町
村
職
員
に
必
要
な
ス
キ
ル
と
は

　

住
宅
政
策
に
関
わ
る
職
員
な
ら
、
空
き

家
に
な
り
そ
う
な
物
件
が
、
資
産
価
値
が

低
く
て
も
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
・
形
成
に
有
効
か
」「
移
住
・
定
住
施

策
を
進
め
る
上
で
活
用
可
能
か
」
と
い
う

目
線
で
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で

す
。
高
齢
者
に
接
す
る
保
健
福
祉
部
門
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
内
会
・
自

治
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
署
に
対
策
士
が

い
れ
ば
、
建
物
を
撤
去
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
有
効
活
用
の
視
線
を
持
っ
て
、
よ
り

効
果
的
な
空
き
家
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
民
間

の
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
営
利
が
先
に
立

ち
ま
す
が
、
行
政
に
は
住
民
の
信
頼
と
い

う
強
み
が
あ
り
、
豊
富
な
知
識
を
持
つ
職

員
が
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
解
決
方
法
を

提
案
し
て
背
中
を
押
す
プ
ッ
シ
ュ
型
の
姿

勢
が
空
き
家
対
策
に
不
可
欠
で
す
。

取材メモから

　「まだお墓があるから」「都会に出た息子が相続してくれるかもしれない」
「地価が安くて解体費も出ない」。さまざまな事情を抱えた空き家所有者の腰は
重い。長年にわたり対応が進まず、所有者不明の状況に陥る建物や土地も少な
くない。さらに「司法過疎」や「情報過疎」をめぐる地域の現状が、問題の解
決を難しくしている。本格的な多死社会を迎えて、引き取り手の無い空き家が
軒を連ねるゴーストタウンが各地に出現することを看過することはできない。
「価値と関心は比例する」という言葉がある。空き家に対する関心の有無が、
価値を左右する。さまざまな機会を通じて「住まいの終活」に対する意識の向
上と具体的な支援を講じることもまた、市町村に課せられた重い課題でもある。

地域住民向けのセミナーや個
別相談会を通じて空き家対策
の情報を伝えている

年4回開催している空家空室対策士養成講座。
市町村の空き家関連職員も受講している
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高
齢
化
と
同
時
に
亡
く
な
る
高
齢
者
が

急
激
に
増
加
す
る
“
多
死
社
会
”
が
到
来

す
る
。
地
域
で
は
、
引
き
取
り
手
を
失
っ

た
空
き
家
を
め
ぐ
る
問
題
が
深
刻
さ
の
度

合
い
を
増
し
て
い
る
。
だ
が
、
相
続
や
売

買
な
ど
、
民
事
を
中
心
と
す
る
問
題
だ
け

に
、
市
町
村
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
は
難

し
い
。
一
般
社
団
法
人
空
家
空
室
対
策
推

進
協
会
の
北
海
道
支
部
長
と
し
て
〈
住
ま

い
の
終
活
〉
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
駒
野

隆
典
さ
ん
に
、
空
き
家
問
題
を
め
ぐ
る
最

新
の
事
情
と
対
策
を
聞
い
た
。

空
き
家
対
策
の
現
場
か
ら

─
空
き
家
が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す

　

総
務
省
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ

る
全
国
の
空
き
家
戸
数
は
、
平
成
15
年
に

６
６
０
万
戸
だ
っ
た
も
の
が
、
20
年
度
は

一
気
に
増
え
て
７
６
０
万
戸
、
30
年
度
に

は
８
４
９
万
戸
に
達
し
ま
し
た
。
北
海
道

は
全
国
で
6
番
目
に
多
い
38
万
戸
に
上

り
、
空
き
家
の
3
分
の
2
が
札
幌
市
以
外

の
市
町
村
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
令
和
12

年
に
は
国
内
の
空
き
家
数
は
２
１
５
０
万

戸
に
達
す
る
と
の
予
測
も
あ
り
ま
す
。

─
空
き
家
特
措
法
も
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

政
府
は
平
成
26
年
に
「
空
家
等
対
策
特

別
措
置
法
」（
空
き
家
特
措
法
）
を
制
定

し
、
都
道
府
県
や
市
町
村
に
よ
る
対
策
も

始
ま
り
ま
し
た
が
、
増
加
に
追
い
付
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
景
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
防
犯
や
衛
生
面
、
あ
る
い

は
倒
壊
の
リ
ス
ク
な
ど
の
問
題
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
所

有
者
や
権
利
者
の
当
事
者
意
識
が
希
薄
で

あ
り
、
問
題
の
先
送
り
が
空
き
家
問
題
の

解
決
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

─
空
き
家
の
利
活
用
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん

　

首
都
圏
で
は
土
地
や
住
宅
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
空
き
家
に
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
本
道
を
は
じ
め
、
過

疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
地
域
で
は
、
売
却
も
賃
貸
も
し
な
い
塩

漬
け
状
態
の
〈
負
動
産
〉
が
ま
す
ま
す
増

加
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

司
法
過
疎
・
情
報
過
疎
も
背
景
に

─
空
き
家
の
処
分
に
要
す
る
時
間
は

　

空
き
家
問
題
に
直
面
し
た
住
民
を
対
象

と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
売
買
や

賃
貸
、
あ
る
い
は
解
体
な
ど
の
対
応
が
決

ま
る
ま
で
、
空
き
家
に
な
っ
て
か
ら
3
年

半
か
ら
4
年
を
要
し
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。
本
来
は
後
継
者
が
独
立
し
、
家
を

離
れ
た
早
い
段
階
で
、
空
き
家
に
な
る
こ

と
を
考
え
て
手
を
打
つ
べ
き
で
す
。

─
相
続
に
対
す
る
住
民
の
意
識
は

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
「
住
ま
い
の

終
活
」
も
課
題
で
す
。
私
は
仕
事
の
一
環

と
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
的
な
活
動

も
し
て
お
り
、
多
業
種
の
人
た
ち
と
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
が
情
報
の
過
疎
化
で
す
。
地
域
で
は
遺

産
相
続
な
ど
の
実
務
を
担
う
弁
護
士
や
司

法
書
士
、
税
理
士
、
会
計
士
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
“
士
業
”
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、

住
民
も
情
報
に
接
す
る
機
会
が
乏
し
く
、

空
き
家
化
へ
の
的
確
な
対
処
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
相
続
な
ど
は
民
事
の
問
題
と
な
る

【リレーインタビュー】

多死社会
現場からの
声

PROFILE
駒野　隆典（こまの・たかのり）さん 
札幌市出身。52 年北海学園大学法学部
卒。大手広告代理店勤務を経て、平成 29
年から一般社団法人空家空室対策推進協
会北海道支部長。ＮＰＯ法人北海道活性
化センターの幹事も務める。64 歳。

空き家を増やさないために
市町村が果たす役割は大き
い─と話す駒野さん

手遅れになるその前に
住まいの終活を議論しよう

一般社団法人空家空室対策推進協会　北海道支部長 
駒野　隆典さん
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間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
就
業
機
会
の
提

供
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
確
保
に
つ
な
が
る
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
得
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
は
、
地
域
に
と
っ
て
新
た
な
資
源
と
し

て
蓄
積
さ
れ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
の
分
野
で
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
た
、
子

育
て
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
っ
た
取
組
も

あ
り
、
多
様
化
す
る
育
児
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
選
択
肢
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

観
光
振
興
の
分
野
で
も
、
民
泊
や
体
験

型
観
光
な
ど
、
地
域
の
既
存
資
源
を
組
み

合
わ
せ
た
提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
は
、
増

加
の
一
途
を
た
ど
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
観
光
客
）
な
ど
に
対
す
る
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
を
進
め
る
上
で
、
効
果

的
な
手
段
と
な
る
。
ま
た
、
観
光
業
に
お

け
る
差
別
化
要
因
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
観
光
を
成
長
期
待
分
野
と
し
て

位
置
付
け
る
本
道
に
と
っ
て
は
、
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
分
野
と
言
え
る
。

本
道
は
多
方
面
で
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

　

既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
た
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
獲
得
が

可
能
に
な
る
こ
と
も
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
拡
大
は
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
手
段
の
選
択
肢
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

地
域
課
題
の
解
決
手
段
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
取
組
が
進
展

す
る
中
、
社
会
実
装
に
向
け
た
取
組
が
進

み
、
一
定
の
手
応
え
を
得
て
い
る
。
し
か

し
、
運
用
面
で
は
、
担
い
手
の
不
足
や
役

割
分
担
の
不
明
確
さ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
に
起
因
す
る
情
報
格

差
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
生
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
、
こ
う
し
た
課
題
の
克
服
に
向
け

た
さ
ら
な
る
議
論
が
望
ま
れ
る
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
存
分
に
活

用
し
た
経
済
活
動
で
は
あ
る
が
、
情
報
格

差
の
問
題
や
、
利
用
者
が
直
接
対
面
せ
ず

に
や
り
取
り
す
る
た
め
、
相
手
の
顔
が
見

え
に
く
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

な
が
ら
も
、
一
部
で
は
ア
ナ
ロ
グ
的
な
側

面
も
併
用
し
て
運
用
す
る
な
ど
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
制
度
設
計
を
検
討
す
る
こ
と

も
、
仕
組
み
の
定
着
に
向
け
た
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
拡
大
す

る
こ
と
で
、
地
域
で
不
足
し
て
い
る
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
は
、
域
外
か
ら
調
達
で
き
る
可

能
性
が
広
が
る
。
こ
の
た
め
、
域
外
か
ら

の
資
源
調
達
を
う
ま
く
活
用
し
、
地
域
に

お
け
る
強
み
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
磨
き

上
げ
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要

と
な
る
。
広
域
分
散
型
社
会
と
い
う
特
徴

を
有
し
、
高
齢
化
の
テ
ン
ポ
が
全
国
よ
り

も
速
い
本
道
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
産
性

や
効
率
性
の
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
、
地

域
交
通
や
観
光
振
興
の
分
野
を
は
じ
め
と

し
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
可
能
性

は
大
き
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

多
方
面
に
お
け
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
展
開
は
、
地
域
経
済
の
活
力
を

生
み
出
す
源
泉
と
な
る
可
能
性
を
も
秘
め

て
い
る
。
本
道
に
お
い
て
も
、
社
会
実
装

に
向
け
た
持
続
的
な
取
組
の
進
展
が
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

■�表1　地域における取組事例
分野 地域 概要

移動手段

中頓別町

住民共助による交通手段確保の
取組として「なかとんべつライ
ドシェア（相乗り）実証実験」
を実施。

北見市
士別市

交通網の活性化と買い物利便性
の向上に向けた取組として、路
線バスのスペースを活用し、荷
物を運搬する貨客混載を実施。

雇用創出 旭川市

インターネット上で業務の受発
注を行うクラウドワーキングを
行うためのスキル習得を支援
し、従事者のチーム化を通じた
案件確保の仕組みを構築。

社会福祉 秋田県
湯沢市

子育て・家事のシェアサービス
事業者との提携を通じて、家事
負担の軽減、育児応援などを図
り、子育て世代が暮らしやすい
街に向けた取組を実施。

観光振興 福井県
鯖江市

体験やスペース共有型のサービ
スを活用し、食文化と工芸の
ツーリズムを実現。地域ガイド
を配置し、民泊、体験、カー
シェア等の相互誘客を実施。

（出所）�内閣官房「シェアリングエコノミー活用事例集（平成 30 年度
版）シェア・ニッポン 100〜未来へつなぐ地域の活力〜」や
各種報道などを基に道銀地域総合研究所作成

（出所）道銀地域総合研究所

■�図2　地域課題とシェアリングエコノミー
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地域課題の解決手段として期待される 
シェアリングエコノミー

　さまざまな分野で「シェアリングエコノミー」の取組が急速に進んでいる。本稿では、シェア
リングエコノミーの最新動向を紹介しながら、地域課題の解決手段としての視点を中心に、シェ
アリングエコノミーの社会実装に向けた展開や課題などを議論する。
� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

所
有
か
ら
共
有
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
介
在
し
て
、
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
を
個
人
間
で
や
り
取
り
す
る

経
済
活
動
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
は
提

供
者
、
利
用
者
に
加
え
、
両
者
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
仲
介
事
業
者
が
運
営
す
る
。
遊

休
資
産
の
有
効
活
用
方
法
と
し
て
も
注
目

が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
対
象
範
囲
は
モ

ノ
に
限
ら
ず
、
移
動
手
段
や
ス
キ
ル
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
含
ま
れ
「
空
間
、
移
動
、

モ
ノ
、
ス
キ
ル
、
お
金
」
の
5
種
類
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
は
、
消
費
者

に
も
な
じ
み
が
あ
る
事
例
の
一
つ
だ
。

　

内
閣
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
平
成
28
年

の
国
内
市
場
規
模
は
、
４
７
０
０
〜
５
２

５
０
億
円
に
上
る
。
巨
大
な
市
場
の
背
景

に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
情
報
通
信
機
器
の
普
及
や
情
報
通
信
技

術
の
発
達
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
浸
透
な
ど
を
通
じ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
個
人
取
引
が

容
易
に
な
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
発
展
に
伴

い
、
場
所
や
時
間
の
垣
根
が
低
く
な
り
、

取
引
コ
ス
ト
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
環
境
変
化
の
結
果
、
新
規
需
要
の
拡

大
や
供
給
制
約
の
緩
和
が
進
み
、
仲
介
事

業
者
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
大
量
の
取

引
情
報
を
活
用
し
、
需
要
と
供
給
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
所
有
か
ら
共
有
へ
の
シ
フ
ト
が
進
み

つ
つ
あ
る
＝
図
1
。
仲
介
事
業
者
は
取
引

の
信
頼
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
加
え
、
収

集
し
た
情
報
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
で
簡
便
な
取
引

を
行
う
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る
。

地
域
課
題
の

解
決
手
段
と
し
て
期
待
も

　

地
域
課
題
の
観
点
か
ら
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
み
て
い
く
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
地
域
社

会
で
は
、
老
朽
イ
ン
フ
ラ
を
ど
の
よ
う
に

維
持
・
更
新
す
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
、
既
存
の
考
え
方
や
仕
組
み
を
抜
本

的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で

は
、
地
域
に
お
け
る
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」
と
い
っ
た
既
存
の
資
源
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

手
段
と
し
て
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
仕
組
み
を
活
用
し
た
取
組
が
注
目
さ

れ
、
道
内
を
は
じ
め
、
全
国
で
実
証
実
験

な
ど
が
進
展
し
て
い
る
＝
図
2
・
表
1
。

　

自
動
車
に
よ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
（
相
乗

り
）
や
路
線
バ
ス
な
ど
を
活
用
し
た
貨
客

混
載
は
、
地
域
に
お
け
る
乗
客
や
荷
物
の

移
動
需
要
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
供

給
側
で
あ
る
車
両
の
稼
働
率
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
交
通
の
持
続
性
確
保
に

向
け
た
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
時

（出所）道銀地域総合研究所

■�図1　シェアリングエコノミーの広がり
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伐
な
ど
樹
木
の
育
成
を
行
う
造
林
③
植
栽

に
欠
か
せ
な
い
苗
木
を
確
保
す
る
種
苗
生

産
─
と
大
き
く
三
つ
の
分
野
に
区
分
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
苗
木
が
経
済
的
価
値
を

持
つ
成
木
に
育
つ
に
は
、
数
10
年
か
ら
１

０
０
年
近
い
年
月
を
要
す
る
が
、
季
節
や

生
育
の
状
況
に
応
じ
た
保
育
作
業
に
よ

り
、
苗
木
の
成
長
を
促
し
、
経
済
的
価
値

の
高
い
樹
木
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
＝
図
。

　

特
に
造
林
分
野
は
「
地じ

拵
ご
し
ら

え
」「
植
栽
」「
下
刈
り
」「
除

間
伐
（
枝
打
ち
）」
と
い
っ
た
、　

樹
木
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
作

業
を
担
っ
て
い
る
。
再
造
林
に

向
け
て
最
初
に
行
う
作
業
が
地

拵
え
で
あ
り
、
伐
採
跡
地
に
生

い
茂
る
雑
草
の
刈
り
取
り
や
放

置
さ
れ
た
枝
葉
の
片
付
け
、
切

り
株
を
除
去
す
る
抜
根
な
ど
を

行
い
、
苗
木
を
規
則
正
し
く
植

え
ら
れ
る
よ
う
整
地
す
る
。

　

道
内
に
あ
る
人
工
林
の
多
く

が
伐
期
を
迎
え
、
素
材
生
産
量

が
増
加
す
る
中
、
こ
う
し
た
造

林
の
分
野
で
活
躍
す
る
林
業
従

事
者
の
雇
用
ニ
ー
ズ
は
今
後
、

着
実
に
高
ま
っ
て
い
く
と
予
想

さ
れ
る
。

再
造
林
を
担
う

人
材
確
保
が
課
題

　

道
内
の
林
業
就
業
者
数
は
、

平
成
17
年
度
の
３
８
７
５
人
を
底
に
し
て

増
加
に
転
じ
、
23
年
度
以
降
は
４
２
０
０

人
前
後
で
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
。
事
業

種
別
に
み
る
と
、
人
工
林
伐
採
の
増
加
を

背
景
に
素
材
生
産
分
野
を
中
心
に
増
加
し

て
い
る
。
し
か
し
、
森
林
の
管
理
や
育
成

に
携
わ
る
造
林
分
野
で
は
、
就
業
者
の
減

少
は
17
年
度
に
底
を
打
っ
た
も
の
の
、
21

年
度
に
は
就
業
者
数
が
頭
打
ち
と
な
り
、

そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

な
い
状
態
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

背
景
に
は
、
素
材
生
産
分
野
と
造
林
分

野
で
は
、
機
械
化
の
進
捗
状
況
に
大
き
な

差
が
生
じ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
素
材
生

産
で
は
、
伐
採
作
業
の
機
械
化
や
大
型
機

械
の
導
入
に
よ
り
、
労
働
環
境
の
改
善
が

追
い
風
と
な
る
一
方
、
造
林
は
急
傾
斜
地

や
軟
弱
な
土
壌
に
対
応
し
て
、
人
手
に
よ

る
き
め
細
か
な
作
業
が
必
要
と
な
り
、
機

械
化
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ

の
た
め
、
時
間
が
経
過
す
る
ほ
ど
、
伐
採

跡
地
の
施
業
環
境
は
悪
化
し
、
人
間
の
身

長
を
超
え
る
サ
サ
に
覆
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
人
力
に
よ
る
作
業
が
中
心
と
な
る
造

林
分
野
は
、
依
然
と
し
て
「
き
つ
い
」

「
危
険
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
道
内
の
林
業
就
業
者
数
を
年

齢
階
層
別
の
構
成
比
で
み
る
と
、
3
割
超

を
60
歳
以
上
が
占
め
て
お
り
、
後
継
者
と

な
る
若
年
層
の
安
定
的
な
就
業
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
。

官
民
で
担
い
手
確
保
に
知
恵
を
絞
る

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
道

内
で
は
、
行
政
や
関
係
団
体
、
企
業
が
一

体
と
な
り
、
就
業
希
望
者
を
対
象
に
林
業

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
情
報
発
信
と
と

も
に
、
企
業
や
森
林
組
合
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
中
で
も

新
年
度
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
「
道
立

北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
」
は
、
新
た
な

担
い
手
育
成
機
関
と
し
て
期
待
を
集
め
て

い
る
。
同
校
は
主
要
な
講
義
拠
点
と
な
る

本
校
舎
を
旭
川
市
、
実
践
的
研
修
を
行
う

地
域
拠
点
を
道
内
7
地
域
に
設
け
、
2
年

間
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　

一
方
で
造
林
業
の
通
年
雇
用
化
や
作
業

負
担
の
軽
減
や
、
待
遇
の
改
善
を
含
め
た

労
働
環
境
の
改
善
、
川
上
分
野
を
担
う
事

業
体
の
コ
ス
ト
低
減
と
機
械
化
に
よ
る
省

力
化
な
ど
、
収
益
力
向
上
の
取
組
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
「
林
業
・
木
材
産

業
の
成
長
産
業
化
」
を
掲
げ
、
多
様
な
施

策
を
展
開
し
て
お
り
、
持
続
的
な
森
林
整

備
を
通
じ
て
、
木
材
供
給
基
地
と
し
て
の

本
道
の
存
在
感
が
今
後
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（出所）林野庁「平成 25 年森林・林業白書」等をもとに道銀地域総合研究所作成

■�図　一般的な森林整備のサイクル

27 No.31   PRACTICE

NEWS  TOPIC❷
PRACTICE

道内林業の現状と課題
再造林の担い手確保に向けて

　わが国において森林は、保水（水資源の確保）、防災（土砂災害の抑制）、環境保全（温室
効果ガスの吸収）、生産財供給（素材の生産）など、多面的な機能を果たしている。本稿で
は、道内林業の現状とともに、持続的な森林整備に向けた課題などについて紹介する。
� （北海道銀行・道銀地域総合研究所）

伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
道
内
の
森
林

　

北
海
道
の
森
林
面
積
は
５
５
３
・
8
万

㌶
で
、
北
方
領
土
を
除
く
総
土
地
面
積
の

71
％
、
国
内
森
林
面
積
の
22
％
を
占
め
て

い
る
＝
表
。
林
相
別
の
構
成
比
は
、
天
然

林
が
7
割
、
人
工
林
が
3
割
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
樹
木
が
成
長
し
た
量
を
体
積

で
示
し
た
森
林
蓄
積
量
は
、
平
成
30
年
に

は
８
０
１
・
4
百
万
立
方
㍍
に
上
り
、
樹

種
別
に
み
る
と
針
葉
樹
が
全
体
の
過
半
を

占
め
て
い
る
。
蓄
積
量
は
近
年
、
人
工
林

資
源
の
充
実
に
よ
り
、
針
葉
樹
を
中
心
と

し
て
増
加
基
調
で
推
移
し
て
い
る
。

　

道
産
素
材
（
原
木
）
の
生
産
量
は
、
平

成
21
年
度
に
底
を
打
っ
て
以
降
は
お
お
む

ね
安
定
し
た
水
準
が
続
い
て
い
る
。
特
に

28
年
度
以
降
は
、
ウ
エ
イ
ト
の
大
き
い
針

葉
樹
の
増
加
を
主
な
要
因
に
増
加
の
テ
ン

ポ
を
加
速
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
割
安

だ
っ
た
輸
入
材
価
格
の
上
昇
に
加
え
、
道

産
材
の
品
質
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り
か

ら
、
需
要
を
押
し
上
げ
、
生
産
量
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

道
内
の
人
工
林
は
戦
後
、
木
材
需
要
の

高
ま
り
に
対
応
し
て
、
主
に
針
葉
樹
か
ら

な
る
天
然
林
を
伐
採
し
た
後
、
針
葉
樹
中

心
の
植
林
に
よ
り
人
工
林
に
置
き
換
え
る

拡
大
造
林
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
当
時
植
林
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ

ツ
類
が
、
木
材
利
用
に
適
し
た
伐
期
を
迎

え
て
い
る
＝
グ
ラ
フ
。
木
材
の
流
通
過
程

で
は
、
川
上
分
野
の
造
林
や
素
材
生
産
業

を
は
じ
め
、
川
中
分
野
に
相
当
す
る
製

材
・
加
工
部
門
、
さ
ら
に
川
下
分
野
で
あ

る
住
宅
建
築
部
門
に
至
る
ま
で
、
素
材
生

産
量
の
増
加
に
伴
う
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
人
工
林
伐
採
後
の
再
植

栽
と
継
続
的
な
保
育
に
よ
り
、
再
造
林
の

サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
な
ど
、
計
画
的
・

持
続
的
な
森
林
管
理
が
不
可
欠
だ
。

１
０
０
年
サ
イ
ク
ル
の
森
林
整
備

　

林
業
就
業
者
の
事
業
種
類
は
①
樹
木
の

伐
採
と
搬
出
を
担
う
素
材
生
産
②
除
・
間

■�表　都道府県別の森林面積（上位5県）

順位 1 2 3 4 5
6位以下 全国計

都道府県 北海道 岩手 長野 福島 岐阜

森林面積
（万 ha） 553.8 117.1 106.9 97.4 86.2 1,543.4 2,504.8

全国に占める
割合（％） 22.1 4.7 4.3 3.9 3.4 61.6 100.0

（出所）林野庁「森林資源の現況」（平成 29 年3月 31 日現在）

（注）1齢級＝1〜5年生
（出所）北海道水産林務部「平成 29 年度北海道林業統計」（平成 30 年3月 31 日現在）

■�グラフ　人工林のうち針葉樹の年齢級別面積
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年
間
で
2
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ

る
な
ど
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
る
。
か
つ
て
春
の
訪
れ

を
告
げ
、
繁
栄
の
象
徴
だ
っ
た
ニ
シ
ン
は

姿
を
消
し
た
が
、
魅
力
的
な
水
産
物
は
寿

都
の
誇
り
で
あ
り
、
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
て
期
待
さ
れ
る
地
域
資
源
で
も
あ
る
。

ニ
シ
ン
漁
と
歩
ん
だ
寿
都
の
歴
史

　

寿
都
町
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
初
頭
の

１
６
０
０
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
の

寿
都
に
は
多
く
の
和
人
が
居
住
し
、
ア
イ

ヌ
と
の
交
易
を
繰
り
広
げ
た
。
江
戸
中
期

に
は
、
押
し
寄
せ
る
ニ
シ
ン
の
大
群
を
追

い
求
め
る
人
た
ち
が
移
り
住
み
、
海
岸
に

は
鰊
番
屋
が
軒
を
連
ね
た
。
肥
料
と
し
て

使
わ
れ
た
ニ
シ
ン
か
す
や
身
欠
き
ニ
シ
ン

な
ど
、
蝦
夷
地
の
産
物
を
送
り
出
す
日
本

海
航
路
の
拠
点
と
な
っ
た
。
幕
末
の
１
８

５
５
（
安
政
2
）
年
に
は
、
現
在
の
町
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
に
北
方
警
備
に
当

た
る
津
軽
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
、
１
０
０

人
の
藩
士
が
駐
屯
し
た
歴
史
も
あ
る
。

　

明
治
中
期
に
は
市
街
地
の
直
下
を
走
る

鉛
や
亜
鉛
の
鉱
脈
を
採
掘
す
る
寿
都
鉱
山

も
操
業
。
大
正
9
年
に
水
産
物
や
鉱
石
を

運
ぶ
寿
都
鉄
道
も
寿
都
─
黒
松
内
間
で
開

通
し
、
人
口
は
1
万
人
を
超
え
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
初
期
に
ニ
シ
ン
の
水
揚

げ
が
途
絶
え
、
鉱
山
も
昭
和
37
年
に
鉱
量

枯
渇
で
閉
山
。
町
の
人
口
は
、
歌
棄
、
磯

谷
、
樽
岸
の
3
村
と
合
併
し
た
昭
和
30
年

の
1
万
７
９
４
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続

け
て
い
る
。
昨
年
11
月
末
現
在
の
人
口
は

２
９
４
３
人
。
こ
の
ま
ま
ペ
ー
ス
で
減
り

続
け
る
と
、
40
年
後
に
は
1
千
人
台
前
半

ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
町
は
地
方
創
生
の
推
進
に
向

け
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
①
産

業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
②
文
化
財
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
③
広
域
連
携
や
産

業
間
連
携
の
推
進
④
体
験
交
流
の
推
進
─

な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
。

ナ
マ
コ
と
ホ
ッ
ケ
が
水
揚
げ
の
主
力

　

基
幹
産
業
の
漁
業
は
、
ニ
シ
ン
漁
が
衰

退
し
た
後
は
、
昭
和
20
年
代
は
ブ
リ
や
マ

グ
ロ
、
30
年
代
以
降
は
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や

ス
ル
メ
イ
カ
の
水
揚
げ
で
浜
は
活
気
付
い

た
が
、
２
０
０
カ
イ
リ
経
済
水
域
の
設
定

に
伴
い
、
サ
ケ
・
マ
ス
を
中
心
と
す
る
沖

合
漁
業
は
大
打
撃
を
受
け
、
沿
岸
漁
業
へ

の
回
帰
が
進
ん
だ
。
ま
た
、
栄
養
豊
富
な

寿
都
湾
で
は
昭
和
40
年
代
に
ホ
タ
テ
、
平

成
6
年
に
カ
キ
の
養
殖
も
始
ま
っ
た
。

　

平
成
30
年
の
漁
獲
額
は
約
7
億
５
８
０

０
万
円
に
上
る
。
魚
類
は
2
億
７
９
０
０

万
円
で
、
定
置
網
に
掛
か
る
ホ
ッ
ケ
が

75
％
を
占
め
る
。
イ
カ
や
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ

な
ど
の
水
産
動
物
は
、
4
億
４
８
０
０
万

円
。
中
国
国
内
の
需
要
が
旺
盛
な
ナ
マ
コ

は
、
漁
獲
額
が
最
も
多
い
2
億
７
１
９
１

万
円
で
、
1
㌔
当
た
り
の
年
平
均
単
価
は

6
千
円
を
超
え
、
全
漁
獲
額
の
35
％
を
占

め
た
。
ア
ワ
ビ
、
ホ
タ
テ
、
カ
キ
な
ど
の

貝
類
は
２
７
８
２
万
円
。
高
齢
化
に
伴
う

漁
業
者
の
減
少
や
生
産
額
の
落
ち
込
み
が

続
く
中
、
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
や
漁

業
経
営
の
安
定
が
寿
都
町
の
課
題
だ
。

ニ
セ
コ
町
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
！

　

町
は
平
成
29
年
11
月
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
や

観
光
牧
場
な
ど
の
観
光
施
設
が
集
中
し
て

い
る
ニ
セ
コ
町
曽
我
地
区
に
「
寿
都
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
神か

ぐ
ら楽
」
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
大
勢
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
観
光
客
）
で
賑
わ
う
ニ
セ
コ
町
へ
の
出

店
を
通
じ
て
、
外
国
人
を
含
む
国
内
外
の

観
光
客
に
水
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
動
車
で
1
時
間
程
度
の
距
離

に
あ
る
寿
都
町
エ
リ
ア
に
外
国
人
を
含
む

観
光
客
を
取
り
込
む
狙
い
が
あ
る
。

　

町
は
廃
業
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
物
を

取
得
後
、
内
装
を
一
新
。
新
鮮
な
魚
介
類

や
地
元
食
材
を
原
料
と
し
た
加
工
品
を
販

売
す
る
鮮
魚
シ
ョ
ッ
プ
と
、
朝
に
水
揚
げ

し
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
海
産
物
を
直
送
す

アンテナショップ神楽。獲れたての鮮魚と食事が寿都の
魅力を発信する
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市
町
村
の
重
点
政
策�

1

寿
都
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
戦
略

食
と
歴
史
の
観
光
ま
ち
づ
く
り 

寿
都
町

　
地
元
の
人
た
ち
が
「
寿

こ
と
ぶ
きの

都み
や
こ」

と
呼
ぶ
寿
都
町
─
。
漁
業
と
水
産
加
工
業
を
両
輪
に
寿
都
湾
で
水
揚
げ
さ
れ
る
シ
ラ
ス
や

カ
キ
な
ど
、
豊
富
な
水
産
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
一
方
、
道
内
客
を
中
心
と
す
る
観
光
客
数
の
増
加
を
追
い
風
に
、

ニ
シ
ン
漁
の
栄
華
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造
物
や
漁
村
な
ら
で
は
の
食
文
化
な
ど
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
観
光
振
興
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
町
外
で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
展
開
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
開
設
な
ど
の
新
た
な
取
組
を
通
じ
て
、
水
産

資
源
の
高
付
加
価
値
化
や
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

寿
都
湾
に
春
を
告
げ
る
シ
ラ
ス
漁

　

寿
都
町
の
春
は
シ
ラ
ス
漁
と
養
殖
カ
キ

の
水
揚
げ
で
始
ま
る
。
4
月
末
か
ら
6
月

上
旬
に
か
け
て
、
夜
の
寿
都
湾
に
数
10
隻

の
漁
船
が
出
漁
し
、
集
魚
灯
で
水
面
を
照

ら
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
シ
ラ
ス
漁
は
幻
想

的
な
光
景
だ
。
つ
く
だ
煮
な
ど
の
原
料
に

な
る
シ
ラ
ス
は
イ
カ
ナ
ゴ
の
稚
魚
で
、
鮮

度
抜
群
の
「
生
炊
き
し
ら
す
」
や
町
内
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
生
し
ら
す
丼
」
が
人
気
を

集
め
る
。
シ
ラ
ス
は
鮮
度
が
す
ぐ
に
落
ち

る
た
め
、
生
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
産
地
な
ら
で
は
。
町
内
に
あ
る
道
の
駅

や
漁
協
直
売
所
で
販
売
し
て
い
る
が
、
漁

期
に
な
る
と
歌
棄
地
区
に
あ
る
「
し
ら
す

会
館
」
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
。
平

成
30
年
の
シ
ラ
ス
の
漁
獲
額
は
約
6
千
万

円
。
昨
年
は
漁
獲
量
が
減
少
し
た
が
、
本

州
方
面
の
不
漁
で
価
格
が
高
騰
し
た
。

日
本
海
岸
で
唯
一
の
養
殖
カ
キ

　
「
寿
こ
と
ぶ
き

牡が

蠣き

」
と
名
付
け
た
特
産
の
カ
キ

は
、
渡
島
半
島
の
北
端
に
深
く
食
い
込
ん

だ
寿
都
湾
で
養
殖
し
て
い
る
。
豊
浦
と
黒

松
内
の
境
に
源
流
を
持
ち
、
黒
松
内
低
地

帯
を
南
か
ら
北
に
流
れ
る
朱
太
川
か
ら
湾

内
に
注
ぐ
雪
解
け
水
の
栄
養
分
を
吸
収
し

て
育
つ
。
平
成
30
年
の
漁
獲
量
は
18
㌧
で

漁
獲
高
は
約
１
２
０
０
万
円
。
昨
年
4
月

に
は
、
新
鮮
な
生
ガ
キ
を
鉄
板
の
上
で
豪

快
に
蒸
し
焼
き
に
す
る
「
ス
ッ
ツ
・
オ
イ

ス
タ
ー
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
半

面　積：95.25 ㎢
人　口：2,943 人（令和元年 11 月現在）
世　帯：1,681 戸（令和元年 11 月現在）
職員数：59 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.suttu.lg.jp

D A T A

観光客に高い人気の寿牡蠣の蒸
し焼き（上）と生しらす丼（左）
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の
取
組
は
、
小
中
学
生
な
ど
を
対
象
と
す

る
体
験
交
流
事
業
で
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

地
引
き
網
、
料
理
体
験
な
ど
、
漁
業
の
魅

力
を
体
感
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
事

業
を
民
間
に
移
行
し
た
平
成
20
年
か
ら
27

年
度
ま
で
に
延
べ
1
万
人
が
参
加
し
た
。

　

町
内
で
は
現
在
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
民
泊
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
一
方
、
一
連
の
取
組
は
、
住
民
が
水
産

資
源
や
漁
村
文
化
の
魅
力
を
再
確
認
す
る

契
機
に
な
っ
た
。
瀧
山
課
長
は
「
釣
り
客

な
ど
に
漁
業
者
は
良
い
印
象
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
乗
船
体
験
で
感
激

す
る
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
う
ち
に
意
識

が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

　

水
産
業
に
代
表
さ
れ
る
〈
寿
都
ブ
ラ
ン

ド
〉
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
町
の
歴
史

や
文
化
を
活
か
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

ブ
ラ
ン
ド
化
の
新
た
な
柱
と
し
て
打
ち
出

し
た
。
町
内
に
は
ニ
シ
ン
漁
の
栄
華
を
現

代
に
伝
え
る
国
指
定
史
跡
「
旧
歌
棄
佐
藤

家
漁
場
」
が
あ
り
、
和
洋
折
衷
の
主
屋
や

水
揚
げ
し
た
ニ
シ
ン
を
一
時
的
に
保
管
し

た
袋
ふ
く
ろ

澗ま

な
ど
が
残
る
。
市
街
地
の
「
寺
町

通
り
」
に
は
、
ニ
シ
ン
漁
最
盛
期
に
建
立

さ
れ
た
14
の
寺
院
も
あ
る
。
日
本
海
に
突

き
出
た
弁
慶
岬
に
は
、
源
義
経
と
弁
慶
を

め
ぐ
る
伝
説
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
松
前
神
楽
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
芸
能
や
寿
都
神
社
例
大
祭
な
ど
の
祭

礼
、
漁
村
に
根
付
い
た
伝
統
的
な
食
文
化

な
ど
、
地
域
に
は
ニ
シ
ン
漁
に
育
ま
れ
た

多
彩
な
文
化
が
色
濃
く
根
付
い
て
い
る
。

　

町
は
歴
史
的
遺
産
の
保
存
伝
承
や
活
用

に
向
け
て
平
成
30
年
3
月
に
「
寿
都
町
歴

史
文
化
基
本
構
想
」
を
策
定
。
多
彩
な
歴

史
的
遺
産
を
〈
寿
都
の
お
宝
〉
と
位
置
付

け
、
観
光
や
教
育
な
ど
の
分
野
で
活
用
を

進
め
る
。
町
内
で
は
、
研
究
者
と
連
携
し

た
歴
史
文
化
の
掘
り
起
こ
し
活
動
や
、
旧

歌
棄
佐
藤
家
漁
場
で
保
管
す
る
漁
具
や
古

民
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
住
民
が
参
加
す

る
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は

歴
史
遺
産
の
活
用
に
向
け
た
語
り
部
の
養

成
活
動
や
外
国
人
向
け
観
光
案
内
の
充
実

な
ど
の
取
組
も
強
化
す
る
方
針
と
い
う
。

　

瀧
山
課
長
は
「
町
の
活
性
化
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
種
を
ま
き
、
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光
客
数
の
増

加
を
追
い
風
に
し
て
、
住
民
自
身
が
寿
都

の
魅
力
に
気
付
き
、
こ
の
町
を
良
く
し
た

い
と
い
う
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
成
長
が
次
の
一
歩
を
踏
み

出
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
」
と
語
る
。

　江戸時代から昭和の半ばまで、本道の日本海沿岸はニシン景気に沸い
た。ニシンの大群が産卵のため浅瀬に押し寄せ海面が白濁する現象を群

く

来
き

という。地域によって時期が異なるが檜山沿岸は大正時代、寿都町を
含む後志管内以北では、昭和 20 年代後半までに群来が途絶えた。近年
は資源回復を目指す長年の取組が実を結び、復活の兆しが見え始め
た。一方でニシン漁に由来する、さまざまな時代の建造物や遺構が各
地に残されていたが、誰にも知られずに消えていった遺産も数多い。過
疎化が進む日本海沿岸では、伝統的な漁村集落の姿を維持できなくなっ
ている地域がある。海洋環境の激変により漁業の形も大きく変化してい
る。こうした厳しい時代にあるからこそ、海と共に生きた先人に思いを
馳せ、有形・無形の遺産を、これからの地域づくりに役立てていきたい。

Focus

岬に佇む弁慶（下）と風車が町のトレードマーク
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る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
が
、

鮮
度
と
安
さ
に
ひ
か
れ
、
地
元
住
民
や
ホ

テ
ル
関
係
者
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

シ
ョ
ッ
プ
の
担
当
者
は
「
新
鮮
な
魚
介
類

を
希
望
に
応
じ
て
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ば
き
、

刺
身
に
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
冬
の
リ
ゾ
ー
ト
客
以
外
に
も
夏
場
の

キ
ャ
ン
プ
で
海
産
物
を
買
い
求
め
る
人
も

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

町
は
今
春
に
も
、
集
客
力
の
強
化
に
向

け
て
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
や
品
ぞ
ろ
え
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
方
針
だ
。

　

一
方
、
寿
都
町
の
工
業
製
品
出
荷
額
は

年
間
30
億
円
規
模
で
推
移
。
そ
の
大
部
分

を
水
産
加
工
品
が
占
め
て
い
る
。
町
内
に

は
9
カ
所
の
水
産
加
工
場
が
あ
り
、
豊
富

な
加
工
品
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

活
用
。
道
外
で
人
気
の
イ
ク
ラ
や
筋
子
、

古
く
か
ら
町
内
で
伝
わ
っ
て
き
た
ホ
ッ
ケ

の
飯
寿
司
や
塩
辛
、
サ
ケ
の
山
漬
け
な
ど

２
０
０
種
類
近
い
返
礼
品
を
用
意
し
て
い

る
。
平
成
30
年
度
は
、
件
数
が
９
万
４
５

７
５
件
、
受
入
額
は
後
志
管
内
20
市
町
村

で
最
多
の
約
11
億
４
２
５
２
円
に
上
る
。

道
内
観
光
客
の
増
加
を
追
い
風
に

　

平
成
20
年
に
道
内
１
０
３
番
目
の
道
の

駅
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
み
な
と
ま
〜

れ
寿
都
」
は
、
水
産
物
の
魅
力
や
観
光
情

報
を
発
信
す
る
拠
点
だ
。
国
道
２
２
９
号

か
ら
約
３
０
０
㍍
海
側
の
寿
都
漁
港
に
面

す
る
市
街
地
に
あ
る
。
片
岡
春
雄
町
長
は

「
交
通
量
が
多
い
国
道
沿
い
に
整
備
し
た

方
が
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
市
街
地
や
漁
港
エ
リ
ア
に
観
光
客
を

呼
び
込
み
、
散
策
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

歴
史
あ
る
寿
都
の
魅
力
を
感
じ
て
欲
し
い

と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

道
の
駅
か
ら
徒
歩
3
分
の
距
離
に
あ
る

寿
都
町
漁
協
直
営
の
「
す
っ
つ
浜
直
市

場
」
は
、
四
季
折
々
の
鮮
魚
が
並
び
、
し

ら
す
丼
や
蒸
し
ガ
キ
、
殻
付
き
ウ
ニ
な
ど

を
提
供
す
る
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

平
成
30
年
度
の
町
内
観
光
客
入
込
客
数

は
約
28
万
2
千
人
。
前
年
度
比
で
18
・

3
％
増
加
し
た
。
う
ち
9
割
を
超
え
る
道

内
客
は
大
半
が
日
帰
り
客
だ
。
近
年
は
道

の
駅
を
中
心
に
漁
協
直
売
所
や
市
街
地
に

あ
る
菓
子
店
、
鮮
魚
店
、
水
産
加
工
品
を

扱
う
商
店
な
ど
を
巡
る
観
光
客
も
増
え
た
。

　

新
た
な
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
こ
と
で

平
成
30
年
11
月
に
は
、
市
街
地
に
パ
ン
専

門
店
が
オ
ー
プ
ン
。
町
も
昨
年
7
月
、
道

の
駅
が
あ
る
大
磯
地
区
の
市
街
地
に
簡
易

宿
泊
施
設
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
風
泙
」
を
整

備
し
た
。
3
人
部
屋
1
室
と
2
人
部
屋
3

室
が
あ
り
、
使
用
料
は
1
部
屋
を
2
人
以

上
で
使
う
場
合
は
1
人
3
千
円
。「
寿
都

温
泉
ゆ
べ
つ
の
ゆ
」
な
ど
を
運
営
し
て
い

る
第
3
セ
ク
タ
ー
・
寿
都
振
興
公
社
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
た
。
日
帰
り
客
が
大
半

を
占
め
る
町
内
で
、
滞
在
型
観
光
の
拠
点

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

体
験
型
・
滞
在
型
観
光
を
目
指
せ

　

体
験
型
・
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
向
け

た
取
組
は
、
平
成
12
年
の
「
寿
都
の
海
ま

る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー
」
が
最
初
だ
。
漁
業

者
と
住
民
が
都
市
住
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
運
営
し
た
が
、
町
の
瀧
山
修
市
・
産

業
振
興
課
長
は
「
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
上

が
っ
た
が
、
経
済
効
果
や
地
元
の
負
担
を

含
め
て
課
題
も
多
か
っ
た
」
と
語
る
。
次滞在型観光の展開を説明する瀧山課長

栄華を誇ったニシン漁（写真上・泉谷博氏提供）と国指定史
跡の「カクジュウ佐藤家」
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65
床
か
ら
60
床
に
削
減
し
た
。
改
革
プ
ラ

ン
策
定
前
の
19
年
度
、
外
来
患
者
数
は
1

日
平
均
２
０
９
人
で
、
病
院
本
来
の
医
業

活
動
の
ほ
か
、
医
業
外
活
動
も
加
え
た
経

営
状
況
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
92
・

9
％
と
赤
字
経
営
の
状
態
に
あ
り
、
収
益

に
対
す
る
給
与
費
の
割
合
を
示
す
職
員
給

与
費
比
率
は
92
・
9
％
、
病
床
利
用
率
は

62
・
4
％
と
低
迷
し
て
い
た
。

先
送
り
で
き
な
い
国
保
病
院
改
革

　

改
革
プ
ラ
ン
が
最
終
年
度
を
迎
え
た
平

成
25
年
度
─
。
広
尾
町
国
保
病
院
は
、
経

常
収
支
比
率
が
99
・
9
％
、
病
床
利
用
率

は
71
・
6
％
、
職
員
給
与
費
比
率
も
84
％

に
改
善
し
た
が
、
外
来
患
者
数
は
1
日
平

均
１
４
９
・
6
人
に
減
少
。
病
院
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
た
。
27
年
度
に
は
、
外
来

患
者
数
が
1
日
平
均
１
３
９
・
6
人
に
急

減
し
た
。
渡
辺
將
人
事
務
長
は
「
高
齢
化

に
伴
い
整
形
外
科
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
常
勤
医
が
い
な
い
こ
と
も

あ
り
患
者
が
減
少
し
た
こ
と
が
収
入
減
少

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

平
成
26
年
度
は
5
億
円
を
超
え
て
い
た

医
業
収
入
は
、
27
年
度
に
は
約
4
億
３
７

０
０
万
円
に
急
減
。
町
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
毎
年
約
4
億
円
に
達
し
、
不

足
額
を
補
う
一
時
借
入
金
の
残
高
も
、
29

年
度
に
8
千
万
円
と
な
り
資
金
不
足
が
生

じ
て
い
た
。
村
瀨
優
町
長
は
「
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
医
療
を
守
る
こ
と

も
大
事
で
す
が
、
次
の
10
年
を
考
え
る

と
、
町
の
財
政
健
全
化
と
国
保
病
院
の
経

営
改
革
は
、
こ
れ
以
上
は
先
送
り
で
き
な

い
状
態
だ
と
判
断
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
9
月
、
全
国
１
４

５
５
の
公
立
病
院
や
日
本
赤
十
字
な
ど
の

公
的
病
院
の
う
ち
、
再
編
統
合
が
必
要
と

す
る
４
２
４
病
院
の
リ
ス
ト
を
公
表
。
道

内
で
は
１
１
１
病
院
の
半
数
に
達
す
る
54

施
設
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
道
内
市

町
村
や
医
療
関
係
者
か
ら
、
激
し
い
反
発

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
再
編
リ
ス
ト
に

は
広
尾
町
国
保
病
院
の
名
前
も
あ
る
。

独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
を
決
断

　

広
尾
町
で
新
改
革
プ
ラ
ン
の
取
組
が
進

ん
で
い
た
平
成
29
年
12
月
。
国
保
病
院
に

勤
務
し
て
い
る
常
勤
医
4
人
の
ち
2
人
が

30
年
度
中
に
退
職
す
る
意
向
を
示
し
た
。

29
年
3
月
に
策
定
し
た
新
プ
ラ
ン
で
は
、

3
年
後
を
目
途
に
経
営
形
態
の
見
直
し
に

向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
し
た
も
の
の
、

旧
プ
ラ
ン
で
も
課
題
に
掲
げ
た
病
院
再
編

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
進
ん
で
い
な
か
っ

た
。
広
尾
町
か
ら
医
療
機
関
が
集
中
す
る

帯
広
市
ま
で
約
80
㌔
─
。
管
内
で
帯
広
市

か
ら
最
も
遠
い
の
は
陸
別
町
だ
が
、
住
民

は
50
㌔
先
の
北
見
市
に
通
院
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
だ
が
、
隣
接
す
る
日
高
管
内
を

含
め
、
広
尾
町
の
近
隣
に
整
形
外
科
は
無

い
。
無
床
診
療
所
化
な
ど
、
抜
本
的
改
革

に
踏
み
切
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。

　

国
保
病
院
の
経
営
改
善
と
医
師
確
保
と

い
う
“
二
重
苦
”
を
背
負
っ
た
町
は
、
平

成
30
年
1
月
に
「
広
尾
町
国
民
健
康
保
険

病
院
あ
り
か
た
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

た
。
十
勝
医
師
会
や
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
な
ど
の
医
療
関
係
者
や
、
山
形
県
・

酒
田
市
病
院
機
構
の
栗
谷
義
樹
理
事
長
な

ど
6
人
で
構
成
す
る
検
討
委
は
、
地
方
独

立
行
政
法
人
化
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
、
民
間
譲
渡
な
ど
5
つ
の
選
択
肢
を

ベ
ー
ス
に
審
議
を
進
め
、
同
年
2
月
末
に

は
公
設
公
営
を
堅
持
し
な
が
ら
、
地
方
独

立
行
政
法
人
（
非
公
務
員
型
）
に
移
行
す

べ
き
と
す
る
答
申
書
を
提
出
。
議
会
議
論

を
経
て
、
30
年
4
月
に
は
、
帯
広
市
の
社

地方独立行政法人による運営に移行した広尾町国保病院

経営感覚を学び、より良い病院を目指したいと話す広尾
町国保病院の渡辺事務長
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地
域
医
療
を
支
え
る
公
立
病
院

　

日
本
の
国
民
健
康
保
険
制
度
は
昭
和
13

年
に
創
設
さ
れ
た
。
当
時
の
保
険
者
は
国

民
健
康
保
険
組
合
で
、
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
る
16
年
ま
で
に
２
０
１
３
組
合
が
設
立

さ
れ
、
被
保
険
者
数
は
６
７
２
万
人
を
数

え
た
。
終
戦
後
の
23
年
に
は
旧
・
国
民
健

康
保
険
法
を
改
正
し
、
国
民
健
康
保
険
は

市
町
村
の
公
営
事
業
と
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
、
26
年
に
は
地
方
税
法
に
よ
り
、
保

険
料
を
税
と
し
て
徴
収
で
き
る
よ
う
な
っ

た
。
34
年
に
は
現
在
の
国
民
健
康
保
険
法

市
町
村
の
重
点
政
策�

2

道
内
初
の
公
立
病
院
独
法
化

持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
目
指
し
て 

広
尾
町

　
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院
が
昨
年
4
月
、
道
内
の
公
立
病
院
で
は
初
め
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
に
よ
る

運
営
に
移
行
し
た
。
診
療
科
目
の
拡
充
に
よ
り
外
来
患
者
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
順
調
な
滑
り
出
し
を

見
せ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
再
編
統
合
を
必
要
と
す
る
公
立
病
院
な
ど
の
実
名
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
問
題

が
、
市
町
村
や
医
療
関
係
者
に
波
紋
を
拡
げ
る
中
、
医
師
確
保
や
慢
性
的
な
公
立
病
院
の
経
営
悪
化
に
苦
し
ん

で
い
る
道
内
市
町
村
は
、
独
法
化
の
成
果
に
注
目
し
て
い
る
。

が
施
行
さ
れ
、
国
民
皆
保
険
の
基
礎
が
確

立
。
市
町
村
が
自
ら
病
院
を
設
置
す
る
動

き
も
全
国
的
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。

　

都
市
部
か
ら
離
れ
た
町
村
で
は
、
公
立

病
院
が
地
域
医
療
の
充
実
と
住
民
の
健
康

増
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

広
尾
町
国
保
病
院
は
、
十
勝
管
内
の
公
立

病
院
で
は
最
も
遅
い
昭
和
35
年
に
開
院
し

た
。
当
時
の
病
床
数
は
35
床
。
診
療
科
は

外
科
、
内
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
だ
っ

た
。
同
年
の
人
口
は
1
万
２
５
９
２
人
。

少
子
高
齢
化
や
若
年
層
の
町
外
流
出
が
進

み
、
こ
の
60
年
間
で
人
口
は
半
減
し
た
。

全
国
で
公
立
病
院
の
赤
字
化
が
進
む

　

道
内
で
は
昭
和
40
年
代
に
入
る
と
、
地

方
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
加
速
。
平

成
に
入
る
と
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
地
方
で
は
医
療
機
関
の
経
営
が
軒
並

み
悪
化
。
全
国
に
あ
る
公
立
病
院
の
7
割

は
赤
字
経
営
の
状
態
に
あ
り
、
自
治
体
は

一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
を
投
入
し
て
経
営

の
維
持
を
図
っ
た
。
政
府
は
昭
和
60
年
に

医
療
法
を
改
正
。
都
道
府
県
に
地
域
医
療

計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
、
医
療
機
関
の

再
編
に
よ
る
医
療
資
源
の
地
域
偏
在
是
正

や
公
立
病
院
の
経
営
改
善
を
促
し
た
。

　

全
国
の
公
立
病
院
が
抱
え
る
累
積
赤
字

が
2
兆
円
を
突
破
し
た
平
成
19
年
、
総
務

省
は
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
公
表
。
公
立
病
院
を
抱
え
る
自
治
体
に

対
し
、
経
営
再
建
に
向
け
た
「
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
」（
平
成
21
〜
25
年
度
）
の

策
定
を
義
務
付
け
、
27
年
度
に
は
再
編
統

合
を
促
す
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表

し
て
、
平
成
29
〜
令
和
2
年
度
を
期
間
と

す
る
新
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
求
め
た
。

　

広
尾
町
は
、
平
成
20
年
度
に
病
院
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
。
21
年
度
に
は
病
床
数
を

面　積：596.1 ㎢
人　口：6,680 人（令和元年 11 月末現在）
世　帯：3,321 世帯（令和元年 11 月末現在）
職員数：122 人（普通会計）
HPアドレス：http://www.town.hiroo.hokkaido.jp/
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地
域
医
療
研
究
の
拠
点
施
設
に

　

医
療
人
材
の
確
保
と
育
成
に
向
け
た
新

た
な
取
組
も
始
ま
っ
た
。
独
法
化
と
同
時

に
院
内
に
「
十
勝
地
域
医
療
研
究
所
」
を

開
設
。
総
合
診
療
医
の
育
成
と
地
域
医
療

の
充
実
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
用
し
た
、
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）
の
画
像
共
有

や
、
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
で
患
者
を
診
療
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
医
療
分
野
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
移
動
手
段
と
し
て
小
型
飛

行
機
を
活
用
す
る
な
ど
、
医
療
資
源
が
偏

在
す
る
北
海
道
特
有
の
課
題
の
解
決
策
も

探
る
。
ま
た
、
医
療
系
大
学
に
寄
付
講
座

を
設
け
、
同
院
で
総
合
診
療
医
の
養
成
に

取
り
組
む
構
想
も
あ
る
。
一
方
、
病
院
事

務
局
に
は
現
在
、
町
が
5
人
の
事
務
職
員

を
派
遣
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、
医

療
事
務
に
詳
し
い
プ
ロ
パ
ー
職
員
を
養
成

す
る
こ
と
で
、
独
自
の
事
務
体
制
を
構
築

す
る
方
針
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
医
療
や
介
護
を
担
う
人
材

の
育
成
に
向
け
、
東
都
大
学
看
護
学
科
に

進
学
す
る
道
立
広
尾
高
校
の
生
徒
を
対
象

に
、
卒
業
後
6
年
間
は
国
保
病
院
で
勤
務

す
る
こ
と
を
条
件
に
返
還
不
要
の
奨
学
金

制
度
を
創
設
。
北
斗
が
独
自
に
設
け
た
奨

学
金
制
度
を
利
用
し
て
、
同
大
の
理
学
療

法
学
科
で
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
超
え
て

　

北
斗
の
久
保
田
部
長
は
週
3
日
、
国
保

病
院
に
勤
務
し
な
が
ら
、
渡
辺
事
務
長
ら

と
コ
ス
ト
削
減
や
運
営
体
制
の
課
題
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
る
。
渡
辺
事
務
長
は

「
医
薬
品
や
医
療
機
器
、
調
度
品
な
ど
を

民
間
の
基
準
に
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
取

得
単
価
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

地
方
財
政
法
の
縛
り
が
あ
る
市
町
村
は
、

予
算
単
年
度
主
義
が
原
則
で
、
複
数
年
度

契
約
や
物
品
の
取
得
と
保
守
管
理
を
一
体

に
し
た
契
約
は
困
難
で
し
た
」
と
話
す
。

　

久
保
田
部
長
は
「
行
政
と
民
間
は
会
計

制
度
も
異
な
る
た
め
、
最
初
は
共
通
認
識

を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
緒
に
仕
事
を
続
け
る
中
で
、
お
互

い
の
立
場
や
考
え
方
を
理
解
し
合
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。
動
き
出
し

た
歯
車
は
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い
る
。

　

独
法
化
か
ら
間
も
な
く
1
年
─
。
村
瀨

町
長
は
「
独
法
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
予
算
や

財
務
、
人
事
の
面
で
、
自
立
性
と
弾
力
性

を
持
っ
た
病
院
経
営
が
で
き
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
地
域
医
療
は
地
域
の
中
で
完
結

す
る
と
い
う
こ
と
が
理
想
の
姿
で
す
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
収
益
力
を
高

め
る
こ
と
で
、
病
院
の
収
支
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
財
政
的
な
自
立
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
今
後
は
南
十
勝
と
日
高
東
部
の

拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
診
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

　都市と地方における医師の偏在は市町村に出口の見えない苦難を強いてき
た。ある首長は「医師確保が最大の使命。医師が居なくなることを考えると
夜も眠れない」と漏らす。こうした中で公表された「公立病院再編リスト」
に対する反発が拡大している。厚労省は医療費削減、自治体財政を所管す
る総務省は、地方交付税の削減をちらつかせ、病院削減を迫っている。政
府の「既定路線」との疑念を持つ市町村も多い。一方で現状の病院経営に
限界を感じる市町村が病院存続の選択肢として独法化に注目している。だ
が、現場には根強い抵抗感もある。職員の待遇問題とともに、不採算部門の
切り捨てにつながるとの懸念もある。道内の市町村で初となる独法化に舵を
切った広尾町の取組は、公立病院の経営難や医師確保などの問題を抱えてい
る多くの市町村が試金石として、その成り行きを注視している。

Focus

国保病院は長年にわたり地域医療を支えている

町との意思疎通を図り、地域医療を支えたい─
と話す久保田連携推進部長
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会
医
療
法
人
・
北
斗
と
提
携
し
、
国
保
病

院
を
独
法
化
す
る
方
針
を
固
め
た
。

町
の
主
体
的
関
与
を
維
持
す
る

　

町
は
平
成
30
年
6
月
に
移
行
準
備
室
を

設
置
。
独
法
化
に
よ
り
48
人
の
正
職
員
は

非
公
務
員
化
す
る
。
地
方
公
務
員
の
身
分

を
失
う
こ
と
へ
の
反
発
も
あ
っ
た
が
、
法

人
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
町
職
員
の

在
職
期
間
を
通
算
し
て
退
職
金
を
算
定
す

る
規
程
を
整
備
す
る
な
ど
、
非
公
務
員
化

に
伴
う
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で

合
意
を
得
た
。
村
瀨
町
長
は
「
町
の
主
体

的
関
与
を
維
持
し
、
病
院
経
営
に
責
任
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
方
式
は
独
法
化
し
か

選
択
肢
が
無
く
、
北
斗
と
の
連
携
に
よ
り

専
門
外
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
が
見
込

め
る
と
判
断
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

平
成
5
年
に
開
業
し
、
21
年
に
社
会
医

療
法
人
認
可
と
な
っ
た
北
斗
は
、
帯
広
市

で
北
斗
病
院
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
、
介
護
老
人
保
健
施
設
を
、上
士
幌
・
新

得
の
両
町
で
診
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
運
営
し

て
い
る
。
11
年
に
地
域
医
療
連
携
室
を
設

置
。
30
年
に
は
十
勝
医
師
会
と
在
宅
医
療

や
介
護
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

管
内
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
相
談
に

対
応
す
る
「
十
勝
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
た
。

　

理
事
の
久
保
田
亨
・
連
携
推
進
部
長
は

「
広
尾
町
を
は
じ
め
管
内
7
町
に
あ
る
医

療
機
関
に
は
医
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
過

疎
化
や
少
子
高
齢
化
で
厳
し
さ
を
増
す
地

域
医
療
の
維
持
と
充
実
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
広
尾
町
の
『
病
院
を
存
続
さ
せ

た
い
』
と
い
う
強
い
思
い
に
応
え
る
た
め

独
法
化
に
よ
る
病
院
経
営
を
北
斗
が
支
援

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
病
院
経
営
に

　

平
成
31
年
4
月
に
「
地
方
独
立
行
政
法

人
・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院
」
が
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
独
法
理
事
長

に
北
斗
の
鎌
田
一
理
事
長
、
副
理
事
長
・

病
院
長
に
は
新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
だ
っ

た
計
良
基
治
医
師
が
就
任
し
た
。
常
勤
医

は
3
人
。
看
護
師
や
准
看
護
師
な
ど
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
は
、
法
人
職
員
に
移
行
し

た
。
診
療
科
は
総
合
診
療
科
（
週
2
日
）

と
耳
鼻
咽
頭
科
（
週
3
日
）
を
加
え
た
11

科
に
増
え
た
。
週
2
日
だ
っ
た
整
形
外
科

も
、
休
診
日
を
除
き
毎
日
受
診
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
毎
週
木
曜
日
は
午
後
7
時

ま
で
夜
間
診
療
も
行
っ
て
い
る
。

　

遅
れ
て
い
た
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
も
進

め
、
北
斗
病
院
と
診
療
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
渡
辺
事
務
長
は
「
導
入
コ
ス
ト

の
問
題
や
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
増
へ
の
配
慮

か
ら
、
導
入
を
進
め
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た

が
、
北
斗
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
民
間
の
ス
ピ
ー

ド
感
を
活
か
し
、
短
期
間
で
導
入
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

独
法
化
直
前
の
平
成
30
年
度
は
、
1
日

当
た
り
１
２
４
人
だ
っ
た
外
来
患
者
数

は
、
本
年
度
は
２
０
３
・
2
人
（
令
和
元

年
11
月
現
在
）
に
増
加
。
周
辺
町
村
か
ら

訪
れ
る
利
用
者
も
増
え
て
い
る
。
月
曜
日

や
月
末
に
は
、
50
台
収
容
の
駐
車
場
が
満

車
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
村
瀨
町
長
は

「
従
来
は
帯
広
市
の
病
院
で
検
査
が
必
要

な
場
合
、
外
来
予
約
と
検
査
の
た
め
、
広

尾
と
帯
広
を
2
往
復
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
連
携
に
よ
り
、
そ
の
場
で

北
斗
病
院
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
病
院
の
運
営
に
民
間
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
へ
の
接
遇
も
変
わ
り
ま
し
た
。
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
は
『
安
心
し
て
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
』
と
い
う
声
も
届
い
て
い

ま
す
」
と
手
応
え
を
語
る
。

独法化は最善の選択だった─と強調する村瀨町長

提携先となった社会医療法人北斗が運営する北斗病院
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鶴
岡
市
、
首
都
圏
な
ど
に
仕
事
を
求
め
る

若
年
層
の
流
出
が
加
速
し
て
い
る
。
町
は

定
住
人
口
の
維
持
・
増
加
を
目
的
と
す
る

空
き
家
対
策
を
重
要
政
策
に
位
置
付
け
て

多
様
な
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。

　

豪
雪
地
帯
の
山
形
県
だ
が
、
遊
佐
町
は

積
雪
が
比
較
的
少
な
く
、
温
暖
な
気
候
や

自
然
環
境
が
自
慢
だ
。
町
外
か
ら
移
住
や

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
人
も
多
い
。

　

平
成
24
年
に
は
、
町
や
商
工
会
、
観
光

協
会
、
地
域
の
区
長
会
や
婦
人
会
な
ど
で

組
織
す
る
「
遊
佐
町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
町
が
策
定
し
た

定
住
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
25
年
か
ら

「
定
住
住
宅
利
活
用
事
業
（
借
上
空
家
リ

フ
ォ
ー
ム
制
度
）」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
が
10
年
間
の
期
間
を

設
け
、
空
き
家
を
公
費
で
借
り
上
げ
、
リ

フ
ォ
ー
ム
後
に
移
住
希
望
者
な
ど
に
貸
し

出
す
。
対
象
と
な
る
物
件
は
、
2
人
の
集

落
支
援
員
が
、
町
内
6
地
区
の
区
長
や
町

内
会
と
協
議
し
て
選
定
す
る
。
建
物
の
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
建
設

業
組
合
が
推
薦
す
る
業
者
が
施
工
。
物
件

の
維
持
管
理
と
賃
貸
契
約
の
事
務
は
、
町

内
の
不
動
産
業
者
が
担
当
し
、
入
居
者
と

賃
貸
契
約
を
交
わ
す
。
支
払
わ
れ
る
家
賃

は
、
住
宅
の
所
有
者
7
割
、
不
動
産
会
社

2
割
、
町
1
割
の
比
率
で
配
分
す
る
。

賃
貸
住
宅
へ
の
関
心
を
高
め
る

　

平
成
25
年
か
ら
年
間
2
棟
の
ペ
ー
ス
で

リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
、
30
年
度
ま
で
に
12

棟
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
提
供
し
た
。
町
企

画
課
の
荒
木
茂
・
定
住
促
進
係
長
は
「
個

人
が
所
有
す
る
物
件
に
公
費
を
投
入
す
る

こ
と
に
議
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
空
き
家

の
劣
化
が
地
域
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
不

安
が
大
き
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

町
に
よ
る
と
平
成
30
年
現
在
、
町
内
に

は
世
帯
数
の
1
割
に
相
当
す
る
４
９
４
戸

の
空
き
家
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
4
割
は
老

朽
度
が
低
く
、
利
活
用
が
可
能
な
状
態
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、
持
ち
家
志
向
が
高
い

町
内
で
は
協
議
会
発
足
当
時
、
賃
貸
住
宅

に
対
す
る
住
民
の
関
心
は
低
か
っ
た
。

　

定
住
住
宅
利
活
用
事
業
を
通
じ
て
、
空

き
家
活
用
の
可
能
性
や
賃
貸
ニ
ー
ズ
の
掘

り
起
こ
し
を
進
め
た
結
果
、
町
内
で
は
空

き
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運

が
高
ま
っ
て
き
た
。
町
と
促
進
協
議
会
が

運
営
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
は
、
平
成
27
年

以
降
の
登
録
数
が
91
件
に
上
り
、
こ
の
う

ち
75
件
が
成
約
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
空
き
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
賃
貸
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
き
も
出
て

き
た
た
め
、
町
は
こ
の
取
組
を
民
間
サ
イ

ド
に
委
ね
、
新
た
な
手
法
で
未
利
用
の
空

き
家
や
空
き
店
舗
の
活
用
を
図
ろ
う
と
、

移
住
希
望
者
へ
の
起
業
支
援
と
組
み
合
わ

せ
た
対
策
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

起
業
希
望
者
を
空
き
家
に
呼
び
込
め

　

町
は
平
成
29
年
に
「
空
き
家
再
生
地
域

お
こ
し
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
空
き
家
や

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
町
内
で
新
規
起
業

を
目
指
す
移
住
希
望
者
に
貸
し
出
す
と
い

う
新
た
な
取
組
だ
。
起
業
す
る
オ
ー
ナ
ー

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
町
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
内
装
の
改
修
な
ど
を

協
働
で
手
掛
け
、
改
修
費
は
４
０
０
万
円

を
上
限
に
町
が
負
担
す
る
。
原
則
10
年
以

上
、
営
業
を
続
け
る
こ
と
を
条
件
に
開
店

後
3
年
間
は
、
町
が
賃
料
を
補
助
し
、
毎

年
1
棟
の
ペ
ー
ス
で
対
象
と
な
る
空
き
物

件
や
業
種
な
ど
を
決
め
る
。

　

平
成
29
年
度
は
、
築
77
年
の
古
民
家
が

カ
フ
ェ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
30
年
度
に

は
、
美
容
院
だ
っ
た
建
物
を
改
修
し
て
パ

ン
屋
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
本
年
度
は
、
酒

屋
だ
っ
た
空
き
家
を
食
堂
に
改
修
し
て
、

来
年
度
か
ら
の
営
業
を
目
指
し
て
い
る
。

荒
木
係
長
は
「
中
心
部
の
空
き
店
舗
対
策

も
重
要
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
住

人口対策と空き家対策は両輪─と語る荒木係長

平成 30 年にオープンした古民家カフェわだや
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持
ち
家
志
向
が
高
い
山
形
県

　

山
形
県
は
、
北
海
道
の
空
知
・
石
狩
両

管
内
の
合
計
面
積
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
９
３

０
０
平
方
㌔
の
広
さ
が
あ
る
。
令
和
元
年

11
月
現
在
の
人
口
は
１
０
７
万
６
３
７
２

人
。
県
民
性
の
一
つ
に
持
ち
家
志
向
の
高

さ
が
あ
る
。
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
全
世
帯
数
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
と
子
ど
も
が
同
居
す
る
世
帯
は
54
・

7
％
、
祖
父
母
と
孫
が
一
緒
に
暮
ら
す
三

世
代
同
居
世
帯
は
17
・
8
％
で
、
い
ず
れ

も
全
国
で
最
も
高
く
、
単
身
高
齢
者
世
帯

市
町
村
の
重
点
政
策�

3

空
き
家
を
価
値
あ
る
資
産
に

リ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
で
地
域
を
変
え
る 

山
形
県
遊
佐
町

　
市
町
村
に
と
っ
て
過
疎
・
高
齢
化
に
伴
う
空
き
家
の
増
加
は
悩
み
の
種
だ
。
し
か
し
、
活
用
を
呼
び
掛
け
る
だ
け
で
は

問
題
解
決
は
前
進
し
な
い
─
。
山
形
県
遊ゆ

佐ざ

町ま
ち

は
、
公
費
で
借
り
上
げ
た
空
き
家
物
件
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
賃
貸
住
宅
と

し
て
提
供
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
賃
貸
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
中
古
住
宅
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
取
組
を
進

め
て
い
る
。
さ
ら
に
県
を
含
む
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
買
取
再
販
事
業
を
通
じ
て
、
空
き
家
の
資
産
価
値
を
高
め
、
子
育

て
世
代
を
中
心
と
す
る
定
住
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
っ
た
。

の
割
合
が
低
い
特
徴
が
あ
る
。

　

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
県
内
の

戸
建
て
住
宅
1
戸
当
た
り
の

延
べ
面
積
は
１
６
１
平
方
㍍

で
北
海
道
よ
り
も
3
割
広

い
。
持
ち
家
率
も
75
％
に
達

し
、
富
山
・
福
井
両
県
に
次

い
で
全
国
第
3
位
。
公
営
住

宅
の
戸
数
は
、
全
国
で
4
番

目
に
少
な
い
９
９
０
０
戸
だ
。

　

遊
佐
町
は
県
の
最
北
、
日

本
海
沿
岸
の
庄
内
地
域
に
位

置
し
、
県
内
最
高
峰
の
鳥
海
山
（
２
２
３

６
㍍
）
と
日
本
海
に
囲
ま
れ
、
農
業
を
中

心
に
発
展
し
た
。
平
成
28
年
9
月
に
同
町

を
含
む
山
形
・
秋
田
両
県
の
3
市
1
町
で

構
成
す
る
「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
。
自

然
豊
か
な
鳥
海
山
や
鳥
海
温
泉
な
ど
を
訪

れ
る
観
光
客
は
年
間
４
０
０
万
人
に
上
る
。

公
費
で
空
き
家
を
借
り
上
げ
て
再
生

　

遊
佐
町
の
人
口
は
、
昭
和
25
年
の
2
万

５
７
２
６
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て

い
る
。
特
に
近
年
は
、
県
内
の
酒
田
市
や

面　積：208.4 ㎢
人　口：13,696 人（令和元年 10 月現在）
世　帯：4,975 戸（令和元年 10 月現在）
職員数：136 人（普通会計ベース）
HPアドレス：http://www.town.yuza.yamagata.jp/
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町が公費でリフォームした空き家。家賃は月額3万8千円
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こ
と
か
ら
、
新
築
分
譲
住
宅
よ
り
も
コ
ス

ト
を
抑
え
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅
の
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
市
町
村
の
関

心
も
高
い
。
同
課
の
千
葉
友
美
子
建
築
主

査
は
「
昨
年
8
月
の
内
覧
会
は
一
般
向
け

で
し
た
が
、
市
町
村
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
人
口
規
模
が
比
較
的
小

さ
い
遊
佐
町
の
取
組
は
、
参
考
に
な
る
事

例
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
1
号
は
、
県
南
東

部
に
位
置
す
る
人
口
約
3
万
人
の
上
山
市

だ
。
平
成
30
年
11
月
に
築
36
年
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
住
宅
を
2
人
の
子
ど
も
を
持

つ
市
内
在
住
の
30
代
夫
婦
が
購
入
し
た
。

同
市
は
30
年
1
月
に
、
明
海
大
学
不
動
産

学
部
（
千
葉
県
浦
安
市
）
と
空
き
家
の
活

用
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
関
連

団
体
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
か
み
の
や

ま
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
を
設
立
。
市
街
地
の
住

宅
密
集
地
帯
で
空
き
家
の
解
体
や
売
却
、

土
地
区
画
整
理
な
ど
を
進
め
、
子
育
て
世

代
を
中
心
と
す
る
定
住
促
進
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
鶴
岡
市
も
25
年
度
に
特
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
バ
ン
ク

を
設
立
し
、
市
街
地
の
空
き
家
の
解
消
と

市
街
地
の
再
生
に
取
り
組
む
な
ど
、
県
内

で
は
空
き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
が
加
速
し
て
い
る
。

中
古
住
宅
流
通
の
仕
組
み
が
必
要

　

県
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
事
例
を
積

み
上
げ
、
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
を
後
押

し
し
た
い
考
え
だ
。
県
建
築
住
宅
課
の
星

川
辰
也
企
画
主
査
は
「
県
内
で
流
通
し
て

い
る
戸
建
て
住
宅
の
う
ち
中
古
住
宅
は
８

％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
中
古
に
人
気
が
無

い
の
で
は
な
く
、
市
場
に
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

不
動
産
市
場
の
小
さ
い
市
町
村
で
は
民
間

事
業
者
に
よ
る
中
古
住
宅
の
流
通
が
難
し

い
た
め
、
行
政
に
よ
る
掘
り
起
こ
し
と
利

用
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
役
割
を
将
来
的
に
民
間
組
織

が
担
う
こ
と
が
理
想
的
で
す
」
と
話
す
。

　

三
世
代
同
居
率
が
国
内
で
最
も
高
い
山

形
県
だ
が
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
核
家
族
世
帯
は
一
般
世
帯
39
万
２
２

８
８
世
帯
の
49
・
9
％
に
当
た
る
19
万
５

５
２
０
世
帯
に
上
る
。
単
身
高
齢
者
ま
た

は
高
齢
夫
婦
だ
け
の
世
帯
は
、
7
万
９
１

２
０
世
帯
に
上
り
、
高
齢
化
の
進
行
と
と

も
に
空
き
家
数
は
増
加
し
て
い
る
。
平
成

30
年
の
調
査
時
点
で
、
県
内
の
空
き
家
は

約
5
万
４
２
０
０
戸
に
上
り
、
5
年
前
の

調
査
と
比
較
し
て
約
8
千
戸
増
加
し
て
い

る
。
星
川
主
査
は
「
今
後
も
空
き
家
の
増

加
は
避
け
ら
れ
ず
、
市
町
村
と
連
携
し
た

取
組
が
不
可
欠
」
と
強
調
す
る
。

　所有者責任を原則とする空き家対策に市町村が乗り出すと、地域住民
の反発を招くことがある。現在の遊佐町は昭和 29 年に6町村の合併で誕
生した。現在も旧町村単位に集落が分散しているが、2人の集落支援員
が各地域の区長や町内会との連携を密にすることで、空き家の発生状
況や損傷の度合いを随時把握している。きめ細かい情報を逐次集積す
ることで、空き家の利活用や安全確保などの対策を講じやすくなる。
賃貸住宅が不足している町内では、移住希望者の受け皿として空き家の
価値が高まっている。程度の良い空き家を新築並みにリノベーションの
手を加え、新たな価値を付加することで厄介者の空き家が人口増加の受
け皿として生まれ変わっている。中でも産学官連携や実働部隊となる
NPOなどの存在が原動力となっていることは、注目すべきポイントだ。

Focus

中古住宅流通の仕組
みづくりが必要─山
形県建築住宅課の星
川辰也企画主査

新築より価格の安い
リノベーション住宅
のニーズは高い─山
形県すまい・まちづ
くり公社まちづくり
推進課の桔川潤さん
（左）と千葉友美子さん
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民
が
中
心
に
な
り
、
町
に
有
っ
た
ら
良
い

と
思
う
業
種
を
話
し
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
が
多
い
店
舗

の
起
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
劣
化
防
止

　

町
内
で
は
所
有
者
が
地
元
を
離
れ
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
、
管
理
が
行
き
届
か
な

い
空
き
家
も
増
加
し
て
い
る
。
町
内
で
活

動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
な
か
暮
ら
し
遊

佐
応
援
団
」
は
、
促
進
協
議
会
の
委
託
を

受
け
て
、
住
宅
所
有
者
に
代
わ
り
、
空
き

家
の
保
守
管
理
を
行
う
「
空
き
家
管
理

サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
し
て
い
る
。

　

管
理
対
象
に
な
る
の
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
る
賃
貸
ま
た
は
売
却
予

定
の
物
件
で
、
所
有
者
立
ち
会
い
の
下
で

物
件
の
状
況
を
確
認
後
、
受
託
が
可
能
と

判
断
し
た
物
件
を
対
象
に
3
コ
ー
ス
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
住
宅
の
鍵

を
管
理
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、

内
覧
を
希
望
す
る
人
を
案
内
す
る
「
カ
ギ

管
理
コ
ー
ス
」（
月
額
５
０
０
円
）
の
ほ

か
、
鍵
の
管
理
に
加
え
て
、
玄
関
周
り
の

簡
易
な
清
掃
や
、
住
宅
外
部
の
目
視
に
よ

る
点
検
、
庭
木
の
確
認
を
行
う
「
見
回
り

コ
ー
ス
」（
月
額
1
千
円
）
が
あ
る
。

　

月
額
2
千
円
の
「
し
っ
か
り
管
理
コ
ー

ス
」
は
、
見
回
り
コ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
加
え
、
屋
内
の
換
気
や
、
水
道
の
通

水
、
床
の
簡
易
清
掃
、
雨
漏
り
な
ど
の
確

認
も
行
う
。
見
回
り
や
管
理
の
結
果
は
月

1
回
、
実
施
報
告
書
を
所
有
者
に
郵
送
す

る
。
暴
風
や
大
雨
、
大
地
震
の
発
生
時
に

は
臨
時
の
巡
視
も
行
う
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
て
、
建
物
の
劣
化
を
防
ぎ
、
賃
貸

や
売
却
が
可
能
な
状
態
を
維
持
す
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
を
支
援

　

町
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
と
利
活

用
を
促
進
す
る
た
め
、
登
録
者
を
対
象
と

し
た
支
援
制
度
を
設
け
た
。「
空
き
家
利

活
用
促
進
事
業
」
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
た
物
件
の
所
有
者
ま
た
は
町
内
に

定
住
す
る
意
思
を
持
つ
入
居
者
を
対
象
と

し
、
住
宅
内
に
残
さ
れ
た
家
財
道
具
な
ど

の
処
分
や
搬
出
、
室
内
の
清
掃
に
要
す
る

経
費
の
2
分
の
1
、
20
万
円
を
上
限
に
補

助
す
る
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

て
、
住
宅
の
賃
貸
や
売
買
を
行
う
所
有
者

や
利
用
者
に
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
す

る
制
度
も
あ
る
。
県
外
在
住
の
若
者
世
帯

の
場
合
、
住
宅
を
購
入
す
る
と
、
補
助
率

2
分
の
1
、
30
万
円
を
上
限
に
補
助
金
を

交
付
す
る
。
賃
貸
借
の
場
合
は
補
助
率
3

分
の
1
、
20
万
円
が
上
限
と
な
る
。

　

荒
木
係
長
は
「
他
に
も
移
住
者
に
最
大

１
２
０
万
円
の
定
住
住
宅
取
得
支
援
金
を

支
給
す
る
制
度
も
あ
り
、
住
宅
面
で
手
厚

い
支
援
で
講
じ
て
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

空
き
家
を
活
か
す
買
取
再
販
事
業

　

町
は
本
年
度
、
県
、
県
す
ま
い
・
ま
ち

づ
く
り
公
社
（
県
住
宅
供
給
公
社
）、
東

北
芸
術
工
科
大
学
（
山
形
市
）
と
連
携
し

た
「
空
き
家
再
生
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
参
画
し
た
。
公
社
が
空

き
家
の
建
物
と
敷
地
を
取
得
し
、
同
大
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
基
づ
き
デ
ザ
イ
ン
と
工
事

を
進
め
、
町
と
連
携
し
て
販
売
を
進
め
る

新
し
い
〈
買
取
再
販
事
業
〉
だ
。

　

昨
年
8
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
・
遊

佐
駅
の
東
側
に
あ
る
、
昭
和
30
年
建
築
の

2
階
建
て
住
宅
を
公
社
が
取
得
。
減
築
に

よ
り
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
「
ゆ
ざ
の

家
」
の
名
称
で
発
売
し
た
。
販
売
価
格
は

税
込
み
で
１
７
５
０
万
円
と
い
う
。

　

同
公
社
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
桔
川
潤

ま
ち
づ
く
り
推
進
主
査
は
「
遊
佐
町
に
は

移
住
・
定
住
の
ニ
ー
ズ
が
一
定
程
度
あ
る 空き家をリノベーションした「ゆざの家」の外観（上）と内装
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深
部
体
温
が
下
が
る
こ
と
を
低
体
温
症

と
い
い
ま
す
。
冬
山
で
遭
難
し
た
り
、
冷

た
い
水
の
中
で
溺
れ
た
り
、
重
大
な
事
態

に
な
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
簡

単
に
下
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
方

が
正
し
い
の
で
す
。
も
し
も
深
部
体
温
が

下
が
る
と
、
体
全
体
の
だ
る
さ
や
眠
気
と

い
っ
た
症
状
が
出
て
く
る
の
で
、
寒
さ
は

む
し
ろ
感
じ
に
く
く
な
る
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
冷
え
を
感
じ
た
時

は
、
あ
く
ま
で
も
低
体
温
で
は
な
く
、
血

行
不
良
だ
と
理
解
す
る
べ
き
な
の
で
す
。

　�

冷
え
性
の
原
因

　

冷
え
性
の
根
本
原
因
は
、
局
所
の
血
行

不
良
で
す
が
、
血
行
不
良
を
引
き
起
こ
す

も
の
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
自

律
神
経
と
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
で

す
。
自
律
神
経
は
血
管
に
分
布
し
て
血
行

を
調
節
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
寒

さ
に
反
応
し
て
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
の
も

自
律
神
経
の
は
た
ら
き
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
自
律
神
経
が
過
度
に
働
い
て
し
ま
う

と
血
行
が
悪
く
な
り
、
冷
え
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
自
律
神
経
の

不
調
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
や
男
性
ホ
ル
モ

ン
が
、
加
齢
と
と
も
に
減
少
す
る
更
年
期

に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

3

　

自
律
神
経
に
よ
る
血
行
の
調
整
は
、
運

動
時
に
も
重
要
な
役
割
を
し
ま
す
。
運
動

中
に
は
酸
素
が
必
要
で
す
の
で
、
動
か
し

て
い
る
筋
肉
で
は
、
血
行
が
盛
ん
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
運
動
に
よ
っ
て
熱
が
生
ま

れ
、
そ
れ
に
よ
る
体
温
上
昇
を
防
ぐ
た
め

に
、
自
律
神
経
の
作
用
で
皮
膚
の
血
行
が

大
幅
に
多
く
な
り
、
熱
を
放
出
す
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
運
動
が
不
足

し
て
い
る
状
態
に
な
る
と
、
自
律
神
経
の

働
き
が
と
て
も
鈍
く
な
り
、
何
も
し
て
い

な
い
時
の
血
行
ま
で
悪
化
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
普
段
あ
ま
り

運
動
を
し
て
い
な
い
、
筋
肉
が
少
な
い

人
、
た
と
え
ば
若
い
女
性
や
、
事
務
作
業

の
み
の
仕
事
の
人
も
、
冷
え
性
に
な
り
や

す
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　�

冷
え
性
へ
の
対
処

　

冷
え
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
冷
え
を

感
じ
た
部
分
の
血
行
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
圧

迫
な
ど
で
直
接
、
刺
激
を
与
え
る
と
、
そ

の
反
動
で
血
管
の
拡
張
が
起
こ
り
、
血
行

が
良
く
な
り
ま
す
。
特
に
指
先
の
冷
え
に

は
〈
図
〉
の
よ
う
に
両
手
を
合
わ
せ
て
い

る
と
1
分
も
し
な
い
う
ち
に
温
ま
っ
て
き

ま
す
。
衣
類
や
入
浴
な
ど
で
、
冷
え
た
部

4

分
を
温
め
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
温
め
る
こ
と
で
血
管
が
拡
張
し
て
し

ま
う
の
で
、
温
め
た
後
に
、
急
速
に
熱
が

逃
げ
る
現
象
が
起
こ
り
、
冷
え
を
感
じ
や

す
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
保
温
に
も

気
を
使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
全
身
の
血
行
の
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
運
動
不
足
を
解
消
す
る
の
も
有

効
な
方
法
で
す
。
軽
く
汗
ば
む
ぐ
ら
い
で

ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
が
、
体
操
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
毎
日

30
分
程
度
の
継
続
し
た
運
動
が
大
切
で
す
。

　

食
べ
物
で
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
に
血
行
改
善

の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
ろ
し

シ
ョ
ウ
ガ
を
み
そ
汁
に
、
カ
レ
ー
に
シ
ョ

ウ
ガ
を
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
に
も
、
血
行

改
善
の
効
果
が
あ
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
入
り
の

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
。

P r o f i l e
北海道大学医学部卒業（医師免許
取得）
北海道大学大学院医学研究科修了
（医学博士取得）
北海道大学医学部助手、札幌医科
大学医学部助教授を経て現在は同
教授。専門分野は循環生理学と循
環薬理学。主な著書は「Clinical
生体機能学─生理学から症状がわ
かる─」（南山堂）、「いちばんやさ
しい生理学の本─生きるしくみ」
（秀和システム）。

當瀬　規嗣
（とうせ・のりつぐ）

まとめ

��１��� 冷えは部分的血行不良で起こる
2 冷えは低体温のことではない
3 �血行不良はホルモンバランスの乱れや

運動不足で起こる

4 �冷えにはマッサージ、運動、ショウガ�
などが有効

●�図　指先の冷えを解消するポーズ
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冷
え
性
と
は

　
「
部
屋
は
暖
か
い
の
に
、
手
足
だ
け
が

冷
た
く
な
る
」「
何
枚
も
重
ね
着
し
て
い

る
の
に
、
背
中
や
腰
に
冷
え
を
感
じ
て
不

快
だ
」。
こ
う
し
た
症
状
に
悩
む
人
は
結

構
多
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
症
状
を
冷

え
性
と
呼
び
ま
す
。
な
ぜ
冷
え
を
感
じ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
体
の
一
部
分
の
温
度
が

周
り
の
部
分
よ
り
低
く
な
る
と
、
周
り
の

温
度
と
比
較
す
る
こ
と
で
「
冷
え
た
」
と

脳
が
判
断
す
る
た
め
で
す
。
な
の
で
、
体

全
体
の
温
度
が
下
が
っ
た
時
は
、
そ
れ
を

冷
え
と
感
じ
る
こ
と
は
な
く
「
寒
さ
」
と

し
て
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

体
の
一
部
だ
け
温
度
が
低
く
な
る
理
由

は
血
液
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
血
行
に
あ
り

ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
血
液
は
水
で
で

き
て
い
ま
す
。
水
は
一
度
温
ま
る
と
冷
め

に
く
い
と
い
う
物
理
的
性
質
を
持
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
血
液
は
体
の
熱
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
の
中
心
で
温
め

ら
れ
た
血
液
は
、
体
の
各
部
分
に
流
れ
込

ん
で
、
そ
の
部
分
を
温
め
る
効
果
を
示
す

1

の
で
す
。
逆
に
言
う
と
、
血
行
が
悪
い
部

分
が
あ
る
と
、
そ
こ
は
温
め
ら
れ
な
い
の

で
、
温
度
が
気
温
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
冬
の
よ
う
に
気
温
が
低
い
と
、
血

行
が
悪
い
部
分
は
極
端
に
温
度
が
下
が

り
、
冷
え
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
夏
の
暑
い
盛
り
に
冷
え
を
感
じ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
気
温
が
急

速
に
下
が
り
始
め
る
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
、
冷
え
を
感
じ
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
は
寒
さ
を
感
じ
る
と
、
皮

膚
表
面
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
で
、

皮
膚
に
行
く
血
流
を
低
下
さ
せ
て
、
血
液

の
温
か
さ
が
皮
膚
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
防

ご
う
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
寒
く
な
る

と
、
皮
膚
全
体
の
血
行
が
低
下
す
る
の

で
、
普
段
か
ら
血
行
の
悪
い
と
こ
ろ
は
、

そ
れ
が
極
端
に
な
り
、
そ
の
部
分
の
冷
え

は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
の
で
す
。

　

や
は
り
、
冷
え
性
と
寒
さ
は
同
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
寒
さ
は
冷
え
性
の
引
き

金
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
低
体
温
と
冷
え
性

　

よ
く
、
体
温
が
低
い
か
ら
冷
え
性
に
な

る
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
厳
密
に
言
う
と
誤
り
で
す
。
人
の
体
を

維
持
し
て
、
活
動
す
る
た
め
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
常
に
消
費
し
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
、
体
に
は
熱
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
熱

を
血
液
が
体
の
中
心
に
集
め
て
体
温
が
維

2

持
さ
れ
ま
す
。
体
の
中
心
の
温
度
な
の

で
、
芯
の
温
度
と
か
、
深
部
体
温
と
か
呼

ば
れ
ま
す
。
人
の
脳
に
は
、
深
部
体
温
を

一
定
に
管
理
す
る
体
温
調
節
中
枢
が
あ

り
、
深
部
体
温
は
か
な
り
厳
重
に
37
℃
に

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
個
人
差

は
な
く
、
誰
で
も
37
℃
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
体
の
中
で
深
部
体
温
に
よ
っ

て
温
め
ら
れ
た
血
液
が
、
手
足
や
皮
膚
に

流
れ
込
む
こ
と
で
、
そ
の
部
分
を
温
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
外
気
と
接
し
て
い

る
の
で
温
度
は
37
℃
よ
り
下
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
体
温
を
測
る
と
き
に
は
、
腋
の

下
を
使
い
ま
す
が
、
こ
の
場
所
で
も
深
部

体
温
よ
り
も
0
・
5
℃
ぐ
ら
い
低
く
出
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
通
常

の
体
温
（
い
わ
ゆ
る
平
熱
）
は
36
・
5
℃

程
度
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

冷
え
性
の
人
は
、
皮
膚
へ
の
血
行
が
悪

い
状
態
だ
と
考
え
る
と
、
こ
の
腋
の
下
で

測
る
温
度
は
、
も
っ
と
下
が
っ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
体
温

が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
冷
え
性
な
ん
だ
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
本
当
の
体
温
で
あ
る

深
部
体
温
は
下
が
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

冷
え
性

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
冷
え
性
の
皆
さ
ん
に
は
つ
ら
い
季
節
で
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
続
き
運
動
不

足
に
な
る
と
、
自
律
神
経
の
働
き
が
鈍
り
、
冷
え
性
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
適
度
な
運
動
で
体
の
冷
え
を
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
の
2
〜
3
年

で
苗
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
配
布
し
、
町
が
栗
の
木
で
あ
ふ
れ
る
こ

と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
思

い
を
寄
せ
る
故
郷
・
栗
山
に
た
く
さ
ん
の

栗
の
木
が
あ
る
っ
て
素
敵
で
す
ね
。

農
園
で
癒
し
の
時
間
を
満
喫
し
よ
う

　
「
ま
る
八
い
け
だ
農
園
」
の
池
田
昌
史

さ
ん
は
6
年
前
、
町
内
で
最
大
規
模
と
な

る
７
０
０
本
の
栗
林
を
受
け
継
ぎ
、
観
光

農
園
を
営
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
は
地

面
に
落
ち
た
イ
ガ
を
拾
い
ま
す
。
私
も
挑

戦
し
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
良
い
栗

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
農
園
で

は
、
拾
っ
た
栗
の
実
を
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン

で
焼
き
栗
に
し
て
く
れ
ま
す
。
疲
れ
た
ら

ハ
ン
モ
ッ
ク
で
一
休
み
。
日
本
の
原
風
景

の
よ
う
な
里
山
の
光
景
は
、
ど
こ
か
懐
か

し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
訪
れ
た
栗
林
で
、
葉
っ
ぱ

の
美
し
さ
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。
細
く

て
シ
ュ
ッ
と
し
た
姿
は
栗
な
ら
で
は
で
す
。　

こ
の
葉
っ
ぱ
で
和
菓
子
を
包
ん
だ
ら
ど
ん

な
に
綺
麗
だ
ろ
う
─
と
妄
想
し
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
も
計
画
中
で
す

　

い
け
だ
農
園
は
、
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
限

ら
ず
、
四
季
折
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

組
み
合
わ
せ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
木
漏

れ
日
が
最
高
で
す
。
冬
も
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
栗
の
木
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
周
辺
の
森
は
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
や
ク

マ
ゲ
ラ
が
住
む
自
然
の
王
国
で
す
。
き
れ

い
な
川
で
は
釣
り
も
楽
し
め
ま
す
。
昨
年

は
、
外
国
人
を
対
象
に
し
た
試
験
ツ
ア
ー

も
行
い
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
ア

メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皆
さ
ん
に
も
、

と
て
も
好
評
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

池
田
さ
ん
は
世
界

中
で
山
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。

周
り
に
は
、
冒
険
家

や
音
楽
家
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
専
門
家
な
ど

の
友
人
が
大
勢
い
ま

す
。「
観
光
農
園
を

運
営
す
る
楽
し
さ
は
、
お
客
さ
ん
の
反
応

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
で

す
ね
」
と
池
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
多
く

の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
忙
し
い
毎
日
だ
か

ら
こ
そ
、
農
園
で
非
日
常
を
楽
し
ん
で
欲

し
い
─
。
わ
く
わ
く
感
い
っ
ぱ
い
で
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栗
山
の
自
然
と
栗
を
愛
し
て

　

池
田
さ
ん
は
自
然
栽
培
で
栗
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
目
標
は
栗
の
木
を
1
千
本
に

増
や
す
こ
と
で
す
。
木
に
寄
っ
て
く
る
虫

の
種
類
や
活
動
時
期
の
サ
イ
ク
ル
を
調

べ
、
虫
が
寄
り
付
か
な
い
よ
う
に
す
る
研

究
も
進
め
て
い
ま
す
。
木
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
弱
め
の
剪
定
を
心
掛
け
、
成
長

点
を
止
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
人
間
は
木
の
成
長
を
少
し
手
伝
う
だ
け

で
す
」
と
話
す
池
田
さ
ん
。
自
然
を
愛
す

る
池
田
さ
ん
ら
し
い
農
業
で
す
。
栗
の
魅

力
が
人
を
呼
び
、
お
い
し
い
お
菓
子
で
人

が
喜
び
、
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
し
て

育
っ
て
い
く
。〈
桃
栗
三
年
〉
と
言
い
ま

す
が
、
栗
山
町
の
栗
の
木
と
生
産
者
の
皆

さ
ん
の
夢
が
大
き
く
育
ち
ま
す
よ
う
に
！

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）

P r o f i l e
野菜ソムリエ上級Pro
北海道6次産業化プランナー
平成 21 年に北海道で4人目となる野菜ソムリエ
協会の上級資格を取得し、同協会の講師となる。
「青果物ブランディングマイスター」として農産
物のブランド化などマーケティングを行う。平成
24 年から、農林水産省事業の6次産業化プラン
ナーとなり、生産者の商品開発や店舗などをサ
ポートしている。北海道大学大学院国際広報メ
ディア・観光学院DMO育成プログラム履修生。

いけだ農園のネイチャーツアー
（左端が池田さん）

いけだ農園のダッチオーブン
焼き栗

紅葉シーズンの栗林も魅力的

観光農園のいけだ農園では栗拾いを楽しめる
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栗
山
─
栗
の
木
が
繁
茂
し
て
い
る
所

　
「
栗
山
」
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
で
〈
ヤ

ム
・
ニ
・
ウ
シ
〉。
栗
の
木
が
繁
茂
し
て

い
る
所
と
い
う
意
味
で
す
。
戦
前
ま
で
た

く
さ
ん
の
栗
の
木
が
あ
る
町
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
減
っ
た
理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
戦
争
中
は
銃
の
材
料
と
し
て
硬

い
栗
の
木
が
重
宝
さ
れ
た
」「
鉄
道
の
枕

木
に
使
わ
れ
た
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
栗
の
復
活
を
目
指
し
、
10
数
年
前
に

農
家
の
後
藤
三
夫
さ
ん
が
苗
を
育
て
始
め

ま
し
た
。
平
成
22
年
に
は
「
北
の
く
り
や

ま
栗
づ
く
り
協
議
会
」
も
発
足
し
、
栗
の

栽
培
や
商
品
化
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
は
苗
木
が
冬
を
越
せ
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
7
人
の
生
産
者
が
年
間
８

０
０
㌔
の
実
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

栗
の
特
産
品
が
続
々
と
誕
生
！

　

3
年
前
に
初
め
て
訪
問
し
た
の
が
「
水

上
農
園
」
で
す
。
育
成
中
の
木
を
含
め
る

と
約
２
０
０
本
の
栗
の
木
が
あ
り
ま
す
。

お
菓
子
作
り
名
人
の
水
上
由
美
子
さ
ん

が
、
甘
露
煮
や
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
商
品

化
し
ま
し
た
。
ケ
ー
キ
全
体
の
4
割
が
栗

と
い
う
ぜ
い
た
く
な
逸
品
で
す
。
こ
の

太
っ
腹
は
生
産
者
な
ら
で
は
。
栗
山
で
収

穫
さ
れ
る
栗
の
実
は
、
本
州
産
と
比
べ
て

小
ぶ
り
で
す
が
、
上
品
な
甘
み
と
し
っ
と

り
と
し
た
食
感
が
あ
り
、
ケ
ー
キ
と
の
相

性
は
抜
群
で
す
。
1
個
１
３
０
０
円
と
い

う
値
段
に
売
れ
行
き
を
心
配
し
た
そ
う
で

す
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
定
番
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

栗
と
い
え
ば
秋
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
季
節
に
関
係
な
く
、
栗
を
使
っ
た

商
品
を
お
店
に
置
い
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
は
「
く
り
ア
ン
パ
ン
」
を
商
品
化
し
ま

し
た
。
白
イ
ン
ゲ
ン
と
栗
を
合
わ
せ
た
上

品
で
や
さ
し
い
甘
み
が
特
徴
で
す
。

　

栗
の
栽
培
で
特
に
大
切
な
の
は
剪せ
ん

定て
い

で

す
。
気
候
や
土
壌
に
合
わ
せ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

は
地
域
で
異
な
り
ま
す
。
農
園
に
適
し
た

方
法
を
見
つ
け
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
続

け
た
そ
う
で
す
。
水
上
農
園
は
、
1
粒
33

㌘
と
い
う
小
さ
な
実
を
1
・
5
倍
の
大
き

さ
に
育
て
よ
う
と
、
冬
場
も
剪
定
の
技
に

野 菜 ソ ム リ エ の

ベ ジ フ ル ラ ン ド

北 海 道 ！ ！

見てよし！食べてよし！
「栗のふるさと・栗山町」編

野菜ソムリエ上級 Pro・北海道6次産業化プランナー　
萬谷　利久子

　
栗
山
町
と
い
え
ば
栗
の
木
が
た
く
さ
ん

あ
る
に
違
い
な
い
─
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
戦
後
に
か
け
て
数
を
減
ら

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
農
業
者
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
復
活
に
向
け
た
活
動
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。
栗
の
実
を
使
っ
た
お
菓
子

づ
く
り
や
、
栗
拾
い
が
楽
し
め
る
観
光
農

園
の
運
営
な
ど
、
栗
の
魅
力
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水上農園の水上
勝敏さん・由美
子さんご夫妻

くりアンパンに「栗山栗」の焼き印を押す
水上由美子さん

栗をたっぷり使った水上

農園のパウンドケーキ

水上農園のお店に並ぶ甘露煮
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て
、
交
付
金
額
を
誤
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
行
政
処
分
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
誤
り
を
是
正
す
る
べ

く
、
取
消
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
注
６
）。

B
さ
ん　
交
付
決
定
を
全
て
取
り
消
す
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
交
付
要
件
等
に
誤
り
が
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
交
付
し
た
金
額
に
つ
い
て

誤
っ
て
い
る
だ
け
で
す
の
で
、
当
初
の
交

付
決
定
全
体
で
は
な
く
、
超
過
部
分
の
支

給
を
取
り
消
せ
ば
足
り
る
と
考
え
ま
す
。

取
り
消
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
C
さ

ん
が
保
有
す
る
法
的
根
拠
が
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
返
還
を
求
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

B
さ
ん　
C
さ
ん
が
納
得
せ
ず
、
任
意
に

返
還
し
て
頂
け
な
い
場
合
は
強
制
徴
収
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
今
回
の
返
還
請
求
債
権
は
、
非

強
制
徴
収
公
債
権
に
当
た
る
た
め
、
C
さ

ん
が
任
意
に
返
還
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
注
7
）。

　
解
　
説

注
1
　
行
政
処
分
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
誤
り
を

是
正
す
る
た
め
の
取
消
処
分
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
他
方
、
負
担
付
贈
与
契
約
で
あ
る
場
合
は
、

条
例
で
定
め
る
上
限
を
超
え
る
贈
与
は
、
条
例
上

の
上
限
額
（
内
心
）
と
決
定
通
知
（
表
示
）
に
錯

誤
が
あ
る
た
め
無
効
に
な
る
（
民
法
95
条
）
と
解

さ
れ
、
返
還
を
求
め
る
た
め
の
処
分
を
必
要
と
し

な
い
。

注
2
　
補
助
金
の
法
的
性
質
が
行
政
処
分
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
取
消
決
定
に
基
づ
く
返
還
請
求
債

権
は
、
非
強
制
徴
収
公
債
権
に
な
る
と
解
さ
れ

（
後
記
の
注
7
を
参
照
）、
不
当
利
得
返
還
請
求
権

（
民
法
7
0
3
条
）
の
性
質
を
有
す
る
も
の
の
、

消
滅
時
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
民
法
で
は
な
く
、

地
方
自
治
法
2
3
6
条
1
項
が
適
用
さ
れ
、
5
年

と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
補
助
金
の
法
的
性
質

が
贈
与
契
約
で
あ
る
場
合
、
錯
誤
無
効
の
主
張
に

よ
っ
て
返
還
を
求
め
る
債
権
は
私
債
権
に
な
る
と

解
さ
れ
、
消
滅
時
効
期
間
は
民
法
1
6
7
条
1
項

に
よ
り
10
年
と
な
る
。

注
3
　
大
阪
市
長
の
定
め
た
妊
産
婦
対
策
費
支
給

要
綱
に
基
づ
き
同
和
地
区
住
民
の
し
た
支
給
申
請

が
行
政
事
件
訴
訟
法
3
条
5
項
の
「
法
令
に
基
づ

く
申
請
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た

大
阪
高
判
昭
和
54
年
7
月
30
日
は
、
要
綱
に
よ
る

支
給
で
あ
っ
て
も
法
律
を
具
体
化
し
て
一
定
の
受

給
要
件
を
定
め
て
支
給
す
る
補
助
金
は
行
政
処
分

で
あ
る
と
判
示
し
た
。

注
4
　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
の
整
備
費
の
補
助

金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
、
市
が
何
ら
の
処
分
を

し
な
い
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
争
わ
れ
た
事
案
に

お
い
て
、
大
阪
高
判
平
成
18
年
11
月
8
日
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
す
る
補
助
金
の
支
給
（
地
方

自
治
法
2
3
2
条
の
2
）
は
、
本
来
私
法
上
の
贈

与
の
性
質
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
─

こ
れ
を
公
権
力
の
行
使
と
認
め
る
た
め
に
は
、
補

助
金
支
給
を
申
請
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
位
に
権

利
性
を
付
与
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る
法
令
の
規

定
が
必
要
と
い
う
べ
き
」
と
し
た
上
で
、
市
の
補

助
金
交
付
要
綱
は
市
長
が
内
部
規
則
と
し
て
制
定

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
令
と
し
て
の
拘
束
力
を

有
せ
ず
、
補
助
金
交
付
申
請
に
対
す
る
市
長
の
拒

否
は
、
行
政
処
分
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

注
5
　
条
例
に
よ
る
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
行
政

処
分
性
が
争
わ
れ
た
名
古
屋
地
判
平
成
16
年
9
月

9
日
は
、「
ど
の
よ
う
な
行
為
を
行
政
処
分
と
す

る
か
は
、
個
別
的
な
立
法
政
策
に
よ
っ
て
定
ま
る

問
題
で
あ
る
か
ら
、
行
政
庁
の
当
該
行
為
が
処
分

性
を
有
す
る
か
否
か
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
法
令

の
目
的
、
要
件
、
手
続
、
効
果
な
ど
を
個
別
具
体

的
に
検
討
し
、
当
該
行
為
を
行
政
庁
の
優
越
的
な

意
思
の
発
動
と
し
て
行
わ
せ
、
私
人
に
対
し
て
そ

の
結
果
を
受
忍
す
べ
き
一
般
的
拘
束
を
課
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
意
思

の
発
動
を
適
法
と
す
る
た
め
の
要
件
を
定
め
て
行

政
庁
が
こ
の
要
件
の
充
足
の
有
無
を
判
断
し
て
行

動
す
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
か
否
か
を
総
合

的
に
判
断
し
て
決
す
べ
き
」
と
判
示
し
た
。

注
６
　
市
が
高
校
の
後
援
会
に
対
し
て
交
付
し
た

補
助
金
に
つ
い
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
存
在

が
争
点
と
な
っ
た
住
民
訴
訟
事
件
で
、
仙
台
高
判

平
成
27
年
7
月
15
日
は
、「
補
助
金
交
付
決
定
の

取
消
決
定
前
の
時
点
に
お
い
て
も
、
実
質
的
に
は

返
還
請
求
権
が
存
在
し
て
い
る
も
の
と
同
視
す
る

こ
と
に
支
障
は
な
い
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

と
判
示
し
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
、「
誤
支
給

の
返
還
は
取
消
処
分
を
す
る
必
要
が
な
い
た
め
民

法
7
0
3
条
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
差
支
え
な

い
」
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
（
第
一
法
規
・
青
田

悟
朗
著
「
判
断
に
迷
っ
た
ら
読
む
　
自
治
体
の
債

権
管
理
50
の
疑
問
か
ら
わ
か
る
解
決
の
糸
口
」）

注
7
　
公
債
権
は
、
賦
課
決
定
な
い
し
法
律
に
よ

る
行
政
の
処
分
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る
債
権
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
債
権
は
、
契
約
行
為

に
よ
っ
て
発
生
す
る
債
権
で
あ
る
（
例
え
ば
、
水

道
料
金
、
公
営
住
宅
の
使
用
料
、
学
校
給
食
費

等
）。
公
債
権
は
、
強
制
徴
収
で
き
る
も
の
（
例

え
ば
、
地
方
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
下
水
道
料

金
等
）
と
強
制
徴
収
は
で
き
ず
民
事
執
行
を
必
要

と
す
る
も
の
（
公
立
学
校
授
業
料
等
）
と
に
分
か

れ
る
。
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A
町
総
務
課
長
B
さ
ん　
当
町
は
、
人
口

減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、
町
外
か
ら
の

移
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
町
内
で
住
宅

を
新
築
、
改
修
、
取
得
し
よ
う
と
す
る
人

向
け
に
、
補
助
金
を
交
付
す
る
条
例
を
設

け
て
い
ま
す
。
先
日
、
2
年
前
に
補
助
金

を
交
付
し
た
C
さ
ん
と
い
う
町
民
の
方
に

つ
い
て
、
補
助
金
の
算
定
方
法
に
誤
り
が

あ
り
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
条
例
で

定
め
る
上
限
を
超
え
る
金
額
の
補
助
金
を

交
付
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
当
町
か
ら
、
C
さ
ん
に
対
し
て
上
限

を
超
え
た
部
分
の
返
還
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
C
さ
ん
は
、「
正
式
な
手
続
を
経

て
交
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
返

す
義
務
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張

し
て
、
返
還
を
拒
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
当
町
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士　
ま
ず
、
当
該
補
助
金
の
法
的
性

質
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
法
的
性
質
を

行
政
処
分
と
捉
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

負
担
付
贈
与
契
約
と
捉
え
る
の
か
に
よ
っ

て
、
返
還
請
求
を
導
く
た
め
の
理
屈
や
手

続
、
効
果
の
面
で
違
い
が
生
じ
て
く
る
か

ら
で
す
（
注
1
・
注
2
）。

B
さ
ん　
そ
う
な
の
で
す
ね
。
C
さ
ん
か

ら
は
、
ど
う
い
う
根
拠
か
ら
返
還
を
求
め

て
い
る
の
か
と
の
説
明
も
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
理
屈
の
面
で
も
し
っ
か
り
と
押

さ
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

弁
護
士　
地
方
公
共
団
体
が
交
付
す
る
補

助
金
の
法
的
性
質
は
、
法
律
上
は
明
確
に

定
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
を
行

政
処
分
と
捉
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
贈
与

契
約
と
し
て
捉
え
る
の
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
補
助
金
の
内
容
、
支
給
の
根
拠
、
支
給

要
件
等
に
応
じ
て
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
（
注
3
・
注
4
・
注
5
）。
今
回
問
題

と
な
っ
て
い
る
貴
町
の
補
助
金
で
す
が
、

交
付
の
要
件
や
手
続
は
ど
の
程
度
具
体
的

に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

B
さ
ん　
ま
ず
、
交
付
要
件
で
す
が
、
補

助
の
対
象
と
な
る
住
宅
の
取
得
等
の
費
用

の
下
限
や
工
事
の
内
容
等
に
つ
い
て
細
か

く
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
交
付
手
続
に

つ
い
て
は
、
申
請
か
ら
決
定
に
至
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
が
、
施
行
規
則
で
具
体
的
に

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士　
補
助
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
。

B
さ
ん　
住
宅
の
取
得
等
に
要
す
る
費
用

に
対
す
る
一
定
割
合
を
基
本
と
し
、
新
築

と
リ
フ
ォ
ー
ム
、
中
古
物
件
の
取
得
と

い
っ
た
内
容
に
応
じ
た
上
限
額
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

弁
護
士　
そ
う
す
る
と
、
条
例
や
施
行
規

則
に
よ
っ
て
、
補
助
金
交
付
の
た
め
の
要

件
、
手
続
、
効
果
が
具
体
的
に
定
ま
っ
て

お
り
、
支
給
の
有
無
や
金
額
に
裁
量
の
余

地
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
場

合
の
補
助
金
の
法
的
性
質
は
、
行
政
処
分

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

profile
弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 0１１-26１-8455　FAX 0１１-26１-9１88
・北海道町村会顧問
・一般社団法人札幌市医師会顧問
・北海道教育委員会顧問

弁護士 column

補
助
金
を
過
大
に

交
付
し
た
場
合
の
返
還
請
求

　
市
町
村
財
政
の
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
税
金
の
使
い
道
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
の
行
方
に

も
、
住
民
の
厳
し
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
事
務
手
続
上
の
誤
り
か
ら
、
移
住
促
進
に
関
連
す
る
補

助
金
を
、
申
請
者
で
あ
る
住
民
に
過
大
に
交
付
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
返
還
請
求
に
関
す
る
対
応
と

法
律
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
A
町
総
務
課
長
と
弁
護
士
の
Q
＆
A
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士　

佐
々
木
　
泉
顕
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登別市

安平町

三者間同時通訳システムを導入
外国人観光客からの 119 番にも迅速対応

道の駅を震災復興のシンボルに
鉄道と歩んだ町の歴史を新たな観光資源に

　登別市消防本部は昨年6月、コールセンターの
通訳を介在して、外国人観光客との意思疎通を図
る「三者間同時通話システム」を導入した。
　市内では、中国や台湾、韓国などアジア圏を中
心に外国人観光客が急増。平成 30 年度は約 48 万
6千人を数えた。病気やけがによる救急搬送も増
加し、昨年の救急搬送件数は 41 件に上った。
　中でも増えている個人旅行客は、添乗員やガイ
ドがいないため、消防隊員が直接対応しなければ
ならず、これまでは、スマートフォンのアプリや
外国語を話せる人に通訳を依頼してしのいできた
が、通報内容を正確に訳せないこともあり、正確
な意思疎通を図る仕組みづくりが課題だった。
　新たに導入したシステムは、民間コールセン

　昨年4月に道内 124 番目の道の駅としてオープ
ンした安平町の「道の駅あびらＤ

デゴ イチ

51ステーショ
ン」が、間もなく1周年を迎える。平成 30 年の
胆振東部地震で大きな被害を受けた同町は、道の
駅を復興のシンボルに位置付けながら、交流人口
の拡大に向けた拠点として活用を進めている。
　道の駅には、かつて町内の鉄路を走った2両の
鉄道車両を展示。蒸気機関車「Ｄ 51」は、町内
在住の国鉄ＯＢが、長年にわたりボランティアで
整備を続けてきた結果、国内屈指といわれる美し
い状態で保存され、全国の鉄道ファンの人気を集
めている。また、北海道専用特急型ディーゼル
カー「キハ 183 系」は、運転席や客室を公開して
いるほか、車内スペースを活用したコンサートも

ターの通訳が電話を介して、外国人観光客と消防
隊員とのやり取りをサポートする。24 時間体制
で英語、中国語、タイ語など 17 カ国語に対応
し、119 番通報を受理する同本部内の通信指令室
だけでなく、救急車の出動現場でも利用できる。
本格運用の開始後、昨年 11 月末までに3件の救
急事案に対応したという。
　同本部の猪股昌史警防主幹は「通報者が話して
いる言語が何語か分からない場合でも、コールセ
ンターで的確に判別してくれます。今後も迅速で
的確な救急対応に役立てていきます」と話す。

開かれるなど、幅広い年代層に親しまれている。
　地震発生から約7カ月後にオープンした道の駅
は、現在も順調に客足を伸ばしている。町は新千
歳空港に近い立地条件を活かしながら、道の駅を
入口とした訪日客の誘客促進に向け、地場産品の
ブランド化や特産品開発も進めていく方針だ。
　町地域推進課道の駅経営推進グループの岡康弘
グループリーダーは「鉄道とともに発展してきた
町の地域資源を活かし、道の駅を軸にして、新た
なまちづくりの形を示していきたい」と語る。

鉄道の駅をモチーフに
したレガシーギャラ
リーでは、町の歴史を
学ぶことができる

システムを利用
した訓練の様子

道の駅には蒸気
機関車とディー
ゼルカーが並ぶ
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01

02

千歳市・恵庭市

浦臼町

隣接する2市が連携協定を締結
行政資源を補い、地域課題の解決へ

エゾシカ肉で地域活性化を
食肉処理施設と減量化施設を新設

　千歳・恵庭両市は昨年8月 30 日に「連携施策
の充実拡大に関する覚書」を締結した。隣接する
両市の資源を活用し、不足する部分を補い合いな
がら、住民の快適な生活に必要な行政サービスの
持続的な提供と行政コストの削減の両立を目指す。
　山口幸太郎千歳市長、原田裕恵庭市長が覚書に
署名した。具体的な取組をまとめた連携施策推進
計画には 18 分野・26 事業を盛り込んだ。行政事
務の効率化に加え、観光や企業誘致、移住・定住
の促進などの分野でも相乗効果が期待される。
　締結に至った背景には、明治 30 年まで同じ行
政区域にあった歴史的なつながりとともに、現在
も通勤や通学、買い物などを通じて、双方の住民
が両市を行き来することが多いという実情がある。

　浦臼町が整備を進めていたエゾシカ肉の処理加
工施設「北海道シュヴルイユ浦臼工場」が昨年
10 月1日に稼働した。エゾシカ駆除の促進によ
る農業被害の軽減とともに、エゾシカ肉を活用し
た特産品開発による地域活性化を図る狙いがある。
　町と道、食肉加工会社のアイマトン（本社・滝
川市）、道猟友会美唄支部浦臼部会は、事業主体
のコンソーシアム「ジビエ・ｄｅ・そらち」を設
立。農水省の「ジビエ倍増モデル整備事業」の補
助を受けながら、食肉処理施設や、残さを微生物
に分解処理させる減量化施設の整備を進めた。
　施設にエゾシカを持ち込むには事前に登録が必
要で、これまでに空知管内 74 人、管外 25 人のハ
ンターが登録している。年間の採算ラインは 800

　本年度は、観光分野での共同プロモーションや
連携イベントの開催、消防車両の相互賃借、圏域
外からの移住促進に向けた合同相談会の開催など
を実施した。新年度以降も、両市の広報などを活
用した情報発信、市職員の合同研修、水道事業に
関する定期情報交換会などを計画しているという。
　千歳市の小尾千智企画課長は「推進計画に盛り
込んだ 18 分野 26 事業だけではなく、幅広い部門
で情報交換を行い、両市が連携しながら地域の課
題解決を進めていきたい」と抱負を語る。

頭。買取価格は1㌔当たり 135 円とした。
　昨年 11 月末までに 170 頭を加工。出荷先は首
都圏が最も多く、管内や札幌圏の飲食店やスー
パーにも出荷している。工場では品質向上を徹底
するため、ハンター向けのマニュアルを作成する
など、技術や意識の向上にも取り組んでいる。
　町産業振興課の車田利夫主幹は「安全・安心な
空知産ジビエの安定供給が当面の目標です。管内
産のワインとコラボした地産地消を進め、交流人
口の増加にもつなげていきたい」と話す。

市町村の動き

エゾシカを食肉に
加工する様子

覚書に署名した山口千歳
市長（左）と原田恵庭市長

北海道シュヴルイユ
浦臼工場の外観

2市合同で開催した
移住相談会
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上富良野町

留萌市・増毛町・小平町

「ロケに訪れたいまち」で全国第1位！
ロケツーリズム観光の実現に大きな一歩

こどもパスポートでお得に楽しもう！
留萌・空知8市町の魅力を紹介

　上富良野町は昨年8月、東京で開かれた「第5
回全国ふるさと甲子園」で、全国 55 地域から選
ばれる「ロケツーリズム賞」の第1位を獲得した。
　イベントは「行って、食べて、買って、ふるさ
と応援！」をテーマに、映画やドラマなどのロケ
誘致に取り組む市町村などが5つの賞を争う。
　ロケツーリズム賞は、テレビや映画などの映像
制作者の審査と投票で「撮影してみたい」と感じ
る地域を選定。同町は人気テレビドラマ「北の国
から」の舞台として知られ、美しい景観を活かし
た映画やＣＭなどの撮影実績も豊富だ。昨年夏に
町内で行われた邦画のロケにも、町を挙げて協力
するなど、受け入れ体制も高く評価された。
　町は旭川出身の作家、故・三浦綾子さんの代表

　留萌市と増毛・小平の両町で構成する留萌南部
地域広域観光連携協議会は昨年7月、深川市など
空知管内北部の5市町と連携して「北そらち〜南
るもいこどもパスポート」を発行した。
　パスポート型の冊子には、留萌南部の3市町と
深川、妹背牛、秩父別、北竜、沼田の空知北部5
市町の情報を掲載。子どもと一緒に家族全員で楽
しめる施設の紹介をはじめ、子ども向けの体験メ
ニューや子ども連れでも入りやすい飲食店の情報
を紹介している。また、観光施設や飲食店の割引
クーポンも付いている。管内や市町の枠組みを超
え、広域的に交流人口の拡大を図る狙いがある。
　冊子は1万部を作成し、両地域の道の駅や観光
施設のほか、札幌市内でも配布した。場所によっ

作として知られ、大正 15 年に発生した十勝岳噴
火災害を克明に描いた「泥流地帯」の映画化実現
に向けた取組を進めており、今回の受賞は映画関
係者への大きなアピールにもなったとしている。
　町企画商工観光課の上嶋義勝主幹は「さまざま
な映像作品をきっかけにして、より多くの人がロ
ケ地である上富良野を訪ね、風景やグルメととも
に、心を込めたおもてなしを満喫してほしい。こ
うしたロケツーリズム観光を、地域振興の新しい
柱に位置付けていきたい」と期待を語る。

ては、数日間で品切れになる人気ぶりという。
　冊子の配布に合わせて、両地域の道の駅や温泉
施設、飲食店などのスポットを巡るスタンプラリー
も開催中だ。1月末までの期間中にスタンプを集
めて応募すると、合計 100 人に両地域の特産品な
どが当たる。留萌市経済港湾課観光物産係の秦野
恭輔主事は「本年度末には、高規格幹線道路の深
川・留萌自動車道が全線開通を予定している。こ
の企画をきっかけにして、より多くの人たちが両
地域を訪れるようになれば」と期待を込める。

こどもパスポートを
PＲするポスターパスポートは1万部を作成

上富良野町のブースでは
向山富夫町長（中央）ら
が「ふらのメロン」など
のグルメをPＲ

映像制作者と
のマッチング
の様子
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浦河町

木古内町

窓口にテレビ電話通訳サービス
外国人労働者に優しい町を目指して

特賞は重さ 230㌔の鉄道レール！
町内周遊のクイズラリーが話題に

　浦河町は本年度、外国人労働者を対象にした窓
口サービスを向上するため、タブレット端末を介
したテレビ電話通訳システムを導入した。
　競走馬の生産や育成が盛んな町内では、人口減
少に伴い、競走馬を調教する騎乗員が不足。この
ため、インドやフィリピン、マレーシアなど 15
カ国から競走馬育成の専門的スキルを持った人材
を迎えている。本年度は約 250 人の外国人が競走
馬の育成牧場などで働いており、半数以上をイン
ド人が占めているという。日本語を話せない人も
多く、窓口対応に当たる町職員は、転入の届け出
や税務、健康保険などの説明で苦慮していた。
　新たに導入したのは「テレビ ｄｅ 通訳」で、
オペレーターがタブレットの画面を通じ、リアル

　木古内町が昨年夏に開催した「鉄道のまち木古
内町クイズラリー」が、全国的に注目を集めた。
特産の「はこだて和牛」とともに、特賞として町
が用意したのは、鋼鉄製で長さ 4.5㍍、230㌔もの
重さがある本物の〈鉄道用レール〉だった─。
　クイズラリーは、夏休み期間を利用して、観光
客に町内を周遊してもらう参加型イベントとして
開催。新幹線が道内で最初に停車するＪＲ木古内
駅は、かつて旧江差線や旧松前線が分岐する交通
の要衝として町の発展を支えた。町内には、旧江
差線の線路跡を活用した「道南トロッコ鉄道」
や、鉄道資料を展示している郷土資料館など、鉄
道関連の観光資源が豊富にある。また、木古内駅
前にある「道の駅　みそぎの郷きこない」で販売

タイムで職員と外国人の会話を通訳する。対応言
語は英語、中国語、インドの公用語であるヒン
ディー語など 13 言語。平成 30 年9月に試験導入
し、本年度から町民課窓口での本格運用を始め
た。お互いの顔が見えるため、従来型のテレビ電
話よりも的確で迅速な通訳対応が可能になった。
　町の伊藤雅教・企画課長は「画面に出るオペ
レーターがその場で通訳してくれるので、使い勝
手が良く、窓口を訪れた外国人住民の皆さんや、
対応に当たる職員にも好評です」と話している。

している「道南いさりび鉄道」のオリジナルグッ
ズも、訪れる人の人気を呼んでいる。
　特賞のレールは、平成 26 年に廃止された旧江
差線に敷かれていた本物で、自力で引き取りに来
ることが条件。当選者は悩み抜いた末に引き取り
を辞退したが、ユニークな企画は、新聞やテレビ
の全国ニュースでも紹介された。町まちづくり新
幹線課の畑中正実主査は「鉄道の町という強みを
活かし、多くの予算をかけずに認知度の向上につ
なげることができた。今後も木古内に注目しても
らえるような取組を発信していきたい」と話す。

タブレットが設置された窓口

旧江差線の線路跡を利用した
「道南トロッコ鉄道」は家族
連れを中心に人気

操作画面で言語を
選択できる

特賞の景品となったレール
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上士幌町

釧路市

「豊岡ヴィレッジ」がオープン
廃校を魅力発信の新たな拠点に

「ｋ -Ｂｉｚ」の開設から1年
中小企業支援の拠点として好評

　上士幌町で昨年6月、閉校した小学校の校舎や
グランドを整備し、住民交流や食品開発の拠点に
改装した「豊岡ヴィレッジ」がオープンした。
　旧豊岡小学校は昭和 57 年に閉校。町内を拠点
に活動するＮPＯ法人・上士幌コンシェルジュ

（田西長徳代表理事）が平成 30 年に取得した。移
住者を含む職員を中心に1年がかりで改修を進
め、校舎内に多目的スペースや調理室、カフェな
どを整備。グラウンドも農地として活用している。
　オープン後は、地域住民の交流イベントの開催
や、同法人と地元農業者が、地域の農産物を活か
したドレッシングやケチャップなどの「豊岡ブラ
ンド食品」の開発拠点としても活用している。本
年度は冬季休業に入ったが、来年度以降は、通年

　釧路市が平成 30 年8月に開設したビジネスサ
ポートセンター「ｋ - Ｂｉｚ（ケービズ）」が、
中小企業支援の拠点として存在感を発揮している。
　相談内容は、売上の増加、人材採用、創業など
幅広く、センターでは、情報発信や販路開拓の手
法、商品やサービスの開発など、企業の体力に応
じた実現可能なプランを具体的に提案する。
　相談は無料。開所後1年間の相談件数は、当初
計画の約3倍の 1256 件に上る。相談の 85％は市
内事業者だが、帯広など市外の事業者も訪れる。
市産業振興部の河面真平専門員は「事業者が必ず
持つ強みを見出し、どのように活かすのか一緒に
考えながら、売上アップの具体策を提示すること
をモットーにしています」と力を込める。

で利用することができる体制を整える考えだ。
　同法人は平成 22 年、町と連携した移住・定住
の促進を目的に発足。移住希望者向けの生活体験
モニター事業や、ネットショップの運営、ふるさ
と納税の返礼品発送業務を町から受託している。
　町商工観光課の平岡崇志主査は「法人との連携
により移住者が着実に増加し、まちづくりに力を
発揮しています。豊岡ヴィレッジは、多様な住民
が活動できる場として、上士幌の魅力を発信する
拠点としても期待されています」と話す。

　センターは、静岡県富士市の「ｆ - Ｂｉｚ（エ
フビズ）」をモデルに、市や経済団体、金融機関
の連携により開設した。センター長の公募では全
国から 110 人が応募するなど話題を集めた。
　当初はセンター長1人の体制で、相談の予約待
ちが1〜2カ月に及ぶこともあった。市はＩＴア
ドバイザーなどのスタッフを増やし、体制を強化
している。河面専門員は「経営者の皆さんのニー
ズを的確に捉え、多くの成功事例を生み出すこと
で、経済活性化につなげていきたい」と語る。

所内での相談風景。
親身な対応が好評だ

市内のビル2階にある
ｋ - Ｂｉｚのオフィス

教室を改装したカフェは
毎週土・日曜にオープン

「豊岡ヴィレッジ」
の外観
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利尻町・利尻富士町

網走市・斜里町・清里町・小清水町

利尻島の漁業遺産群を後世に
利尻しまじゅうエコミュージアムが始動

列車を見ながらお食事を！
沿線4市町が「鉄ちかスポット」をＰＲ

　利尻町と利尻富士町は〈利尻島内の漁業遺産群
と生活文化〉が、平成 30 年に北海道遺産に選定
されたことを契機に、遺産群の保全と活用を通じ
た滞在型観光促進に向けた取組を進めている。
　昨年4月には、推進組織となる「利尻しまじゅ
うエコミュージアム」が発足。昨年 11 月に開催
した「利尻産業遺産フォーラム」では、島の宝で
ある遺産群の保全と活用を通じた地域活性化の在
り方について、地域住民と意見交換を行った。
　古くから漁業で栄えた島内には、漁獲したニシ
ンを生きたまま一時的に貯蔵したり、悪天時に漁
船が避難したりするために設けた「袋

ふくろ

澗
ま

」や、ニ
シンを煮詰めて肥料に加工する釜場などの漁業遺
産群とともに、漁業を中心とする生活文化を伝え

　ＪＲ釧網本線の沿線に位置する網走、斜里、清
里、小清水の4市町と道のオホーツク総合振興局
は、列車を眺めながら食事などを楽しむことがで
きる「鉄ちかスポット」のPＲを進めている。
　4市町は、鉄道利用促進や公共交通の維持に関
する意識醸成に加え、魅力的な観光コンテンツの
掘り起こしを通じた交流人口の拡大を目指す。
　藻琴、北浜、浜小清水、止別、知床斜里、札弦
の各駅周辺にある6施設を「鉄ちかスポット」に
選定し、駅や公共施設でポスターを掲示。子育て
世代をターゲットに沿線や近隣市町の小中高校や
幼稚園・保育園にもリーフレットを配布している。
　6施設のうち、札弦駅に近い清里町の「道の駅
パパスランドさっつる」では、お手頃価格で楽し

る石碑や獅子舞などの歴史遺産が残されている。
　両町は袋澗などの主要な遺産群を紹介する案内
板の設置や、住民や観光客を対象にした普及活動
などを計画している。エコミュージアムの事務局
を担当する利尻富士町産業振興課の山本博文商工
観光係長は「島内で遺産群の価値を再確認するこ
とで、保全・継承に向けた意識向上につなげてい
きたい。観光客の皆さんには、島の自然や食とと
もに、歴史や文化にも触れる機会を提供すること
で、滞在日数の増加にもつなげたい」と話す。

むことができる「手ぶら
バーベキュー」の利用者を
対象として、野菜の詰め合
わせをプレゼントする期間

限定特典を提供。例年はほとんどいない 10 月の
バーベキュー利用者が急増するとともに、ＪＲを
利用して道の駅を訪れる人も増えているという。
　網走市観光商工部観光課の田端光雄・広域観光
推進係長は「近隣の市町村が持つ強みや、課題を
共有しながら、ＪＲの利用促進と路線の維持存続
に向けて、沿線市町村が一丸となった観光PＲな
どの取組を進めていきたい」と意欲を語る。

「鉄ちかスポット」を
紹介するポスター

列車を見ながら手ぶらで
バーベキューを楽しめる道
の駅パパスランドさっつる

一般公募で選ばれたロゴ
マーク。利尻島の4地区
と利尻山をデザイン

ニシンを一時貯蔵
したり、船を避難
したりする袋澗
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れ
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、
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て
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も
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す
。
こ
の
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り
分

け
に
日
本
は
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敗
し
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い
ま
す
。

三
井
住
友
海
上
の
働
き
方
改
革

　

私
は
昭
和
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年
、
旧
自
治
省
に
入
り
ま

し
た
。
当
時
は
残
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り
前
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独
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月
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で
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頃
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ど
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お
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労
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す
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三
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て
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。
午
後
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内
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消
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要
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は
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マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
て
内
容
を
減

ら
し
、
最
終
的
に
廃
止
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
生
産
性
を
高
め
る
仕
組

み
づ
く
り
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

機
械
化
は
職
員
の
仕
事
を
増
や
し
た

　

単
純
に
労
働
時
間
を
減
ら
す
と
、
生
産

量
が
落
ち
る
だ
け
で
す
。
労
働
時
間
を
減

ら
し
な
が
ら
、
生
産
量
を
減
ら
さ
な
い
た

め
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
昭
和
の
時
代
は

土
曜
日
が
半
日
出
勤
、
い
わ
ゆ
る
半
ド
ン

で
し
た
。
平
成
の
初
め
に
週
休
二
日
制
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
や
自
治
体
は
労

使
が
協
調
し
、
公
務
員
数
を
増
や
す
こ
と

な
く
乗
り
切
り
ま
し
た
。
当
時
流
行
っ
た

の
が
仕
事
の
ス
リ
ム
化
で
す
。
民
間
委
託

や
機
械
化
が
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
機

械
化
で
仕
事
は
減
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

コ
ピ
ー
機
の
導
入
に
よ
り
、
専
門
の
印

刷
技
師
や
タ
イ
ピ
ス
ト
、
あ
る
い
は
業
者

に
外
注
し
て
い
た
印
刷
業
務
を
職
員
自
身

が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２

０
０
０
年
以
降
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
複
合
プ

リ
ン
タ
ー
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
書
類
作

成
が
容
易
に
な
り
、
文
書
量
が
急
激
に
増

え
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
で
文
書
課
長
を
し

て
い
た
当
時
、
全
庁
で
不
要
な
書
類
を
一

斉
に
処
分
し
ま
し
た
が
、
書
類
を
積
み
重

ね
た
厚
さ
は
20
㌔
㍍
を
超
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
は
ど
う
で
す
か
。
会
議

の
直
前
ま
で
パ
ソ
コ
ン
で
文
章
を
手
直
し

し
て
、
資
料
を
印
刷
し
直
す
と
い
う
こ
と

が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
ね
。
職
員
数

が
減
る
一
方
、
機
械
化
は
間
違
い
な
く
仕

事
を
増
や
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
の
ア
マ
ゾ
ン
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、

社
内
説
明
資
料
は
Ａ
４
１
枚
に
要
点
を
ま

と
め
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
ま
す
。
ア
マ

ゾ
ン
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
禁
止
す
る
な

ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
導
入
で
も
仕
事
は
減
ら
な
い

　

最
近
流
行
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
仕

事
が
楽
に
な
る
の
か
。
絶
対
に
楽
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
印
刷
は
機
械
で
で
き
る
け
れ

ど
、
頭
で
考
え
る
こ
と
、
文
章
に
す
る
こ

と
は
人
間
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
を

す
る
上
で
「
思
考
」
と
「
作
業
」
は
全
く

違
い
ま
す
。
作
業
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
こ
と

が
で
き
て
も
、
人
間
の
思
考
そ
の
も
の
を
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長
時
間
労
働
と
低
い
生
産
性

　

働
き
方
改
革
が
、
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
長
時
間
労
働
と
そ
れ
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
の
不
調
や
過
労
死
は
大
き
な
問

題
で
す
が
、
勤
務
時
間
を
減
ら
す
だ
け
な

ら
、
残
業
を
禁
止
に
す
れ
ば
済
み
ま
す
。

し
か
し
、
改
革
の
本
質
は
そ
こ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
労
働
時
間
が
長
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
仕
事
の
成
果
や
生
産
性
が
上
が
ら

な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。

　

日
本
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、

昭
和
38
年
か
ら
約
半
世
紀
、
米
国
に
次
ぐ

世
界
第
2
位
で
し
た
。
平
成
22
年
に
中
国

に
抜
か
れ
ま
し
た
が
、
世
界
第
3
位
で

す
。
し
か
し
、
国
民
1
人
当
た
り
の
生
産

性
は
、
先
進
7
カ
国
（
Ｇ
７
）
で
万
年
最

下
位
。
米
国
の
7
割
、
仏
・
独
の
8
割
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
35
カ
国
で
は
21
位
と

い
う
下
位
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
平
均
労
働
時
間
は
、
今
世
紀
は

じ
め
ま
で
年
間
2
千
時
間
で
し
た
。
現
在

は
１
７
０
０
時
間
に
減
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
は
カ
ラ
ク
リ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数

字
は
、
正
規
労
働
者
と
短
時
間
勤
務
の
非

正
規
労
働
者
の
平
均
で
す
。
か
つ
て
労
働

力
人
口
の
2
割
だ
っ
た
非
正
規
労
働
者
は

現
在
、
4
割
近
く
に
増
え
て
い
ま
す
。
労

働
時
間
が
減
っ
た
の
で
は
な
く
、
勤
務
時

間
が
短
い
非
正
規
労
働
者
が
増
え
た
だ
け

と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
。

　

欧
米
の
労
働
時
間
は
、
米
国
や
イ
タ
リ

ア
が
１
７
０
０
時
間
、
独
仏
は
１
４
０
０

時
間
で
す
。
欧
州
各
国
の
2
割
増
し
の
時

間
を
働
い
て
、
追
い
つ
い
て
い
る
と
い
う

の
が
日
本
の
現
状
で
す
。

日
本
型
の
労
働
は
終
わ
り
を
迎
え
た

　

昭
和
後
期
、
日
本
は
経
済
成
長
を
続
け

ま
し
た
。
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
ま
で
は
、
日

本
型
の
働
き
方
が
良
か
っ
た
。「
み
ん
な
で

目
標
に
向
か
っ
て
突
進
し
よ
う
」「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
働
こ
う
」
と
い
う
、
大
部
屋

制
の
働
き
方
が
良
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
一
の
経
済
大
国
に
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
、
医
療
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
介

護
保
険
制
度
も
作
り
ま
し
た
。
欧
米
に
追

い
つ
く
と
い
う
目
標
や
、
や
り
方
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
時
代
は
、
国
も
自
治
体
も

そ
れ
で
良
か
っ
た
時
代
で
す
。

　

日
本
人
は
目
標
に
向
か
い
「
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う
」
と
い
う
時
は
、
仕
事
が
速
い

の
で
す
が
、「
次
は
何
を
し
よ
う
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
訓
練
を
受
け
て
い
な

い
。
こ
れ
で
は
、
次
の
時
代
を
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

働
け
ば
働
く
だ
け
成
果
が
出
る
と
い
う

場
所
が
あ
る
一
方
、
労
働
時
間
の
長
さ
で

岡本　全勝（おかもと・まさかつ）氏
P r o f i l e
内閣官房参与
福島復興再生総局事務局長
昭和 30 年奈良県明日香村出身。東京大学法学部
卒。53 年旧自治省入省。自治大臣秘書官、富山県
総務部長、内閣・省庁改革本部参事官、総務省交付
税課長、内閣府官房審議官、総理大臣秘書官、自治
大学校長などを経て、平成 23 年東日本大震災被災
者生活支援本部事務局次長。24 年復興庁統括官、
27 年同事務次官。28 年から現職。主な著書は「明
るい公務員講座」「東日本大震災　復興が日本を変
える─行政・企業・NPOの未来のかたち」など。

講
演

令
和
元
年
度 

市
町
村
職
員
政
策
研
修
会

1
明
る
い
公
務
員
講
座

　
　
　
　─
地
方
公
務
員
の
働
き
方
改
革

日
時
：
令
和
元
年
11
月
14
日
（
木
）

主
催
：
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

後
援
：
北
海
道
、
北
海
道
市
長
会

　
　
　
北
海
道
町
村
会

会
場
：
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
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「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
や

移
住
政
策
か
ら
始
ま
っ
た
第
1
期

　

日
本
は
２
０
１
８
年
以
降
、
人
口
減
少

局
面
に
突
入
し
、
15
年
に
地
方
創
生
制
度

が
創
設
さ
れ
て
、
国
と
自
治
体
が
協
働
で

人
口
減
少
に
取
り
組
む
仕
組
み
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
自
治
体
は
独
自
に
人
口
動
向

を
分
析
し
、
総
合
戦
略
を
立
案
す
る
こ
と

が
努
力
義
務
と
さ
れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
自

治
体
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
1
期
は
15

年
か
ら
19
年
ま
で
の
5
年
間
で
、
20
年
度

か
ら
第
2
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

人
口
動
態
は
自
然
増
減
と
社
会
増
減
に

よ
っ
て
決
ま
り
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、

自
然
増
減
に
対
し
て
は
子
育
て
支
援
の
充

実
な
ど
、
社
会
増
減
に
対
し
て
は
「
稼
ぐ

力
」
の
向
上
、
移
住
政
策
な
ど
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
特
に
後
者
の
方
が
、
即
効
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
雇
用
創
出
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
第
1
期
で
す
。

　

結
果
と
し
て
、
人
が
集
ま
る
の
は
、
住

民
や
企
業
も
参
加
し
て
、
何
か
面
白
い
こ

と
を
し
て
い
る
ま
ち
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
移
住
施
策
や
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
施

策
は
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
現
に

住
ん
で
い
る
人
の
幸
福
度
を
上
げ
な
い
限

り
、
移
住
者
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る
ま

ち
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
人
が
移
動
し
て
く
る
か
ら

ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
仕

事
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

第
1
期
の
取
組
で
何
が
分
か
っ
た
か
を

検
証
す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
す
。

人
口
４
０
０
万
人
の
北
海
道
に

　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
復
習
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
日
本
は
２
０
０
８
年
を

ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
現
在

は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
急
激

な
人
口
下
降
線
の
入
口
に
立
っ
て
い
ま

す
。
日
本
全
体
で
は
、
外
国
人
の
移
住
は

小
さ
い
の
で
、
出
生
率
低
下
が
人
口
減
少

に
直
に
つ
な
が
り
ま
す
。
１
９
４
７
年
か

ら
の
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
年
間
２
７

０
万
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
90
万
人
で
す
。
第
2
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
の
後
、
第
3
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が

来
て
、
出
生
率
の
低
下
が
止
ま
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
出
生
対
策
や

人
口
減
少
対
策
は
甘
か
っ
た
。
合
計
特
殊

出
生
率
は
1
・
42
程
度
で
推
移
し
て
お

り
、
こ
う
な
る
と
人
口
減
少
は
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
人
口
は
、
１
９
９
５
年
の
５

６
９
万
人
が
ピ
ー
ク
で
し
た
。
戦
後
当
時

が
約
４
０
０
万
人
で
、
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
４

５
年
に
は
、
約
４
０
０
万
人
と
な
り
ま
す

の
で
、
50
年
か
け
て
１
７
０
万
人
が
増
加

し
、
50
年
か
け
て
ま
た
１
７
０
万
人
が
減

少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
規
模
は

同
様
で
す
が
、
高
齢
化
率
は
当
時
の
5
％

五十嵐　智嘉子（いがらし・ちかこ）氏
P r o f i l e
一般社団法人北海道総合研究調査会理事長
札幌市生まれ。北海道大学大学院経済学研究科後期博士
課程単位取得退学。昭和 59 年北海道の調査と研究を行
うシンクタンク「社団法人北海道開発問題研究調査会
（略称HIT、平成 14 年から現名称）」入会。調査部長、　
常務理事、専務理事を経て、24 年から現職。26 年8月
から2年間、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部に派
遣。これまで介護保険制度や高齢者ケアアセスメントの
開発などに携わり、近年は生活困窮者自立支援制度や人
口減少社会に関する調査と研究に取り組んでいる。

講
演

令
和
元
年
度 

市
町
村
職
員
政
策
研
修
会

2
第
2
期
地
方
版
総
合
戦
略
の
立
案
と
推
進
方
法
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任
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味

で
作
業
を
減
ら
し
、
思
考
に
使
う
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
27
年
の
こ
と
で
す
。
長
崎
の
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
働
く
ホ
テ

ル
が
開
業
し
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
ト
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
が
接
客
を
し
ま
す
。
当
初
は
ホ
テ

ル
内
で
は
27
種
類
・
２
４
３
体
の
ロ
ボ
ッ

ト
が
働
き
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
も
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
4
年
が
過
ぎ
て

ど
う
な
っ
た
か
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
リ
ス
ト
ラ

の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

の
数
は
半
分
に
減
り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト

は
導
入
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
な
作
業
を
さ
せ
る
か
、
そ
の
指
示
を

入
力
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
面

倒
を
み
る
社
員
が
余
計
に
必
要
に
な
り
、

コ
ス
ト
が
膨
ら
ん
だ
の
で
す
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
選
考
作
業
を
Ａ
Ｉ
で
行
う
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
結
構
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
作
業
の

た
め
の
初
期
設
定
と
デ
ー
タ
入
力
作
業
が

必
要
で
す
。
確
か
に
選
考
の
負
担
は
減
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
労
働
時
間
の
削
減

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

公
務
員
の
仕
事
と
テ
レ
ワ
ー
ク

　

テ
レ
ワ
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー

ク
が
可
能
な
仕
事
と
不
可
能
な
仕
事
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
翻
訳
家
は
テ
レ
ワ
ー
ク

に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
で
す
。
英
文
Ａ
４
用

紙
10
枚
を
日
本
語
に
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
仕
事
な
ら
、
成
果
を
確
実
に
測
れ
ま

す
。
し
か
し
、
公
務
員
の
職
場
で
、
企
画

立
案
の
成
果
を
ど
う
測
る
の
か
。
役
所
の

中
で
も
成
果
を
測
り
に
く
い
分
野
の
仕
事

で
す
が
、
こ
れ
を
自
宅
で
や
る
こ
と
に
な

る
と
、
ま
す
ま
す
分
か
ら
な
る
。
テ
レ

ワ
ー
ク
を
進
め
る
な
ら
、
部
下
に
は
仕
事

の
方
法
や
期
待
す
る
成
果
を
具
体
的
に
指

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
毎

日
の
仕
事
で
も
同
じ
で
す
。
欧
米
で
は
仕

事
の
範
囲
を
き
ち
ん
と
定
め
、
成
果
を
達

成
し
た
結
果
と
し
て
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
日
本
で
も
民
間
大
手
の

引
継
書
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
前
任

者
、
後
任
者
、
立
ち
会
い
の
上
司
が
確
認

し
て
押
印
し
ま
す
。
引
継
で
後
任
者
の
仕

事
を
確
定
さ
せ
ま
す
。

　

役
所
は
2
〜
3
年
で
定
期
異
動
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
異
動
先
で
仕
事
の
指
示
を

受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
前
任
者
か

ら
膨
大
な
書
類
を
手
渡
さ
れ
て
お
し
ま
い

で
す
。
こ
ん
な
働
き
方
は
日
本
だ
け
。

　

総
務
省
で
初
め
て
経
験
し
た
課
長
が
交

付
税
課
長
で
し
た
。
わ
ず
か
1
㍍
の
距
離

で
仕
事
を
し
て
い
る
課
長
補
佐
と
面
談
を

し
て
い
て
気
付
き
ま
し
た
。
重
要
課
題
に

つ
い
て
毎
日
議
論
を
し
て
い
て
も
、
自
分

の
考
え
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
同
じ
職
場

で
仕
事
を
し
て
い
て
も
意
思
疎
通
は
と
て

も
難
し
い
。
自
分
の
部
下
に
指
示
書
を

し
っ
か
り
作
成
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

正
し
い
手
抜
き
は
大
い
に
結
構
だ
！

　

私
が
駆
け
だ
し
の
頃
は
「
自
分
が
や
ら

な
け
れ
ば
自
治
省
は
動
か
な
い
」
と
の
気

概
を
持
ち
な
が
ら
、
仕
事
に
明
け
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
先
輩
の
課
長
補
佐

が
「
私
が
担
当
し
て
い
る
こ
の
仕
事
は
無

駄
で
す
。
私
の
代
で
止
め
ま
し
ょ
う
」
と

課
長
に
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
誰
で
も
自
分
の
仕
事
を
「
無

駄
」
と
言
わ
れ
た
く
な
い
思
い
が
あ
り
ま

す
が
「
昔
か
ら
や
っ
て
き
た
か
ら
」「
去

年
も
や
っ
た
か
ら
今
年
も
続
け
る
」
と
い

う
姿
勢
を
根
本
か
ら
見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

黙
っ
て
手
を
抜
く
の
は
大
き
な
問
題
で

す
が
、
上
司
に
相
談
し
て
、
き
ち
ん
と
手

を
抜
く
こ
と
は
改
善
の
第
一
歩
に
な
り
ま

す
。
働
き
方
改
革
の
真
っ
た
だ
中
だ
か
ら

こ
そ
「
こ
れ
は
無
駄
で
す
」「
無
理
が
あ

り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
や
す
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。
上
司
も
聞
く
耳
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
公
務
員
の
数
は
減

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
増
え
な
い
で
し
ょ

う
。
ど
こ
か
で
手
を
抜
き
、
効
率
化
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
ず
れ
は
課
長
や
部
長
に

な
り
、
部
下
に
指
示
を
す
る
立
場
に
な
り

ま
す
。
自
分
は
何
を
考
え
、
部
下
に
は
何

を
考
え
さ
せ
る
の
か
。

　

手
抜
き
大
い
に
結
構
！　

ど
う
や
っ
て

効
率
的
に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
く
の
か
と

い
う
視
点
こ
そ
、
令
和
の
時
代
を
生
き
る

公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
本
質
で
す
。
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生
を
考
え
る
上
で
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に

な
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

関
係
人
口
は
「
関
心
・
関
与
」
で

　

急
激
な
人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実

を
踏
ま
え
て
、
第
1
期
地
方
創
生
の
検
証

を
進
め
る
上
で
「
官
民
連
携
や
住
民
参
画

が
進
ん
で
い
る
の
か
」
と
い
う
視
点
は
大

切
で
す
。
総
合
戦
略
策
定
の
際
に
「
産
官

学
金
労
言
士
」
の
参
画
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
産
官
学
は
ご
存
じ
の
通
り
、
金
は

金
融
機
関
、
労
は
労
働
団
体
、
言
は
言
論

界
、
士
は
士
業
の
人
た
ち
で
す
。
本
来
は

こ
う
い
う
人
た
ち
を
集
め
て
意
見
を
聞
く

だ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
「
土
の
人
」「
風
の
人
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
も
大
切
で
す
。「
土
の
人
」
は
、
地
域

で
暮
ら
す
人
た
ち
で
、「
風
の
人
」
は
、

観
光
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
で
滞
在
す
る
人

た
ち
で
す
。
最
近
は
「
関
係
人
口
」
と
い

う
新
し
い
考
え
方
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
「
風
」
と
「
土
」
が
協
働
す
る
こ
と
で

地
域
の
「
風
土
」
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
人
口
の
概
念
整
理
は
、
ま
だ
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
総
務
省
は
地
域
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
「
ゆ
か
り
型
」
や
「
ふ
る
さ
と
納

税
型
」
な
ど
、
5
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
施
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
の

分
類
で
す
。
私
は
「
関
心
度
」
と
「
関
与

度
」
と
い
う
枠
組
み
で
整
理
す
る
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
関
心
度
が
高
い

人
と
は
、
地
域
を
訪
れ
な
く
て
も
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
特
産
品
を
取
り
寄
せ
る
な

ど
、
興
味
を
持
っ
て
応
援
し
て
く
れ
る
人

で
す
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
域
の
消
費

力
は
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
特
産
品
の
消

費
拡
大
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
力
を
高
め

て
く
れ
る
存
在
に
な
り
ま
す
。

　

関
与
度
が
高
い
人
は
、
実
際
に
地
域
に

来
て
、
一
緒
に
課
題
解
決
に
参
画
し
て
く

れ
る
存
在
で
す
。
マ
チ
の
外
か
ら
通
勤
し

て
く
る
人
や
、
市
町
村
と
大
学
に
よ
る
域

学
連
携
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
来
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
て
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
へ
の
参
画
を

促
し
、
目
標
や
問
題
意
識
、
解
決
に
向
け

た
施
策
を
共
有
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
地
域
に
関
与
し
て
く
れ
る
人

を
つ
な
い
で
い
く
仕
事
も
行
政
の
大
き
な

役
割
で
す
。

第
1
期
戦
略
を
磨
き
上
げ
る

　

地
方
創
生
の
目
的
は
、
第
一
に
急
激
な

人
口
減
少
の
進
み
方
を
食
い
止
め
て
い
く

こ
と
、
第
二
に
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し

た
地
域
社
会
を
作
り
直
す
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
の
人
口
増
加
と
経
済
成
長
の
時

代
に
は
、
病
院
、
学
校
、
文
化
施
設
な
ど

の
フ
ル
セ
ッ
ト
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
や
そ
れ
が
過
剰
に
な
り
、

重
荷
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
何
を
活
性
化
し
、

何
を
縮
減
し
、
何
を
残
し
て
い
く
の
か
と

い
う
視
点
が
必
要
で
す
。

　

第
2
期
総
合
戦
略
を
考
え
る
第
一
歩
と

し
て
、
改
め
て
人
口
構
造
の
変
化
を
分
析

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
少
子
化
に
伴

う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
地
域

で
は
、
基
幹
産
業
の
生
産
力
が
落
ち
込
む

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
次
に
第
1
期
戦
略

の
検
証
で
す
。「
自
分
の
マ
チ
は
何
を
し

て
き
た
か
」「
ど
こ
ま
で
で
き
た
か
」「
目

標
を
達
成
で
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
1
期
の
5
年
間
に
お
い
て
も
、
社
会

は
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
要
因
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
普
及
や

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
導
入
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）
の
増
加
、

地
方
移
住
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

に
よ
る
農
業
へ
の
悪
影
響
や
地
域
公
共
交

通
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
外
的

要
因
や
社
会
の
変
化
を
見
極
め
て
戦
略
を

練
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
第
2
期
の
総
合
戦
略
は
、

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
設
定
を
確
認
し
、
ど

の
よ
う
な
視
点
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
基
本
目

標
の
枠
組
み
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
で
は

な
く
、
柱
と
な
る
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
や
他
の
要
素
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
、
既
存
の
戦
略
を
さ
ら
に

磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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程
度
に
対
し
て
、
40
％
を
超
え
て
き
ま
す

の
で
、
社
会
の
様
相
が
全
く
違
っ
て
き
ま

す
。
特
に
北
海
道
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

２
０
１
８
年
現
在
で
1
・
27
と
低
く
、
札

幌
市
も
1
・
17
と
、
全
国
の
中
で
も
低

く
、
少
子
化
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

出
生
率
が
1
・
27
の
ま
ま
だ
と
ど
う
な

る
の
か
。
あ
る
村
に
20
〜
39
歳
の
男
女
が

50
人
ず
つ
住
ん
で
い
る
１
０
０
人
の
村
が

あ
る
と
し
ま
す
。
50
人
の
女
性
が
1
・
27

人
の
子
ど
も
を
産
む
と
す
れ
ば
、
生
ま
れ

る
子
ど
も
は
63
人
に
な
り
ま
す
。
こ
の
世

代
が
子
ど
も
を
生
み
終
わ
る
ま
で
に
30
年

か
ら
40
年
か
か
り
ま
す
。
63
人
の
村
で
生

ま
れ
る
子
ど
も
は
40
人
で
、
１
０
０
人
の

村
が
約
60
年
か
ら
80
年
で
40
人
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
齢
者
人
口
の
「
減
少
」
を
考
え
る

　

高
齢
化
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
み
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
２
０
４
０

年
は
、
メ
ル
ク
マ
ー
ク
（
指
標
）
と
言
え

ま
す
。
北
海
道
の
高
齢
化
率
は
4
割
を
超

え
、
団
塊
世
代
は
90
歳
代
に
達
し
、
独
居

の
高
齢
女
性
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
は
減
少
傾

向
に
転
じ
ま
す
。
高
齢
化
率
の
上
昇
は
、

母
数
と
な
る
人
口
が
減
る
影
響
で
す
。
35

年
ま
で
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加

し
ま
す
が
、
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、
医
療

や
介
護
の
ニ
ー
ズ
も
減
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
高
齢
者
対
策
を
打
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

を
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

若
者
の
道
外
流
出
に
歯
止
め
を

　

推
計
に
よ
る
と
、
２
０
４
５
年
ま
で
に

道
内
85
市
町
村
で
人
口
が
半
減
し
ま
す
。

特
に
日
本
海
沿
岸
や
旧
産
炭
地
域
の
減
少

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
基
本
台

帳
ベ
ー
ス
で
人
口
移
動
を
み
る
と
、
札
幌

市
は
全
道
か
ら
転
入
が
あ
り
、
東
京
に
転

出
す
る
人
が
３
５
０
０
人
の
マ
イ
ナ
ス
で

す
が
、
ま
だ
転
入
超
過
の
状
態
に
あ
り
ま

す
。
東
京
か
ら
見
る
と
、
札
幌
か
ら
の
人

口
供
給
は
大
き
く
、
毎
年
、
全
国
2
〜
3

位
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

　

転
出
超
過
の
ほ
と
ん
ど
が
15
〜
24
歳
の

若
年
層
で
す
。
進
学
や
就
職
で
本
道
を
離

れ
た
若
い
世
代
が
戻
っ
て
こ
な
い
た
め
、

自
然
減
に
加
え
て
、
北
海
道
の
人
口
構
造

は
さ
ら
に
い
び
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
０
０
年
の
10
〜
14
歳
は
20
万
2
千
人

で
し
た
。
こ
の
世
代
が
25
〜
29
歳
に
な
っ

た
15
年
に
は
14
万
1
千
人
に
減
っ
て
い
ま

す
。
6
万
1
千
人
が
流
出
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

20
代
後
半
に
な
る
と
、
転
出
組
は
な
か

な
か
北
海
道
に
は
戻
れ
な
く
な
り
ま
す
。

移
住
・
定
住
策
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
む
し
ろ

中
高
生
、
あ
る
い
は
社
会
に
出
る
20
代
前

半
の
う
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
世
代
に

対
し
て
ふ
る
さ
と
の
企
業
や
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
い
、
東
京
に
出
て
行
っ
て
も
戻
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
視
野

を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
〜
39
歳
の
人
口
変
化
を
男
女

別
に
見
る
と
、
１
９
９
５
年
は
男
性
の
方

が
女
性
よ
り
も
多
い
状
況
で
し
た
。
２
０

１
５
年
に
な
る
と
、
そ
の
数
は
逆
転
し
、

男
性
よ
り
も
女
性
の
減
少
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

女
性
の
東
京
流
出
が
加
速
し
て
い
る

　

特
に
道
内
か
ら
札
幌
、
札
幌
か
ら
東
京

に
流
出
す
る
女
性
の
転
出
超
過
が
多
い
事

実
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
結

婚
に
よ
る
転
出
も
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て

は
「
女
性
は
就
職
で
出
て
行
っ
て
も
帰
っ

て
く
る
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、

出
生
率
に
影
響
が
あ
る
20
〜
39
歳
の
女
性

の
流
出
が
進
む
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
と
言
え
ま
す
。

　

な
ぜ
女
性
の
流
出
が
進
む
の
か
。
そ
こ

に
は
「
引
っ
張
る
力
」
と
「
押
し
出
す
力
」

の
2
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。「
東
京
は

魅
力
的
」「
や
り
た
い
仕
事
が
東
京
に
あ

る
」
と
い
う
の
が
、
引
っ
張
る
要
因
で

す
。
総
合
事
務
職
を
希
望
す
る
女
性
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
商
工
会
議
所
や

企
業
に
聞
く
と
、
ま
だ
“
女
性
は
腰
掛

け
”
と
い
う
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
地
方
で
女
性
の
働
く
場
を
狭
め
て

い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
根
強
い

こ
と
が
原
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
地
方
か
ら
女
性
を
押
し
出
す
要

因
は
何
か
。
若
い
女
性
た
ち
に
は
「
こ
う

い
う
所
に
は
居
た
く
な
い
」
と
い
う
意
識

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
人

間
関
係
や
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
に
課
題

が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
動
向
は
、
地
方
創
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　北海道市町村振興協会は「研修支援事業」や「助成事業」を通じて、道内市町村の活力あるまちづくりを支援して
います。こうした制度は、防災・減災対策の推進にも活用することができますのでご紹介いたします。

●地域づくりセミナー開催支援事業
　住民が参加するワークショップ等により、地域づくりを推進
するためのセミナーを対象としています。支援対象経費は、セ
ミナー開催に要する経費とし、支援金の額は上限 30 万円・下限
５万円（千円未満切り捨て。複数の市町村で実施する場合は、
支援金額の上限 50 万円）です。セミナーについては、市町村が
自ら主催する事業が支援対象となります。

●市町村職員まちづくり研修会開催支援事業
　市町村職員によるワークショップ等を通じて、まちづくりに
関する必要な知識の習得や、政策形成等を目的に開催する研修
会を対象としています。支援対象経費は、講師に関する経費と
し、支援金の額は、上限 30 万円・下限５万円（千円未満切り捨
て。複数の市町村で実施する場合は、支援金額の上限 50 万円）
です。

　両事業は講師による講義等に加え、研修参加者によるグ
ループ討議やワークショップ等を合わせて実施することを要
件としていますが、ＤＩＧ（災害図上訓練）やＨＵＧ（避難
所運営ゲーム）をワークショップ等の対象としており、講師
による講義とＤＩＧまたはＨＵＧを組み合わせることで支援
対象事業として申請することができます。

研修支援事業
●いきいきふるさと推進事業助成金
　市町村または市町村が財政的・人的に主体的に関与す
る実行委員会等に市町村が補助金等を支出して実施する
ソフト事業を助成対象としています。助成率は市町村が
負担する金額の２分の１、助成金の額は、単独の市町村
が実施する「小規模事業」は上限 100 万円、下限 50 万円
（助成対象経費ベースで総事業費 100 万円以上）です。ま
た、複数の道内市町村が実行委員会等を設置して実施す
る「広域事業」は、上限 300 万円、下限 50 万円（助成対
象経費ベースで総事業費 100 万円以上）です。小規模事
業は３年、広域事業は５年まで申請が可能です。

　本助成金では、市町村が作成し、住民に配布するハ
ザードマップ（災害予測地図）や防災ハンドブックの
印刷や配布に要する経費が助成対象となります。ま
た、地域住民を対象に実施する防災・減災に関する講
演会や研修会についても、講師に対する報酬、会場使
用料、ポスターやパンフレット等の印刷製本費が助成
対象となります。なお、市町村職員を対象とする事業
は、助成対象になりませんので左記の「市町村職員ま
ちづくり研修会開催支援事業」をご活用ください。
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「地域づくり事例集」「北海道市町村要覧」を刊行します
　５年目を迎えた地方創生の全国における取組を調査し、道内市町村等の参考とな
る先進的な事例を紹介する「地域づくり事例集 2019（地方創生編）」を発行しま
す。事例集は道内外から 30 事例を選定し、事例ごとに、先進的・特徴的な取組を
はじめ、地域活性化への効果、今後の課題や展望等を紹介します。
　また、道内市町村の概要や基礎的データを取りまとめた「北海道市町村要覧
2019」（編集・北海道総合政策部地域行政局市町村課）を刊行します。人口や産業
構造、歳入・歳出の状況、税収、公共施設等のデータを一覧形式で収録しました。
　いずれも令和２年１月下旬以降、道内各市町村等に送付する予定です。

編集担当○×余録
▼週刊ポ○トや現○を真似たわけではありませんが─。いま流行の「終活」を特集
しました。中高年職員のための終活情報誌に衣替えする日も近い？　次号では「こ
の薬を飲んだら必ず死ぬ」「超低金利時代の退職金運用」を特集…しません。
▼編集作業を終えて以降、記憶変換のおかげで「し」を打ち込むと必ず「死」に変
換されるこのパソコン。「××死企画課」「△△死長」と誤変換したまま文書を発送
してしまいそうな悪寒が。いろんな意味で「死」を意識してしまいます。
▼最近死ぬかと思った体験をひとつ。味が薄くて水っぽいカレーライスをすすった
ところ、勢い付いたジャガイモが気管に。窒息状態で助けを求めた妻は、何故か椅
子から落ちて腰を抜かしている。体が激しく痙攣して、イモは勝手に出てきました
が、私も出て行きたくなった。カレーは凶器だと思います。〈ま〉

市町村の防災・減災対策を支援しています

※研修支援事業・助成事業の詳細については、当協会事業推進担当（ＴＥＬ 011-232-0281）にお問い合わせください。
　当協会ホームページにも交付要綱等の資料を掲載しておりますので、ご参照ください。

助成事業

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー

令和元年度（2019 年度）研修事業の実施報告

令和2年度（2020 年度）研修事業の実施予定

Information

市町村職員外国派遣研修
◦期　間／�令和元年9月7日〜16 日（10 日間）
◦研修先／�ドイツ、スイス、イタリア
◦参加者／�市町村等職員 19 名、事務局職員等4名
　当協会の設立 40 周年記念の特別企画として、合同研修と研
修団を2班に分けて班別研修を行いました。合同研修はドイ
ツ・フライブルグ市の経済観光メッセ公社で「先進的な都市か
ら学ぶ環境政策」を、イタリア・ラクイラ市では「防災対策」
をテーマに研修を行いました。班別研修はスイスのエルスト
フェルト町で「水力を活用した町営エネルギー会社による産業
振興」を、ザンクトガレン市では「子育て支援の取組」につい
て、イタリアではリエティ市の「地域資源を活かした産業振
興」とともに、ローマ市で「高齢者福祉の取組」を学びました。

北海道市町村長交流セミナー
　時代の流れに即したテーマにより、市町村長を対象にした研修会
を行います。
◦時期　令和2年8月　　◦開催場所　札幌市

市町村職員外国派遣研修
　諸外国の先進事例について調査研究するとともに、国際的視野と
見識を持った人材の養成を図ります。
◦対象　30 歳以上 50 歳以下の課長補佐職（相当職含む。）以下の者　
◦期間　11 日間程度

市町村職員国内先進事例研修
　道内外で先進的な取組を進める市町村等の事例を学び、市町村職員の資質の向上や人材の育成を図ります。
◦対象　30 歳以上 50 歳以下の係長職（相当職を含む。）以下の職員　　◦期間　4日間程度　　◦研修先　北海道外

市町村職員政策研修会
　市町村職員等を対象に、地方自治に関する知識や能力を高めることを目的としています。
◦時期　令和2年 11 月　　◦開催場所　札幌市

※参加者募集や開催のご案内は、各市町村の職員研修等担当課にEメールでお知らせします。

▲市町村長交流セミナー開催の様子
　（令和元年7月14日）

▲イタリア・ローマ市の史跡・コロッセオ

市町村職員国内先進事例研修
◦期　間／�令和元年 10 月 27 日〜30 日（4日間）
◦研修先／�和歌山県有田川町、奈良県下市町、大和高田市
◦参加者／�市町村等職員 16 名、事務局職員3名
　有田川町では、徹底したごみ分別を通じた資源化や、太陽光
発電や県営多目的ダムを利用した小水力発電所の整備などを進
める「有田川エコプロジェクト」について研修を行いました。
下市町では、高齢化が進む農業者の作業を機械化やICT化で
支援する「らくらく農法プロジェクト」の取組を学びました。
また、大和高田市では、商店街の衰退を防ぐため、商店街の空
き店舗などを活用し、高齢者の健康づくりと居場所づくりを進
める取組について、現地見学を交えて理解を深めました。▲らくらく農法プロジェクト─奈良県下市町
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